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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　ソゾン市
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　大河レムダリアの河口に位置する、円柱都市ソゾン。

「エイラン、待てよ！」

　埠ふ頭とうに立ち並ぶ貿易センターの一つ、主に食料を扱あつかう第三センターを出ようとしたところで、エイランは呼び止められた。

「なんだよ、パケン。あたしは忙しいんだ」

　ぶっきらぼうに応こたえながら彼女は振ふり向いた。黒い瞳ひとみを炯けい々けいと光らせた、目元のきつい少女だ。巷ちまたの年頃の娘むすめたちのように髪かみをくるぶしに届とどくほど、伸ばしてもいない。肩かたまでしかない漆しつ黒こくの髪を、さらに布でたくしあげ、少年のような格かつ好こうでいる。勝気な性格を表しているその顔立ちは、だが、あと二、三年もすれば世間を騒さわがす美しい娘になることも、はっきりと示していた。

「中央センターが、今度の売りに出るかどうか、聞いてたぞ」

　彼女の幼なじみである三つ年長のパケンが、買物客を搔かき分けて現れる。食料の詰つまった袋ふくろを抱かかえ、エイランは難むずかしい顔を作ると、

「うーん。最近、売り手が来ないからなあ。ワンサイクル回る子も、あと半月いないし」

「おまえ、囲いが出ないかぎり、売りに出ないつもりだな」

　呆あきれ口く調ちようでパケンは言い、逆さか立だつほどに短い自分の髪を搔いた。エイランは大きなお世話だと言わんばかりに口を曲げる。

「ふん、あたしには市場なんかに出なくたっていい、つよーい味方がいるのさ。人の心配する暇ひまがあったら、嫁よめの来手でも捜さがしてな、ばーか」

「おめーに言われるまでもねーよ。んじゃ、委員会に、欠席と伝えていいか」

「勝手に人のことやるな、阿あ呆ほう。とっとと行っちまえっ」

　口の悪いことでは定評のあるエイランだった。なおもパケンが言いたそうにしているのを無視して、自分がとっとと外に出ていってしまった。

「なんだあ、あいつ」

　ぽかんとして、少女のしなやかな後ろ姿を見送っていたパケンだが、そういえば今日は船が着く日だったと思いだし、仏ぶつ頂ちよう面づらで頭を搔いた。幼なじみなど切って捨てられるほどの相手が帰ってくるのだと。

　都市国家ソゾンは貿易の街まちである。海を渡って世界中から集められる品々と、大陸を横断し、かつ分断するレムダリア河を下ってくる物資が、一堂に会し、膨ぼう大だいな利益を落として再び出ていく。ありとあらゆる商品が船で運ばれ、ありとあらゆる人種がそれに群がってくる。ここは世界でもっとも富み栄えた街の一つであった。それゆえ、小さな都市でありながら、一つの国家として成り立っているのだ。

　巨大な煉れん瓦が造りの貿易センター群を抜ける。整備された表通りに並ぶ店には、彼女の身分ではめったに入れない。色とりどりの高価な布地や、洒落しやれた彫ほり物ものの装そう飾しよく品ひん、渡来の薬。すべてを横目で流して、エイランは路地に入り、裏町へと出た。

　壮そう麗れいな白い円柱が林立する高台の貴族の屋や敷しき群と、市の財力を見せつけんばかりの威い容ようを誇ほこる貿易センターにはさまれて、下町は存在する。海やレムダリア河からでは見ることのできない位置だ。繁栄を極める街まちは、えてして表の顔と裏の顔を持っている。ソゾン市も例外ではない。そこは、せまい土地に石造りの粗そ末まつな家がひしめき、幾いく万まんもの人間が住みついている貧ひん民みん街がいだった。

　とはいえ、労働の人手はいつも足りないし、市自体が潤うるおっているので、ここの住人はさほど窮きゆう乏ぼう生活を営いとなんでいるわけではない。だが、流れ者が多く住み着いているため、治安は悪いし風俗も乱れていた。活気と逞たくましさだけは健全な、そんな下町の一角に、エイランもまた暮らしていた。

　石蹴けりをしている近所の子供たちを軽くからかい、売人の看かん板ばんである赤しやく銅どうのレリーフ盤ばんを戸口に下げた我が家に、少女は飛び込んだ。

　部へ屋やの真ん中に、よく見知った若者が座っていた。年は十九、こざっぱりした黒い髪と、同じ色の柔にゆう和わな目を持っている。よく日に焼けた小麦色の肌と、筋肉がほどよくついた体たい軀くは、彼が働き者であり、下町の人間ではないことを示していた。エイランによく似た端たん正せいな容よう貌ぼうの青年は、彼女を認めると軽く笑った。

「やあ、エイラン」

「兄さん！　お帰り！」

　そのままの勢いで、兄、アインに飛びつくエイラン。

「今回は早かったね、どこまで行ってたの」

「キンダガテンさ。みやげあるぞ、親方からのも」

　顎あごでアインが部屋の隅すみを指し示すのも無視して、エイランは兄を見つめた。たった一人の肉親だった。双ふた親おやは物心つく前に亡なくし、養父は二年前、泥でい酔すいした挙あげ句、海に落ちて死んだ。その稼か業ぎようを継ついだエイランと、才能を買われて表の世界へ出たアイン。世間でも仲のいい兄妹だと評判である。十三歳の時から大人の社会を飛び回ってきた少女は、めったに帰ってこない兄に存分甘えたかった。彼女に男っ気がないのも、ひとえにこの兄がいるから他ほかはいらない、その心の表れでしかない。

　自分の胸から離れない妹に、アインは笑いながら、

「なんだ、要いらないのか？　キンダガテンの珊さん瑚ごの髪かみ飾かざりもあるし、ハーナスのお茶も買ってきたのに」

「そ、そんなことないよっ。ありがとう、兄さん。髪飾りは次の市でメリッサが出るときに使わせてもらうね。お茶は今飲もう、時間あるんでしょ」

　アインと話すときだけは少女らしい、それでもだいぶ崩くずれているが、言葉遣づかいをするエイランが、湯を沸わかそうと立ち上がったその視界に、異様なものが映った。いや、それ自体は異様でもなんでもないのだが、どうしてみやげ物の中に一いつ緒しよくたに入っているのだろうと、彼女は目を点にした。

「に……兄さん、あれ、なに？」

「なにがだ？」

「これだよ、これ！　このガキ！　なんでこんなところにガキがいるのさ！」

　驚おどろきと困こん惑わくが憤ふん慨がいに変わって、エイランは平然と聞き返すアインを怒ど鳴なりつけながら、荷の中に押し込まれた少年を引っ張りだした。

　ガキといってもエイランと大差ない年だろう。握にぎった腕が意外に細くて、エイランはぎょっとした。そして、少年の寝ね顔がおを見て、再びどきりとする。

　これはまた、かなりの上じよう玉だまだった。抜ぬけるような白い肌はだは、ここら辺ではめったに見かけないものだったし、蜂はち蜜みつ色に輝かがやく絹糸のような髪も極ごく上じようものである。エイランとどっこいどっこいの、少年にしては華きや奢しやな肢し体たいも、その筋ではかなりの高値がつくはずだ。そして、その容よう貌ぼうときたら、紅顔の美少年とはかくあるものかと感心するくらい、整っていた。少女めいた中性的な顔立ちも、二は十た歳ちを過ぎる頃には凛り々りしい青年のそれになっているだろうと予感させる。

（まあ、兄さんにはかなわないだろうけど）

　心の中でそうこっそりと付け足すエイランだった。

　しかし、なんでこんな子供がみやげものの中に？

「あ、それ、俺おれのだから」

「え？」

「海で拾ったんだ、勝手に売るなよ。怪け我がしてるから、ここにしばらく置いてくれ」

「兄さんがそう言うなら……」

　住み込こみで働いているアインの元には置けないから、それは道理であるが、海で拾っただなんて、あまりにも怪しげな。エイランは憮ぶ然ぜんと兄と少年を見比べた。

（俺のだからって、兄さん、なに考えてんだろ）

　これだけの上玉、いわくつきでないはずがないのに──エイランは一いち抹まつの不安を胸に抱いた。それでも、荷物と同等の扱いを受けている少年が気の毒に思えて、兄に命令して藁わらを敷しき詰つめたベッドに運ばせる。アインはそういうことにてんで気が回らないのだ。これさえなければ、いくらでも嫁よめの来手はあるだろうにと、エイランは嘆たん息そくした。それから、まじまじと少年を見つめる。

　海で拾ったということは、先日の台風で難なん破ぱしたのだろうか。

「カ……イン」

　体が動いたはずみで、少年がうわごとを漏もらした。兄と妹は顔を見合わせる。

「俺？」

「アインじゃなかったよ。カイン、だって」

　少年は寝ながら眉まゆを寄せ、苦しい表情で続けた。

「カイン……カ……リミアに行く……教え……父さんと母さん……死んで……おじい……」

　途と切ぎれ途切れで呟つぶやく言葉の中に、エイランでも理解できる言葉は二つあった。一つはカイン。それは人の名だ。もしかしたら町の名かもしれない。もう一つはカリミア。これは、三つの子供でも知っている単語だ。

「兄さん、医者呼んだ？」

「ああ。すぐに来る」

「カリミアに行くって、この子、一体なんなの」

「さあ」

　肩かたをすくめるアイン。エイランは嫌いやな予感がして、関わらない方が身のためだと忠告しようとした、そのときだった。

　少年の目がぱちりと開いた。瞼まぶたの向こうから、この容姿にはこの色しかないといった、鮮あざやかな草原色の双そう眸ぼうが現れる。

　澄すんだ瞳ひとみだった。曇くもり一つなく、やましさのかけらもない。自分を覗のぞきこむ二つの視線に気づくと、おびえ驚おどろくよりも前に、にっこりと微笑ほほえんだ。がんぜない子供の笑みだった。思わずどぎまぎしてしまうエイランだが、アインは泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度を崩くずさず、笑い返すと、

「痛いか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。あなた方が助けてくれたんですか。ありがとうございます」

　そう少年は応えて、体を起こそうとした。だが、苦痛に顔を歪ゆがめ、左肩を押おさえる。慌あわてて二人は両わきから支えた。アインが諭さとすように、

「骨が折れてるかもしれないんだ。医者を呼んでるから安静にしてな」

「はい。お世話になります」

　警けい戒かい心しんのまったくない無む邪じや気きな笑顔と、聞きなれない礼儀正しい言葉に、エイランは毒気を抜かれた。そして、一いつ瞬しゆんで判断する。こいつは放っておけば、悪質な売人に捕つかまり、骨の髄ずいまでしゃぶられて捨てられるタイプだ。お人好しで世間知らず。しかも恐いもの知らずで、自分を過信しているガキ。こういうのは始末に悪い。

　兄に拾われたのは最大の幸運だったのだと、エイランは呆あきれながら少年を凝ぎよう視しした。

「俺はアイン、駆かけ出しの象ぞう牙げ細ざい工く職人だ。こっちは妹のエイラン。奴ど隷れい売人だよ」

「え……じゃあ、ここはソゾン市ですか」

　目を円くして驚く少年に、アインは頷うなずいてみせる。

　貿易都市ソゾン。ここでいちばんの目玉商品といえば、人間、すなわち奴隷である。此こ処こ彼処かしこから集められた人間が、月に何百という単位で売られ、買われていく。むろん、人身売買を非道と禁じる国家も多々あるが、そこでは「小作人」もしくは「低賃金労働者」と名を変えた奴隷がいるだけだ。ソゾンの奴隷市場は、世界的に認められた取引所だった。だから、異邦の少年が奴隷売人と聞いて、ソゾン市に自分がいるのだと判わかることは、ごく当然のことだった。

　だが、少年の驚きは、単に自分がソゾンにいるということだけではなかったようだ。

「助けてください！」

　そう訴うつたえて、少年はエイランにしがみついた。突然のことに彼女は面食らって、おたおたと彼と兄を交互に見るが、アインは首を傾かしげるだけだった。少年は自分の肩が痛むのも気にせず、必死の形相を向けている。ますます当とう惑わくしたエイランは、情けない声でアインに救いを求めた。

「に、兄さあん、助けてよう」

「どうしたんだ、急に。ほら、安静にしてな」

　自分のペースをまったく崩くずさず、アインは妹にしがみつく少年を宥なだめる。それから、

「一体どうしたんだい。よかったら話してごらん、力になれるかもしれない」

「兄さん、安やす請うけ合あいはしないで！」

　兄の言葉に仰ぎよう天てんしてエイランは遮さえぎった。いかにも問題を抱かかえているような人間の悩みなど聞いて、とんでもないことを押しつけられたらどうするというのだ。自分は元から裏うら稼か業ぎようで貧民層にいるからいい。だが、表の人間である兄さんは、やばいことなんかできないし、してはいけないんだ。そうエイランは焦あせった。

　アインは小さいころから手先が器用で、それを見み初そめられて象ぞう牙げ細ざい工く師しの下に弟子入りした。裏の世界から表の世界へ、ちょっとした立身伝を持つ彼は、エイランにとって自慢の兄だった。将来だって約束されている。見ず知らずの子供のためにそれを捨てさせるわけにはいかなかった。

　剣けん吞のんな目つきで睨にらむエイランを、アインは一いち瞥べつして制する。少年は、取り乱したことを恥はじることで落ちついたらしく、おもむろに話しだした。

「すみません、名乗るのが遅おくれました。ぼくはケムルの唯ゆい一いつの部族、ケムル族族長モナの長男でシーフォと言います。今年で十四になります」

「ケムル？　聞いたことない土地だな」

「ええ、とても小さな島ですから。メラミ諸島の、アンゴリアン大島の側にあります」

「メラミ諸島だってえ？」

　頓とん狂きような声を上げたのはエイランだった。メラミ諸島、それはソゾン市から南東に船で十日ばかりいったころに見えてくる、大小二十余の島からなる南洋の世界である。それぞれの島に住民がおり、彼らは概がいして戦せん闘とう民族で、絶えず他部族との戦争を繰くり広げているとの噂うわさだった。ソゾンは彼らとも交易していて、港に行けばその船を見ることができる。だから、その民族的特徴はアインもエイランも重々承知していた。

　島国であるため、身体的特徴ははっきりとしている。彼らは典型的な南洋系の体たい軀くをしており、骨太で背は低く、顔は押おし潰つぶれているかのように平坦で、黄色をベースとした浅黒い肌はだをしている。髪かみは黒の剛ごう毛もう、間ま違ちがっても草原色の瞳ひとみなんか持っていない。どこをどう見ても、この少年がメラミ諸島の人間であるとは思えなかった。

　でたらめを言うなと怒ど鳴なりつけようとして、エイランは少年が耳みみ慣なれた、大陸沿海語を喋しやべっているのに気がついた。メラミの人間も同じ言語を使う。だが、内陸の方では違う言葉を使っているのだ──

　エイランの当とう惑わくを代弁して、アインが尋たずねた。

「その、ケムルにはきみと同じような人間はいるのか」

「いいえ、ぼくはみんなから、おっとり坊だ、勇ゆう猛もう果か敢かんなケムルの子供じゃないって、よく怒られます。だから、ケムルの人間は本当はもっと精せい悍かんで、凛り々りしくて、逞たくましくて」

「そうじゃなくて、あんたみたいな金きん髪ぱつで白い肌の人間はほかにいるかって話だよっ」

　なにやら勘かん違ちがいしている少年──シーフォに、苛いら立だってエイランは言い放つ。すると、彼はぽんと手を叩たたいて、

「ああ、そのことですか。アンゴリアンの奴やつらにも聞かれました。ええ、ケムルではぼくだけです。ここに来る途と中ちゆうで、初めて同じ髪の色の人を見て、びっくりしました。いるところにはいるんですね、こういう変な色の髪の人種って」

　屈くつ託たくない明るい調子でシーフォは答える。アインとエイランは再び顔を見合わせた。

「じゃあ、どうして……」

「ぼく、海神さまの取り替えっ子だそうです」

　少年のなんの疑ぎ惑わくも持たない、はっきりした物言いに、エイランは不覚にも胸を突つかれた。それは、どう考えても拾い子だ。幻いころ、なんらかの事情で海に捨てられ、漂ひよう流りゆうしていたところをケムル族の族長に拾われた。実の子として育てられ、そして、なにも疑わず今日まで生きてきたに違いない。

（いろいろとあったんだろうな）

　島の人間は閉へい鎖さ的だと聞く。異い端たんがすんなり受け入れられたとは思えない。海神の取り替えっ子だと称され、大切にされていたとしてもだ。自分が周りと違うということに当とう惑わくし、おののいたこともあるだろう。

　はっきり言って、エイランは人情話やお涙ちょうだい話に弱かった。だが、弱いだけでは奴ど隷れい売人なんかやっていけない。少年に同情しかけるのを自制して、話の続きを促す。

「それで、メラミの人間がなんでソゾンなんかに来たんだ」

「来たというか、漂ひよう着ちやくしたんです。あれは、先の新月の日のことでした。ぼくの部族では月に一度、新生の意味をこめて力を封ふうじる、ハレの日があります。祭司さまのお籠こもりにあわせて、すべての武器が聖せい櫃ひつに納め清められるんです」

「そこを敵につかれたらおしまいじゃない」

「ええ。メラミではほかの島でも、新月の日は特別な儀ぎ式しきが行われ、その日に戦せん闘とうはタブーとされてきました。それを、あの卑劣なアンゴリアン族はタブーを犯して、襲しゆう撃げきしてきたんです。同じ海神さまの子として、許しがたい行為です」

　握にぎりしめるシーフォの拳こぶしが震ふるえている。エイランにしてみれば、そんなタブーがいつまでも通用するなんて考える方が愚おろかなんだ、といったところだが、口にするべき言葉ではなかった。それが異文化への礼儀というものだ。

「ぼくたちはなす術なく、奴らに捕つかまりました。族長である父と母はその場で断首されました。残ったぼくたちは、いったんアンゴリアン本島に連れていかれ、ソゾンで奴ど隷れいとして売られる予定でした。その航海の途と中ちゆう、嵐がきたんです」

「四日前の台風かな。船は沈没したのかい」

「いいえ。でも、酒さか樽だるが倒れ、大おお騒さわぎになりました」

「アンゴリアンの奴らは酒吞のみだからねえ」

　ふむふむと納なつ得とくするエイラン。

「それで、ぼく一人、運よく海に投げだされ、樽に摑つかまって漂流していたんですけれど、力つきて」

「そこを俺たちの船が通りかかって拾ったというわけだ」

　アインが口をはさむ。象ぞう牙げ細ざい工く職人である彼は、親方とともに商品をさばきに方々へ出かけている。先日まで南方のキンダガテン王国に赴おもむいていたのだが、その帰路と、メラミ諸島からソゾンへの航路とは重なる部分があった。

「ぼくは一人助かりました。でも、みんなは今にも売られてしまう。父が死んだ今、ぼくが族長なんです。みんなを助けなければ。だから、お願いします、ケムルの人間を売らないでください！」

　懸命な目でシーフォはエイランに訴えた。彼女はえらく狼ろう狽ばいしながら、しどろもどろと、

「ちょ、ちょっと待ってよ。あたしは、そりゃあ奴隷売人だけれど、個人の、娼しよう婦ふ奴隷専門なんだ。要するに、ケムルの人間は戦争奴隷なんだろう。戦争奴隷は一度に大人数の人間が動くから、大手の、大商人の奴らが担当するんだ。あたしにはどうにもできないよ」

　ソゾンの奴隷市場は二つの部門に分かれている。一般奴隷部門と娼婦奴隷及び闘とう士し奴隷部門だ。前者で扱あつかわれる人間は、いわゆる奴隷で、主に戦争によって獲た戦利品として売られ、農奴や歩兵、下働きなどの用途のために買われていく。多くの人間が十じつ把ぱ一ひと絡からげに売買されるので、それに対応できる大商人が仲買人として存在するのだ。

　一方、後者で扱あつかわれる娼しよう婦ふ奴ど隷れいとは、生活に困って娘むすめや息子、あるいは自分自身を売り、娼婦として遊ゆう廓かくや貴族の館やかたに買われていく者たちのことを指す。奉公にでるより金回りのいい娼婦奴隷だが、不ふ慣なれな者がじかに遊廓へ身を売ると、とんでもない証文を書かされ、死ぬまで出れなくなってしまうということがよくある。そこへいくと、手数料はかかるが売人を仲介して遊廓に入れば、期日はちゃんと決めることができるし、条件のいい方を選べるので、安心なのだ。契約を履り行こうすると、彼女たちは売人の元へ帰り、再び市場で売りに出る。遊廓で磨みがかれた体はさらによい条件で買われる。このシステムが奴隷市場を活気づかせ、また、エイランたち小売商の生活を守ってきた。何人か囲いの娘たちがいれば、ワンサイクルが終わるたび、手数料が定期的に入ってくるのである。むろん、売人を途と中ちゆうで変えるのはかまわないのだから、そこら辺は売人の腕の見せどころというわけだ。幸いにエイランには、養父の代からのお得意もいるし、アイン目当てにほとんどの売り手が戻ってきていた。それに、強つよ気きだが、彼女は性しよう根ねはいい娘なのだ。

　もう一つの闘とう士し奴隷とは、戦争奴隷の中でも体格のいい奴、及び自ら力を誇ほこる人間が雇い手を求めて、売人を仲介に市場に出る者のことを指す。エイランの幼なじみパケンなどはこちらを専門に扱っている。

　だから、商人ではなく売人と呼ばれるエイランには、違う部門の、格と質の違う奴隷商人の商品を、どうこうできる力なんてまったくなかったのだ。

　エイランの必死の弁明を聞いて、興こう奮ふんしていたシーフォはがっくりとうなだれた。ここのシステムは理解しづらい。売人だったらどうにかなるだろうと期待を持った分、彼の落ち込みは激しかった。年下の少年──実際のところ、一年も違わないのだが、世間知らずのところなどまるで三つも四つも年下のような気がするのだ──をいじめてしまったと、エイランはちくちく胸が痛んだ。今まで、どれほど哀れな身の上話を聞いてきたか分からない。娼しよう婦ふ奴隷は必ず悲しい過去を背負っているものだ。でも、商品に情けをかけるべからずという売人の第一条に従って、彼女は自制してきた。だが、この目の前の少年だけは、どうしても私情が消えてくれない。

（この子には引きつけられる）

「分かりました。無理言ってすみません」

　しばらく沈黙していたシーフォが再び顔を上げたとき、そのおもてには晴れやかな笑顔が浮うかんでいた。その変わりように、ぽかんとエイランがしていると、少年は立ち上がり、

「どうもお世話になりました。後日改めてお礼にまいります」

　そう言って家を出ていこうとする。エイランは慌あわてて、

「後日って、おい、どこ行くんだよ」

「港と奴ど隷れい市場です。仲間がもう到着しているかもしれませんから」

　その返事にエイランは悟った。この世間知らずな少年は、たった一人で自分の部族の者を助けだそうとしているのだ。勇気あふれたというか、無む謀ぼうというか。あまりのことに呆あきれて二の句がつげないエイランを一いち瞥べつして、ずっと腕を組んで黙だまっていたアインが、

「まあ、待て。どうせなら一人より二人の方がいいだろ」

「兄さん!?」

　驚きよう愕がくの声を上げるエイランを押しとどめ、アインは立ち上がってシーフォの傍かたわらに並んだ。そして、

「俺が拾ったんだ。ま、これもなにかの縁だな、手伝ってやるよ」

「本当ですか？」

　目を輝かがやかせてアインを見つめるシーフォ。だが、エイランは冗じよう談だんではなかった。

（兄さんのお人好し！）

（やめて、やめてーっ。兄さんだけはまっとーな道を進んでよ！）

（兄さん、危険なことしないで）

　海で拾っただけで、そんな危険なことを手伝う義理はないだろう。むしろ、助けてもらって感謝すべきだ、こんな貧びん乏ぼう籤くじを引かせるなんて、なんて礼儀知らずな。エイランの憤いきどおりはすべて兄の将来保護へとつながった。大好きな兄、自慢の兄。危険をわざわざ招く必要なんてないのに。

　どうやって思いとどまらせようか必死に考えて、エイランの頭はパニック状態に陥おちいった。彼女はアインの性格を熟知している。いったん言いだしたら梃て子こでも動かない。手伝うと言ったら手伝う。ケムルの人間を救出するまで手を引こうとはしないだろう。どうしたら、その輝かしい未来を失わせずにすむものか。自分はどうなってもいいから、兄さんだけは明るい表の道を……

（あたしはどうなってもいいから）

　こうなったら、手は一つしかない。

「ま、待った！　兄さんの代わりにあたしが手伝う！」

「エイラン」

　きょとんとした面もちで妹をアインは見つめる。顔を紅潮させて興こう奮ふん気味なのは、一体なぜだろうと訝いぶかっているようだ。すべては自分のせいだとも気づかないで。

「あなたも手伝ってくれるんですか。見ず知らずのぼくなんかのために、本当にありがとうございます！」

　喜き色しよく満まん面めんでシーフォがエイランの手を握にぎりしめた。そこで混乱からはたと我に帰った彼女だが、まさか勢いで口から出ただけともいまさら言えなかった。

　自分の方がもっとやばいのだ。他人の商品を逃にがしたなんてことがばれたら、二度と市場には入れないし、最悪の場合にはソゾンにいられなくなってしまう。彼女は売人なのだ。

　それでも、自分がどうなろうと兄の立場だけは守らなくては──その思いがシーフォの手を振ふりほどかせなかった。それに、シーフォのエイランを見つめる目といったら、まるで子犬のようにひたむきで、全信頼を彼女に向けているのだ。

　エイランは犬は嫌きらいではなかった。

　しばらく唸うなった挙あげ句、ついに投げやりな口く調ちようで、

「あ……あー、あーっ、もう、分かったよ、分かった。手伝ってやるよ。このエイランさまに任せとけってんだ。その代わり、兄さんは絶対表立って騒さわがないでよ。いいね」

　きっちりと釘くぎを刺さす。アインがなにか言いかけるのを、今度は自分が制して、

「この子はあたしが預あずかったから、心配は無用。ほら、兄さんは工場に戻もどった戻った」

「二人とも、ありがとうございます。あなたたちにエルヴィラのご加護がありますように」

　事態の深刻さをほとんど理解していないだろう少年は、手を組み満面の笑顔でそう言った。その底意ない笑顔を見ていると、まあ、しかたないな、という気分になってくるエイランだった。彼女はここまで慕したわれたことはなかったし、信しん頼らいされるということが心地よいことも知らなかったのだ。

　一度加か担たんすると決めると、この子の力になってやらねば、という自負が湧わいてくる。こんなお人好しでまぬけな子供、一人にしておくなんてできやしない。兄はどこか抜けているから、自分が頑がん張ばらなくては。

　そこまで考えて、目の前に立つ二人がどこか似ているような、と訝いぶかるエイランだった。

「ほう、メラミ諸島の人間がエルヴィラを信仰しているとは知らなかった」

　それは第三の声だった。突然湧いた声にぎょっとして、エイランは戸口を振ふり返った。

　そこにボロキレがいた。埃ほこりがかって白くなった黒い布が、戸口にもたれ掛かってこちらを見ている。

「海神イアーナの信仰は知っているが、吾わが輩はいの記き憶おくするところによれば、エルヴィラは忘れ去られているはず……」

「ハービル、遅おそかったな」

　アインが吞のん気きに声をかけたが、ハービルと呼ばれたボロキレをまとった青年は、そのままあんぐりと口を開け、シーフォを凝ぎよう視しした。そして、ひどくうろたえた声色で、

「フェシアか……？」

　家の中の三人は顔を見合わせた。







　　　　２




　海原は碧あおく、強い光を反射した南洋独特のきらめきを持っていた。規則的な波が眼下でうねり、船を単調なリズムで揺ゆらしている。船体が海水をかき分けるたびに白い泡あわが生じ、後方へ流れていった。水平線は真一文字に引かれ、初夏の空にわき起こる白い入道雲と海を隔へだてている。見る間に成長し、形成されていく積せき乱らん雲うんの上に、蒼そう穹きゆうが広がっていた。鮮あざやかな空色だ。その広大さに圧あつ倒とうされる。海さえも迫せまり吞のみこんでしまいそうなほど、空は巨大で、とりとめがない。

　かもめが入道雲の中に消えた。この巨大な空を飛ひ翔しようできるのは奴らだけだ。鳥たちは空の支配者なのだろうか。たかだか鳥のくせに。

　しかし、少年は今、たかが鳥を羨うらやんでいた。あの自由な飛翔に憧あこがれてやまなかった。

　サジリはぼんやりと、はるか彼方かなたに見えるかもめの連なりを眺ながめていた。黒い瞳ひとみ、硬かたい巻毛の髪かみ、浅黒い肌はだ──典型的な南洋の少年である。顔の中心に目鼻口がくしゃっと集まっているところが愛あい敬きようあると言えなくもない。どことなく賢かしこそうな顔立ちではある。だが、それだけだ。彼はごく普ふ通つうの、すれ違っても記き憶おくするほどもない、平凡な子供だった。ただ、彼の父親はメラミ諸島の小さな島に生きるケムル族の長おさであり、先の新月のさいに妻もろとも首を切られたということ、そして、少年自身は一族の者たちとともに戦争奴ど隷れいとして、大陸のソゾン市に売られにいく途と中ちゆうであること、それが変わっていた。

　十三歳の少年は、族長の血を引く者として、奴隷たちが反乱を企たくらまぬよう、一人、隔かく離りされた部へ屋やを当てがわれていた。仲間は船せん倉そうの漕こぎ場で、鞭むち打うたれながら船を進めているのだ。彼だけがぽつねんと、この狭せまい部屋に押おし込こまれている。

　いや、始めは彼だけではなかった。もう一人の長おさの息子、サジリの兄が一いつ緒しよだった。だが、ケムルからアンゴリアン島に向かう途中の嵐あらしで、愚かにも甲かん板ぱんから転落、そのまま行方ゆくえを消した。島の人間は泳ぎが得意だ。だが、あの激流では助かるはずがない。それでなくても、少年の兄はおっとりとして、平常から見ていて危っかしかったのだ。あっというまに溺おぼれて、さほど苦しまずに逝いったことだろう。

（兄は死んでしまった）

（海神の取り替えっ子は母なる海へと還かえったのだ）

　人とは違った。同じ父母の血を引いているとは思わなかった。吞のん気きな性格で、戦いの民ケムルの男としては失格だったが、彼がいるとその場が和なごみ、明るくなった。皆は自分たちには海神の加護と太陽の恩恵が与えられていると信じた。燦さん然ぜんと輝かがやく黄金の髪、島のどの女よりも整った容よう貌ぼう、宝石のような瞳。誰だれもが彼を愛し、大切にした。決して強くもない少年を、奉たてまつるように愛した。

　サジリは兄が好きだった。人とは違うものを持つ兄。この小さな島にはないものを持つ兄。それは自慢であり、憧れであり、羨せん望ぼうで、そして、嫉しつ妬とでもあった。

　兄が族長になっても村を守ってはいけない。族長にふさわしいのは強く、逞たくましく、猛たけ々だけしい男なのだ。そう思っていた。だからといって、サジリが自分こそその地位に適していると考えていたわけではない。子供特有の、先のことは考えるのだが、先の先のことまでには至らない思考回路のもとでの思いだった。

　その兄が死んだ。数日、サジリは茫ぼう然ぜん自失のていでいた。神の子は消えた。そして、自分が取り残された。どうすればいいのだろう。それさえも考えられず、少年はただ格こう子しのある窓から、外の光景を眺ながめるしかなかったのだ。

　そして、ソゾン市に向かっている。あと三日もすれば到着する。自分たちは売られ、ばらばらになり、二度と懐なつかしい村へ帰ることはできなくなるのだ。アンゴリアン族が大勢の捕ほ虜りよを抱かかえられるほど豊かであったなら、メラミ諸島を出ることはなかったのに。そうすれば、ばらばらになることだけはなかったのに。

　ぼんやりと、悔くやんでも詮せんなきことを考えていたとき、部へ屋やの扉とびらが叩たたかれた。我に返ったサジリが返答すると、鍵かぎを外す音がして、女が食事の盆ぼんを片手にするりと入ってきた。

「おはよう、サジリ。今日もいい天気ね」

　女の名はドゥルガーといった。年の頃ころは二十代前半、船長の愛人だ。豊かな黒くろ髪かみを細かな三みつ編あみにして、一つにまとめて高く結い上げている。透すけそうなほど薄うすい服の下で、なにかの油を塗ぬったのか、黒い肌はだは漆うるしのような光こう沢たくを放っていた。大きい目、厚めの唇くちびる、彫ほりの深い顔は、彼女が南の大陸の出身であることを表している。島の女しかサジリは知らなかったが、かなりの美人であろう。豊満な胸が揺ゆれるグラマーな肢し体たいに、装そう飾しよく品ひんを驚おどろくほどつけている。黄金の首くび飾かざり、真しん珠じゆの指輪、銀のブレスレット、珊さん瑚ごの足輪、海かい泡ほう石せきやアメジスト、オパールの玉をつないだ腰こし紐ひも──売れば十年は遊んで暮らせそうだ。そして、それらの宝石の輝かがやきに負けず、当人も男たちを釘くぎづけにした。彼女は美しく、娼しよう婦ふ独特の妖あやしい媚び態たいの持ち主だった。

　運うん搬ぱん船せん唯ゆい一いつの女は、サジリが死んだ弟に似ていると、特別な許しを得て少年の世話をしてくれた。こんな事態であるし、サジリも優しく親切にされ、彼女に心を開き、ほんとうの姉のように慕したっていた。

「また、外を見てたのね。なにか、楽しい？」

　艶なまめかしい声でドゥルガーは言い、スープと薄パンと水を乗せた盆を床ゆかに置いた。サジリはそれには答えなかったが、彼女を一いち瞥べつし、慌あわてて駆かけ寄った。

「ドーラ！　どうしたんだい、その傷！」

　サジリが声をあげると、ドゥルガーははっとして、腫はれあがった左目を隠かくした。気まずそうに横を向いて黙りこむ。でも、サジリには分かっていた。

「また、あいつだね！　女に手を上げるなんて、なんて奴やつだ！」

「予定が遅おくれて不ふ機き嫌げんなのよ」

　美しい顔を歪ゆがめてドゥルガーは言った。あいつとは、むろん船長のことである。サジリは憤ふん慨がいに顔を真っ赤にして、

「どうしてあいつの気分であなたがぶたれなくちゃならないんだ、酷ひどいじゃないか！」

「私はあいつにとって、奴ど隷れいと同じなのよ」

　サジリの憤慨に同調して、ドゥルガーは言い放った。彼女もまた、この船の中では虜りよ囚しゆうだった。遠い国の娼しよう館かんで、ただ同然で買われた。誇ほこり高い高級娼しよう婦ふだったというのに、金銀に目の眩くらんだ女ぜ衒げんの手引で奴らにさらわれたのだ。

「むりやり船に乗せておきながら。私は人間なのよ！　奴隷じゃない、人形じゃない！」

　声を上げるドゥルガーの拳こぶしが、わなわなと震ふるえている。サジリは強く何度も頷うなずいた。そうだ、奴隷なんて真っ平だ。鞭むちで打たれ、死ぬまで働かされるなんてごめんだ。

　鳥になりたい。自由な鳥に。

「……水をくれないかしら。もう一度汲くんでくるから」

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、ひどく疲つかれた様子でドゥルガーは言った。サジリが頷うなずくと、彼女は壺つぼの水を一気に吞のみ干ほした。首筋を伝う水滴が、ひどく艶なまめかしく見え、サジリは居心地の悪い思いに駆られる。

　はあ、と、ため息ともなにともつかない息を吐つくドゥルガー。どうやら一時の興こう奮ふんは過ぎ去ったようだ。そして、もじもじしている少年を見て、くすりと笑った。その笑みにさえどぎまぎしてしまって、サジリは下を向いた。

「ねえ、サジリ」

　ドゥルガーの腕うでが伸び、少年の肩かたを抱いたまま床ゆかに座る。ひきしまった体がわき腹に密着して、サジリは思わず逃にげだそうとしたが、彼女は許さなかった。赤いマニキュアを塗ぬった長い爪つめで、彼の首筋をくすぐり、そして、

「ねえ、サジリ。あなた、逃げたくない？」

　誘ゆう惑わくの、甘い艶つややかな声。じっとりと全身が緊きん張ちように汗ばむのを感じながら、サジリは驚おどろいて聞き返した。

「に、逃げる？」

「そう。あの船長の鼻をあかしてやるのよ」

「で、でも、どうやって……」

「船はあと三日もすれば、ソゾン市に着くわ。そうしたら、あなたたちは奴ど隷れい市場に連れていかれ、奴隷商人に引き渡される。いっぺんにじゃない、半分ずつ、二日に分けて。でも、同時に船の見張りは三分の一に減るの。戦力は五分五分、いいえ、あなたたちなら勝てるわ。圧あつ倒とう的勝利よ。だから、そのとき」

「で、でも、連れていかれた者たちは……」

「あなたたちが逃げたあと、助けにいけばいいわ。私が彼らと連れん絡らくをする。成功するわ、必ず。あなたは族長としての権利を奪だつ回かいしたいでしょう？」

「ぼくが、族長？」

　思いもよらなかった言葉に、ぽかんとなってサジリは尋たずねた。たしかに、兄の死んだ今、自分が族長を継つぐ立場にいるのだ。いまさら気づいて、サジリは呆ぼう然ぜんとした。そこへ、

「そうよ、あなたが族長よ」

　ドゥルガーの暗示のような声が脳のう髄ずいを痺しびれさせる。すでにサジリは、彼女の漂ただよわせる大人の女の芳ほう醇じゆんな香りに陶とう酔すいしていた。茫ぼう洋ようたる面もちで、族長、その言葉を繰くり返す。

　ドゥルガーはサジリの兄のことを知らない。もし、これが彼だったなら、そんな無む鉄てつ砲ぽうな話を持ちかけただろうか。だめでもともと、子供なら自分を裏切らないだろうし、簡単に騙だまし扱いやすい──そんな思いが彼女にないと言い切れるだろうか。

　だが、サジリは十三のごく平凡な子供で、慕したう年上の女の暗い企たくらみに気づくすべさえ知らなかった。

「そうよ、サジリ、あなたは族長なのよ。奴ど隷れいになる屈くつ辱じよくを黙だまって受けることはない……」

　ドゥルガーはその唇くちびるを、自分より十も年下の少年の耳に押おしつけた。囁ささやきは針はりのように脳に突つき刺ささり、じわじわと侵おかしていった。

「ぼくが……族長……」

　ゆるゆると、ドゥルガーの長い手がサジリの足に伸のびていく。

　甲かん板ぱんで、野太い怒ど号ごうが響ひびいていた。




　さて、身内と一いち族ぞく郎ろう党とうに死んだと思われている当人、シーフォは、そんなことは露つゆ知らず、えらく上じよう機き嫌げんでいた。海で助けられ、介かい抱ほうしてくれた上に、仲間を助ける手伝いまでしてくれるという、ひじょうに親切な人たちと巡り会えたのだ。これが嬉うれしくなくてどうしろという。これも守しゆ護ご神しんエルヴィラのおかげ、ありがたいことである。

　シーフォは行ぎよう儀ぎよく座って、にこにこと無む邪じや気きに喜んでいた。そして、その親切な人たちは、と言えば、

「ていやーっ！」

「うわわっ」

　エイランの蹴けりが炸さく裂れつし、ボロキレは転がって、石いし畳だたみにしたたか腰こしを打ちつける。アインはその乱らん闘とうを気にもかけず、茶を淹いれる準備をしていた。

「な、なにをする、エイラン」

「うるさいっ。ボロキレの分ぶん際ざいであたしの家に入るんじゃねーよ！」

　顔をしかめ腰をさすりながら非難するハービルに、目を三角にしてエイランは言い放つ。ボロキレ。たしかに、彼はそう言われてもしかたがない格かつ好こうだった。もとは黒であったのだろう、埃ほこりにまみれ擦すり切れた灰色のマントをまとい、だらしないつっかけを履はいている。髪はぼさぼさで、うっとおしく顔半分を隠かくし、瘦やせた体も頰ほおも、お世辞にも健康的と言えず、全体的に鬱うつ陶とうしい雰ふん囲い気きがあった。当人もそれを気にしてなく、いや、それがポリシーだと主張せんばかりにいる。それがハービル、アインの悪友の姿であった。

　エイランは彼を毛け嫌ぎらいしている。小こ汚ぎたない格好が多感な少女の癇かんに触さわり、また、兄を悪の道に引きずりこむのではないかと、心配でたまらないのだ。よって、突とつ然ぜん現れて、図々しくも家の中に入ろうとした彼を、口より早く足が出、蹴り飛ばしたという次第だった。

「アイン、アイン！　おぬしの妹が吾わが輩はいを中に入れんぞっ」

「兄さん、医者を呼んだんじゃないの！」

　同時にアインに向かって声を上げる。当のアインは、湯を沸わかしながら悠ゆう然ぜんと、

「ああ、医者が見つからなかったんだ。エイラン、中に入れてやってくれ」

「やだよ、こんな奴やつ！」

　エイランは不満を鳴らすが、兄の言うことには従う。仏ぶつ頂ちよう面づらで戸口からどくと、ハービルは勝ち誇ほこった笑みを口元に浮かべ、中に入った。それから興きよう味み津しん々しんのていでシーフォを見おろし、

「さて、と。これが拾いものかな。元気そうじゃないか」

「肩かたの骨が折れてるかもしれないんだ。早く看みなっ」

　しげしげと凝ぎよう視しするハービルに、エイランはどやしつけた。すると、青年は前まえ髪がみの向こうで眉まゆをひそめ、

「骨折？　そりゃ、吾が輩の手に負えんな」

「じゃ、とっとと出てけ！」

　再びエイランが蹴けりつけようとしたので、慌あわててハービルは跳とびのき、それでもシーフォから目を離はなそうとしなかった。

「まあ、落ちつけ。おっしょさんならできるだろう。なんなら連れてくが」

「そうだな、老師の方がいい」

　賛同したのはアインだった。エイランはますます不ふ機き嫌げんになって、憮ぶ然ぜんと、

「なんで、そんなとこに行かなくちゃなんないのさ」

「ハービル、おまえ、フェシアがどうのとさっき言ってたな」

　妹の声を無視して、アインはシーフォを一いち瞥べつして尋たずねる。青年は神しん妙みような面もちで頷うなずいた。

「いやはや、この少年がうちにあるフェシア像にあまりにも似ていたものでな。メラミの人間だっていうのにエルヴィラを信仰していることといい、みごとな金きん髪ぱつといい、緑の目といい、なにからなにまで符ふ合ごうしている」

「あんた、ずっと立ち聞きしてたんだな！」

　ふむふむと一人頷くハービルの背中を、少女は蹴りつけた。その場で尻しりもちをつく青年を、きょとんとした顔でシーフォは見る。そして、吞のん気きな調子で、

「あのー、エルヴィラがどうかしましたか？」

「あるある。海神イアーナの信仰はおぬしの故郷にはなかったか」

「イアーナはメラミ諸島全域で奉まつられています。エルヴィラは特別です。祖父が海神の取り替えっ子であるぼくの守しゆ護ご神しんだと言ってました」

　うずくまったまま意気込んで尋たずねるハービルに、少年はなんの警けい戒かい心しんもなく答えた。親切な人たちの友人は親切な人である。そう考えている。

　シーフォの答えを聞くと、ハービルはしてやったりという表情になった。

「やはり、フェシアは水から還かえってくるのだ。吾が輩たちの説はあっていたのだな」

「なんだ、それ」

　アインが面白そうに聞く。ハービルは得意満面で、すっくと立ち上がると、

「この少年がフェシアの血を引く者、ということだ。転生した当人かもしれんぞ」

「フェシアって、目に見える神々、アミュールのか？」

「あんた、誇こ大だい妄もう想そう癖へきがあるんじゃん」

　嘲ちよう笑しようするエイランに、むっとハービルは口を曲げると、

「なら、おっしょさんに聞くがいい。フェシアは復活する。そして、アミュールは再びこの世に戻もどってくるのだ。その予言は確かなのだと」

「上等じゃない。ふん、そんなことばかり言ってるから、あんたたちは異い端たんなんだよ。ここがソゾンじゃなかったら、異端尋じん問もんにかかって逆さかさ磔はりつけもいいとこだね」

　エイランがせせら笑う。シーフォは幾いく度どもまばたいたが、なんの悪さをされる様子もないので、大人おとなしく話を聞いていた。

「よし、じゃあ場所を変えるか」

　犬けん猿えんの仲である妹と友人の争いなどみじんも気に止めず、アインはそう言うと、麻あさ袋ぶくろのように軽々とシーフォを担かつぎあげた。反目していた二人はぎょっとし、当人は肩かたの上でぽかんとしている。

「に、兄さん、物じゃないんだから」

「運びやすいからいいんだよ。なあ、シーフォ」

　そんなとんでもないことを言われて、あたふたするかと思いきや、シーフォはにっこりと笑い、平然と答えた。

「はい、けっこうです」

「んじゃ、老師のところに移動するぞ。エイラン、湯と茶を持ってこい」

　そうして、悠ゆう然ぜんと家を出ていくアイン。その後をハービルもついていく。啞あ然ぜんとエイランは立ち尽つくしていたが、

（あ、あの二人、似ている）

　どうりでシーフォを強く突つき放せなかったわけだ。目の離せないところが似ているだなんて。少女は頭を抱かかえたくなるのを抑おさえて、慌あわてて三人を追いかけた。




　ハービルの養父の家は裏町でもはずれにある、煉れん瓦が造りのちょっとした館やかただった。しかし、建物自体は老ろう朽きゆう化かし、いつ崩くずれてもおかしくない様相だ。海が近いため、潮しおの匂においが鼻につく。

「……じいさん、なに塗ぬってんだよ」

　怪け訝げんな面もちでエイランが尋たずねる。じいさんと呼ばれた黒人の老師は、なにやら白い粉を水で練ったものをシーフォの肩かたに塗りながら、一言、

「メリケン粉」

「……え？」

　思いもよらない、まのぬけた答えが返ってきたのに、エイラン兄妹とハービルは顔を見合わせた。それから、少女は頰ほおを紅潮させて、

「な、なんだよ、それっ。あたしたちをばかにしてんのか？」

　うねうねと長い白はく髪はつに偏へん屈くつを絵に描いたような容よう貌ぼうの老人は、しかしながら、小こ娘むすめの怒ど号ごうに動じる様子もなく、反対に、

「かーっ！」

「ひゃあっ」

　小こ柄がらな年寄りとは思えぬ張りのある声で一いつ喝かつされ、エイランとハービルは転がった。アインはぽりぽり頭をかいて、すぐ側にいたシーフォは耳を押さえ目をぱちくりさせている。老師クジ・クシナは口をとがらすと、嫌けん悪おもあらわに、

「ふん。人がせっかくいい気分で昼寝をしておれば、ばか力がわしの首を絞しめ、黄色い声が騒さわぎ立てる。なにかと思ってみてみれば、この、未み熟じゆく者ものーっ！」

　最後の叱しつ責せきはハービルに向けられたものだった。思わず青年はあとずさる。

「なーにが骨折じゃ、一体おまえはわしのもとでなにを習っておった。これはただの打だ撲ぼくよ。大方、調べもせんうちに決めこんだんじゃろうて。愚おろか者めが」

「し、しかし、おっしょさん、吾わが輩はいは……」

「問答無用！」

　老師の叱しつ咤たに、雷かみなりに撃うたれたように尻しりもちをつくハービルだった。それを横目で見て、ざまーみろとエイランは笑った。

　それから黙もく々もくと老人はメリケン粉を塗ぬり、その上に布を置いて包帯で固定した。

「ほれ、二、三日で痛みもひこう」

「ありがとうございます」

　にっこりと微笑ほほえんでシーフォは礼を言う。すると、老人の細い目がさらに細くなった。ことの経緯いきさつはすでに話してある。頭から爪つま先さきまで無ぶ遠えん慮りよにねめつけ、言うには、

「それで、おぬしらはわしになにが聞きたいと言ったかの」

「シーフォがフェシアの生まれ変わりだってこいつが言った根こん拠きよだ、老師」

　ハービルを顎あごで指しながらアインが答える。口く調ちようが慇いん懃ぎんでないところが、この男らしかった。老人も彼の気き性しようは承知しているようだ。

　ハービルの養父であるクジ・クシナは、ここで私し塾じゆくを開いている。役にたつ学問を教えているわけではないので、知名度は高くなく、市からも異い端たん視しされているが。

　その、役にたたない学問とは、歴史、しかも、異文化の神話歴史であった。

「フェシアの転生はあちこちの予言書で書かれておるわ。最後のアミュールの転生とともに、新たなるアミュールの時代、新アミュール・トルスは訪おとずれる」

　老師は難むずかしい顔を作って語る。エイランはばかにしきった面もちで、アインは腕うでを組んで聞いていた。シーフォはちょっと困ったような顔つきになって、そして、

「あのう、お話し中悪いんですけど、アミュールってなんですか」

「なんじゃい、そこから始めなきゃならんのか。ハービル」

　老人は苦虫を潰つぶしたような顔になり、面めん倒どうくさいと子弟に役を押しつけた。青年は慌あわてて養父の側に寄り、言葉を引き継つぐ。

「アミュールというのはだな、有史以前に存在した、目に見える神々の名称だ。現あら人ひと神がみという奴やつで、我々よりもずっと寿じゆ命みようも長く、超常の力を持った人々だったそうな。おぬしの知っているイアーナもエルヴィラもアミュールの一人だ」

「イアーナもエルヴィラも人ではありません」

「そーゆーことになってるのだ。まあ、聞け。アミュールは何千年も昔に繁はん栄えいした種族で、南のパートリア大陸全土、北はこのレムダリア河の手前まで制せい覇はしていたのだ。彼らは太陽神ラー・カレディアを王にいただく太陽神国をうちたて、歴史上最大の帝国を築きずいたわけだな。むろん、盛じよう者しや必ひつ衰すい、諸しよ行ぎよう無む常じよう、太陽神国にも終わりは来る。カレディア王の死後、世界は再び群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎え、そして、アミュール自体もじょじょに姿を消し去ったのだ。ただ、アミュール信仰という形で、現世までその存在は受け継がれている。太陽神信仰が最もポピュラーなものだな。そして、最後のアミュールとして生まれたのが、太陽神ラー・カレディアの末息子、フェリム・フェシアというわけだ。彼は最強のアミュールと謳うたわれた父親に比ひ肩けんするほどの力の持ち主で、父親と対立の末、太陽神国を出しゆつ奔ぽんして北に赴おもむいた。それにつき従ったアミュールは四人、そのうちの一人が水神の名を冠かんしたエルヴィラなのだ。だから、フェシアは水から還かえってくる説は正しい。分かったかな」

　ふふんとえばりくさってハービルは説明するが、一体どこが『だから』なのか、てんで理解できないシーフォだった。エイランが足を伸のばし、ふんぞり返っている青年の尻しりを蹴けりつける。

「なにてめーだけで納なつ得とくしてんだよ。その昔話とシーフォが生まれ変わりだって話はどこでつながるんだ」

「むむっ、早まるでないというに。エルヴィラが開かい闢びやくしたエルヴィラ王国の王家の者は、彼女の血を受け継ついでおる。そして、エルヴィラはフェシアの息子の嫁よめなのだ。だから、フェシアは水から戻もどってくる。ところで、エイラン、なにゆえに吾わが輩はいをそうぽんぽん蹴け飛とばすのだ。そんなことでは嫁にいけんぞ」

「てめえにもらってもらうわけじゃねえんだ、よけいなお世話でいっ」

　そう言って再び蹴るエイラン。そんな二人のいがみ合いを老人は無視し、シーフォに向かって、偏へん屈くつなしわだらけの容よう貌ぼうからは思いもよらない、慈じ愛あいに満ちた微笑を浮うかべた。

「どうじゃ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず、例の肖しよう像ぞう画がを見てみるかの」

「はい、お願いします」

「ふむ、今時珍しい礼れい儀ぎ正しい子だ。おい、ヴェルレ、フェシアの肖像画を持ってこい」

　老人が部へ屋やの奥に呼びかけると、しばらくあって、扉とびら代わりの布がまくれ、一人の青年が神しん妙みような面もちで人ひと丈たけはある板を抱かかえて現れた。それまできゃんきゃんと吠ほえていたエイランが、彼を見るなりぽかんとして、仰ぎよう天てんした声色で、

「ヴェ、ヴェルレ・タゴールっ？」

　名を呼ばれ、同じ長ちよう髪はつでもハービルと違ってきちんと束ねた身ぎれいな、美び貌ぼうの青年は振ふり返った。相手が少女だと知ると、女を悩のう殺さつする妖あやしい微笑を口元に乗せる。エイランも一いつ瞬しゆんにして耳みみ朶たぶまで真っ赤に染そまり、もごもごと口ごもった。

　私し塾じゆくの学生の一人、ヴェルレ・タゴールは、市会議員のケツアル・タゴールの一人息子である。名うてのプレイボーイで、下町に住むエイランでさえその評判は聞くほどの青年貴族だった。たしかに、噂うわさになるのが納なつ得とくいく美貌で、体はすらりと長く、物もの腰ごし優ゆう雅が、気品溢あふれ、そこはかとなく冷れい酷こくな感じがするところが、また女を惹ひきつける材料になる。ここが貴族が出入りするほどの塾であることなんか、エイランはまったく気づかず、ヴェルレを見つめた。

　少女の一変した態度に、いきなり放っぽりだされたハービルは、面白くない表情を作った。だが、老師にせかされ、ヴェルレとともに板を持ち、上うわ掛がけを取り除く。

　そこには、一人の青年が描かれていた。毅き然ぜんと佇たたずむさまは、いかにも肖像画のためのポーズだ。やけに顔立ちがはっきりしていて、それが単なるイコンや神話世界の想そう像ぞう画であるとは思えなかった。絵師はその人物を前にして、これを描きあげたのだ。それに、あまりにも新しい、描いてから数十年とは経たっていないだろう。

「似ているな」

　さしたる感動もなく、アインがそう言った。

「でも、フェシアは何千年も昔の人間だ。偶ぐう然ぜんだろう」

「これは二十年近く昔、さるところで描かれたのを買い求めたものよ。むろん、フェシア当人の顔など、今では誰だれも知っちゃおらん。じゃが、その末まつ裔えいはおるだろうに」

　にたにたと笑いながら老人が言うのに、アインはぽんと手を打った。

「カリミアか」

「そう。これはカリミアの宮廷画家、コルト・テディスの手によるもの。エルヴィラの末裔がカリミアの庇ひ護ご下かに入っておるのは周知の事実。その者を描いたとすれば、この少年、もしや……」

　二人がいっせいにのほほんとしているシーフォを見る。エイランは、まさか、と目を円くした。エルヴィラ王国。レムダリア河の対岸で広大な版はん図とを持った、いにしえの王国。水の恩おん恵けいで繁はん栄えいし、一昼夜にして滅ほろんだ伝説の王国。その末裔だと、この南洋から来た少年が王家の末裔だと言うのだろうか。

「カリミアはここ何年か、フェリムに関する情報を流しつづけておる。この絵とてその一部なのだ。これは、カリミアにおるはずのエルヴィラの末裔になにかあったことを示してはおらんかの」

　老人はシーフォを見み据すえて、言葉を続けた。思いもよらない方向へ話が進んでいくのに、少年は困こん惑わくの笑みを浮うかべて、こう言った。

「あのー、カリミアって、なんですか」

「なんと、まあ」

　緊きん張ちようが一気にほぐれ、老師は拍ひよう子し抜ぬけした声を上げた。ハービルが憮ぶ然ぜんと言う。

「なんだ、おぬしそんなことも知らんのか。カリミアというのはだ、ここからレムダリア河をさかのぼって、大陸の向こうまで抜け、さらに船で北上しなきゃならないよーな、遠いところにある帝国のことだ。史上最古・最強の、得体の知れぬ国よ。分かったかな」

「はい。でも、そんな国にどうしてぼくが行かなくちゃなんないんでしょう」

「なんのことだよ」

　ますます当とう惑わくした様子でシーフォが言うと、エイランが興きよう味み津しん々しんで膝ひざを進めた。そういえば、うわごとでそんなことを口走っていたっけ。

「父に言われてたんです、おまえは成人するまえにカリミアに行くんだ、行かねばならないんだ、って」

「言葉の意味も知らないの。で、理由は親父おやじさん言ってくれなかったのか」

「ええ。母の前ではその話をしたくなかったようなので、言わずじまいで……でも、最さい期ごのとき、カインを捜さがせ、と言い残していました」

「カインって誰だ」

　アインが首をつっこんで尋たずねる。すると、シーフォはその草原色の瞳ひとみに涙を浮かべた。取り乱したりすることはなかったが、押おし殺したような声で、

「カインはぼくの幼なじみです。あのとき、カインさえいてくれれば……父も母も死なずにすんだのに……」

　それっきり、押し黙だまる。嗚咽おえつを殺すように唇くちびるを嚙かみ、少年はうつむいた。

　そうだ、この子はついこの間、両親を亡くしたばかりだったのだ。天てん真しん爛らん漫まんな態度に、懸け念ねんし忘れていた。そして今、売られてちりぢりになろうとしている一族の者を助けようとしている。少年の出生をとやかく言っている場合ではなかったのだ。エイランはそう思い、きゅんと胸が痛んだ。どちらかといえば、姉あね御ご肌はだのある娘だった。成りゆき上、手助けするはめになったけれど、こうなったら自分が一ひと肌はだぬいでやろうじゃないか。

「シーフォ、落ち込むなよ。そりゃ、親御さんは気の毒だったけどよ、あんたには仲間を助ける重大な任務があるだろ。ほら、しっかりしな、あたしがついてるよ」

「エイラン……」

　ぱん、と肩かたを景気づけに叩かれ、シーフォは微笑ほほえんだ。アインも力強く頷うなずく。

「じゃあ、こんな空想話より現実的な救出作戦の会議だ！　ほら、なんかいい知恵考えな、頭使うだけしか能がないんだろ、ぼろぞーきん」

　妙な言い回しだなと思いながら、エイランは不満顔のハービルをどやしつけた。
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「よう、エイラン」

　ぽん、と肩かたを叩たたかれ、人目につかぬよう歩いてきたエイランは、飛び上がって驚おどろいた。声をかけたパケンの方がさらに仰ぎよう天てんし、海え老びのように跳はねてあとずさる。相手が幼なじみだったと知り、妙なことにならないうちに退散しようと、エイランはめったに見せない陽気な笑顔をつくった。そして、

「や、やあ、パケン。じゃあなっ」

　憎まれ口の一つも叩かず去ろうとする。それを怪け訝げんに思わないはずがない。パケンは首を傾かしげるよりも早く、少女の首っ玉をむんずと捕つかまえた。

「いてて！　なにしやがんだっ！」

　エイランは怒ど鳴なりつけるが、そんなこと痛くも痒かゆくもないパケンである。彼女とのつきあいは嫁よめに出た姉よりも長いのだから。彼は人混みに流されないようふんばりながら、

「おまえ、さっきからなにこそこそやってるんだ？」

　こういうところの勘かんは鋭するどい男である。内心慌あわてながら、エイランはいつもと変わらない仏ぶつ頂ちよう面づらになって、

「こそこそなんかしてねーよっ。もう、放せよ！」

　ベチンとパケンの手をひっぱたいて、エイランは束そく縛ばくから逃のがれた。勘ぐられる前に逃げなければ。真っ赤になった右手を振ふりながら、少年は憮ぶ然ぜんと、

「隠かくすことないだろう。俺とおまえの仲じゃないか」

「『俺とおまえの仲』だから隠してんだよ、阿あ呆ほう」

「じゃあなんだ、今日は売りに出るのか」

「あたぼうよ。あれから客が来たんだ。じゃなかったら、誰だれがこんなとこ、来るもんか」

「今日の商品はどんな奴やつだい。上じよう玉だまか？」

「見てのお楽しみだよ。じゃあな、パケン」

　強ごう引いんに会話を終わらせると、エイランは人混みに紛まぎれ、あっというまに彼の視界から消えてしまった。いつもながらすばしっこい奴やつだ。パケンは不ふ機き嫌げんに口を結んで、売人でごった返す回かい廊ろうにしばらく佇たたずんでいた。

　世界有数のソゾン市の奴ど隷れい市場は、港を取り囲む貿易センターの一角にある。ほかの建物に隠れるように、奥に建てられた煉れん瓦が造りのドームは、小規模な室内円形劇場を思わせる構造になっていた。逆ぎやく円えん錐すい状じように席は設もうけられ、底に猫の額ほどの土の舞ぶ台たいがある。そこに商品が立ち、競せり落とされるのだ。闘とう士し奴隷ならば腕うでを見せるため、人間もしくは猛もう獣じゆう相手に戦うこともするので、客席は舞台より一段高いところから階段作りになっていた。その上に、採さい光こうの窓と人が通れる連れん絡らく路ろが渡されている。

　そして、そのドームに付ふ随ずいする二階建ての小さな建物が、奴ど隷れいと商人たちの控ひかえる場所だった。一般奴隷は下の階に、娼しよう婦ふ・闘とう士しは二階に押おし込こめられている。絶望と倦けん怠たいに満ちた、陰いん気きな一階に対して、二階は華やかなものだった。ここには縄なわ打うたれている者はいない。初めて売られる者はおどおどと戸と惑まどい、不安な表情でいるが、大多数が何回もここを通った常連でありプロである。周囲の者と張り合ったり、自分の魅み力りよくを誇こ示じしたり、情報を交わしあったり、談笑したり、大おお騒さわぎであった。闘士たちも似たりよったりだ。彼女たち彼たちは、いかにして他人より目立つか、それが勝負どころなのだと知っているから。

　エイランは化け粧しようと熱気と哄こう笑しように包まれた控え室に戻もどってきた。どうやら、ここまでは順調にことが運んでいると、ほっと胸を撫なでおろす。慣なれ親しんだここで、こんなにも緊きん張ちようするのは初めてだと、少女は苦笑した。誰だれも企たくらみに気づいていない。パケンがちょっと訝いぶかしんでいたが、毒にはならない存在だ。

（あいつ、目め端はしがきくからなあ）

　パケンは闘士奴隷専門の売人だ。同じ裏町の人間だが、珍しく双ふた親おやが揃そろっていて、しかも八人も兄弟がいる。当人は末っ子だ。一番上の姉は、十年も前に船商人のところに嫁よめ入いりしていた。つまり、彼の家はそれなりに豊かなのだ。それを、なにを好んでか、こんなやくざな売人稼か業ぎように手を出している。

（やくざな稼業？）

　エイランは自分の想念に疑問を抱いた。これはあたしの仕事なんだ、売人のどこがいけない。これでその日を生きる者も大勢いる。誰だれにも文句なんか言わせない。

（そうだ、誰にも文句なんか言わせない）

　やくざな稼業と言ったのは、シーフォの影えい響きようだ。エイランはそう納なつ得とくすることにした。戦争奴隷として売られる仲間を救出するなどと、売人である自分に少年は言った。あまつさえ、あの整った、世間のことをなにも知らない清らかな顔で、人間を売買するなんて間ま違ちがっている、と大まじめに言ってのけたのだ。なにも言い返さなかったが、ちゃんちゃらおかしい。大した坊ちゃまだ。

（あたしは、なにをしようとしているのだろう……）

　成りゆき上、シーフォの手伝いをする羽目になってしまったが、エイランは未いまだ吹っ切れないものがあった。もし、自分が一味の者だとばれたら、運よくて市場から閉め出し、悪ければソゾン市追放、こんな小こ娘むすめに恨うらみをもって暗殺などされはしまいが、兄にだって影響が出るだろう。有望な象ぞう牙げ細ざい工く職人としての未来は断たれるに違いない。

　大体、戦いに負けたのはシーフォたちなのだ。彼らが弱かったのがいけないのだ。それを、己おのれの負けを認めず、あがき抗するというのは見苦しくないか。ルールに従わないのは卑ひ怯きようというものではないか。その手伝いをするのは、人の道から外れるのではないか。ならば、いっそのこと、あの少年を……

「エイラン、ここだよ」

　深い思考の沼に沈んでいたエイランは、そう声をかけられて我に返った。

　着き飾かざった麗れい々れいしい娼しよう婦ふたちの中に、なんの飾りもないけれどひときわ目立つ少年が手を振ふっていた。それを目にした途と端たん、少女の胸の中から暗い陰いん気きなわだかまりが消える。天使の笑みの前には負の感情がなんの抗力も持たないことを、エイランは知った。憎めない人というのはこういう人間を指すのだろうか。

　シーフォは、ちょこんと部へ屋やの隅すみに座っていた。エイランよりも長い金きん髪ぱつを編あみ込こんで、ヴェルレ・タゴールにもらった仕立てのいい、貴族風の服装でいる。編み上げの靴くつが窮きゆう屈くつそうだったが、そのうち慣なれるだろう。市場に出るにはお粗末な出で立ちだったが、それでも彼は部屋の誰よりも目立つ存在だった。彼よりみごとな金髪を持つ者はいなかったし、白い肌はだもここでは珍しい。翡翠ひすいのように美しい双そう眸ぼうは、周囲からの羨せん望ぼうを集めていた。

（これはまた、並み大抵の女じゃ太た刀ち打うちできない美び貌ぼうだね）

　エイランはこっそり呟つぶやきながら、シーフォに歩み寄った。少年はこれから起こすことへの興こう奮ふんに上気した顔を向け、意気込んで尋たずねる。

「どうだった、みんなは」

「ああ、予定通りだよ。一人の商人に渡されている。ほら」

　そう答えながら、エイランは握にぎっていた番号札をシーフォの首に下げた。

「シーフォは三十二番。二十番までが闘とう士しで、その次が娼しよう婦ふ、つまりあたしたちさ。一般奴隷はそのあとだから、首尾通りだ」

　少女の言葉にシーフォは強く頷うなずいた。

　エイランたちが計画した救出劇は、市場の最中に行われる予定だ。商人に渡される前は警けい備びがきついし、そのあとではバラバラにされていて、全員救出は困難だ。だから、人々が興こう奮ふんしている市場に大混乱を引き起こし、その隙すきにずらかろうというアインの案が採択されていた。大混乱──シーフォが舞ぶ台たいに出たとき、ケムルからの救いの手が現れ、火矢をかけるというものだ。もちろん、ケムルからの救いなどいるはずがない。これは、老師クジ・クシナの塾じゆく生せいが姿を偽いつわってやってくれることになった。

　老師が及ばずながら協力すると言い出したのには、エイランはびっくりした。なぜみんな、こうも面めん倒どうに関わりたがるのだろうか、と。

「わしは知りたいのだ、アミュールの行く末を。ケムル族がどうのではなく、我々はアミュールの研究家として、少年よ、おぬしのことを見守りたいのだ」

　などと言っていたが、果たしてシーフォがアミュールの末まつ裔えいであるのか、そこからして疑問なのに、まったく信じられない。だからあいつらは異い端たん視しされるんだ。そうエイランは毒づいた。

「あんたは自分がライラから来た商人の息子であるとあたしに偽ってる、ことにするんだ。いい、あたしはここまで連れてくるだけだ。あとは自分たちでどうにかしなよ」

　声をひそめて、エイランは念を押おした。冷たいと思われようが、商品の反乱に売人が関わるわけにはいかない。勝手に反乱を起こし、勝手に逃げたと周囲に思われなくては困るのだ。シーフォは頷いた。

　市場の方からどっと歓かん声せいが上がった。セリが始まった。

　市場の客席には、買人に交じって多くの見物客がいる。闘士たちの力試だめしは見ものだったし、ふだんは金を払わねば見られない遊ゆう廓かくの美女たちも、ここでは片端から拝おがむことができる。老若男女がそれを見るために集まってくるのだ。だから、闘士及び娼婦奴隷からセリは行われ、それが終わると見物客はいっせいに引き上げる。それから、残った真の買人と奴隷商人の間で、ビジネスライクに人が売買されるのが常だった。

　第一部はショーさ。売人仲間がそう言っていたのを、エイランは思いだした。一般奴隷を売買する後ろめたさを隠かくすための前座なのだと。一般奴隷は物同然だった。それをごまかすために、娼婦や闘士を同じ会場で、同じ奴隷という名称で売るのだ。

　エイランは自分で思いだしたことに不ふ機き嫌げんになった。なにか別のことを考えようと、彼女はドアの隙すき間まから市場を窺うかがっているシーフォを見る。

（そういえば、『カイン』のことは……）

　あの後、家に帰ってからエイランはシーフォに尋ねたのだ、カインとは誰かと。ただならぬ人物だとは想そう像ぞうがつく。少年は泣き顔を見られたことに恥じらい、そして、

「カインは、年は四つ違いますが、幼なじみです。彼がいれば、あんなことにはならなかったでしょう」

「なに、剣けんの達人とか？」

「いいえ」

「んじゃ、弓の腕うで利ききとか、怪力とか、なたの名人とか、槍やりとか」

「いいえ。火を吹くんです」

　火を吹く──カインというのは大道芸人だろうか。これで納なつ得とくいくわけがない。エイランがしかめっ面でいるのに、アインは、

「ふうん、そうか、火をねえ……便利だねえ」

　などと、しみじみ感心していたのだ。

　シーフォがエルヴィラ王国の末まつ裔えいだの、火を吹くだのと、現実主義のエイランにはみんなで法ほ螺らを吹いているとしか思えない。

「エイラン！」

　彼女の想念は、シーフォの驚きを抑おさえた声で破られた。ぐいっと手を引っ張られ、垂れ幕まくの向こうに引きずり込まれる。

「ど、どうかした？」

「ほら、二階の通路の、階段から左に三本目の柱のとこ！」

　シーフォに指示された場所に目をやる。窓と高さが同じ二階席は、人もまばらだった。老師の師弟たちは窓の外に隠かくれてタイミングを計っているはずだ。

「あれ、アインだ」

「えーっ！」

　周囲の視線を気にもせず驚きよう愕がくの声を上げたエイランは、食い入るようにそこを見た。

　いる。たしかに、いる。アインだ。柱にもたれ、腕を組んで舞ぶ台たいを見ている。

「ばっ、ばか兄さん！　あれほど来るなって言ったのに！」

　一体、誰だれのために自分がこんなことをする羽目になったと思っているのだ、あの兄は。すべては、兄のため。兄のためなのに！

「兄さんのばか！　一生を棒にふりたいの!?」

　怒りと焦あせりで顔が赤くなったり青くなったりするエイランを、シーフォは心配げに見つめるのだった。




　委員会の合図で、セリは始まった。競せり手の金額を連呼する威い勢せいのいい声と、客席から上がる言い値と怒ど号ごう。売人の文句。物もの見み遊ゆ山さんたちの勝手無責任な批評、不満、拍はく手しゆ。買い手のもくろみに対する談義。舞ぶ台たいにあがる闘とう士しによる剣の舞まい、試し斬ぎり。そして、歓かん声せい。センターは熱気に包まれていた。手に入れた人間の質と数で、富ふ豪ごうたちはここで自分の勢力を誇示する。市民は勢力分布の変動を計り、保身と有利な立場になるために画かく策さくする。だから、客は興こう奮ふんする傍かたわらで、常に計算高く冷静でいた。これは商売なのだ。

　そして、その舞台の裏に、まったく冷静でいられない少女がいた。

　エイランは苛いら立だっていた。うろうろとその場を歩き回っては、垂れ幕に首を突つっ込こんで市場を見おろし、アインになんの異常もないのを確かめてはほっとし、再び歩き回る──ということをずっと繰くり返しているのだ。

　エイランには解っていた。心配で様子を見にきた、ではないだろう。「シーフォは俺が拾ってきたんだ。俺もやるぞ」とかなんとかで、彼女を出し抜いてやってきたのに違いない。そういう性格の兄なのだ、とエイランはため息をついた。自じ若じやく泰たい然ぜんとしているわりには首を突っ込みたがるという性格なのだ。

（あああ、妹にこんな心配かけてーっ）

　きょとんとした面もちで自分を見ているシーフォにも、少女は腹がたってきた。こいつさえ面倒を持ちこまなければ、こんな気苦労はせずにすんだのに。反乱だなんて起こそうとしなければ、円く収まるのに。

（いっそのこと、こいつ、畳たたんでしまっとこうか）

　そうすれば反乱もない。兄も暴ぼう挙きよにでる機会を失う。市場はぶじ終わり、誰だれも損はせず、あたしはこの仕事を続けられ……

　ふと、少年の顔が視界に入った。純じゆん粋すいな、なんの曇りもない双そう眸ぼうに視線が触ふれた途と端たん、自分の想そう念ねんがうしろ暗いものにかわり、逃にげるようにエイランは顔を垂れ幕の向こうに突っ込んだ。まるで信用する人にとがめられたような罪ざい悪あく感かんが胸中に残った。

（なんだ、この気持ち……）

　エイランは自分の心変わりの速さに、一抹の疑問を抱いた。だが、すぐさまそれは漠ばく然ぜんとした感情になり、関心は薄うすれた。すると、アインの隣となりにヴェルレ・タゴールがいて、なにやら話し込んでいる姿が見えた。カッと胸が熱くなり、もしかしたら彼が兄を追い返してくれるかもしれない、と希望を持つ。その思いに今しがたの疑問も霞かすんでしまった。

　市場ではちょうどパケンが売りに出ているところだった。

「はい、半年契約！　半年、十三金貨！」

「おいっ、ちょっと待てよ！　なんでこんな体格のいい奴やつがたった十三なんだ！」

　パケンが喚わめいているのを見て、エイランは吹き出した。彼はいつもあの調子だった。目め端はしはきくし勘かんもいいが、商才の方となると、からきし駄だ目めなのだ。

　心に余裕を持ったエイランは、うろつくのをやめ、シーフォの隣に腰こしを下ろした。目を合わせないようにしたのは、無意識のうちだったかもしれない。

「エイラン、ごめんね」

　不意にシーフォがそんなことを言い出した。普ふ通つう以上にどきりとして、エイランは少年を見返した。彼は後悔の念もあらわに、悄しよう然ぜんと、

「たいへんなことに巻きこんじゃって。こんなに大規模な市場だなんて知らなかったんだ」

「あ、あたしは……」

　それ以上、エイランは言えなかった。言うべき言葉が見つからなかった。あたしは──なんと言おうとしたのだろう。「あたしは兄さんのためにやる気になったんだ」だろうか。それとも、「あたしはあんたを見ていると逆らう気がなくなるんだ」だろうか。

（逆らう気がなくなる？）

　エイランは訝いぶかってシーフォを瞥べつ見けんした。アインに性格が似ているから放っておけないとか、天使の微笑にはなんの力も無力になるからとか、それらは納なつ得とくができる。だが、見ただけで気が萎なえ、罪悪感にかられるというのは、どこか異常ではないか。この話を承知する気になったのも、いつもの自分ではありえない行動ではないか──

「あたしは、兄さんさえなにもなければ、いいんだ……」

　もごもごと少女は口の中で呟つぶやいた。背筋になにか冷たいものが貼はりついたような感覚を振ふり払おうと、身み震ぶるいする。得体のしれない力が自分に作用しているようで、自分の感情を制せい御ぎよされているようで、エイランはいたたまれなかった。

「あーあ、やんなっちまうぜ。こんな安値で買いやがって」

　いきなり日常じみた声が耳に飛び込んできて、エイランは我に返った。パケンが仏ぶつ頂ちよう面づらで戻もどってきたのだ。部屋の中に笑いが満ちる。彼はここのムードメーカーだった。彼がいるとその場が陽気になる。エイランも例に洩もれず笑うと、想念は霞かすみの中に隠かくれ、引っ込んでしまった。彼女は幼なじみに声をかけた。

「よう、パケン。ごきげんだなあ」

「なに言ってやがんだ。おい、今日の客はしみったればかりだぞ」

　憮ぶ然ぜんと言い返したパケンは、彼女の傍かたわらのシーフォを見つけ、露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。それから、エイランを引っ張りだし、小声で尋たずねる。

「あれが今日の品か？」

「そうだよ。いい玉だろう」

「あれはよした方がいいぞ」

　またもや勘かんの鋭するどいところを見せてパケンは忠告する。今までの想念のこともあって、ぎょっとするエイランだが、なに食わぬ顔で、

「なんだよ、あたしの商品にケチつける気か」

「ありゃ男だん娼しようで収まる玉じゃねえってことだよ。厄やつ介かいなことになるかもしれんぞ。いいか、囲おうなんて考えずにこれ一回の縁にしておくんだな」

「てめえの指さし図ずなんか誰だれがきくかっ」

　邪じや険けんに手を振り払って、エイランは戻もどった。三年年長だからと世話を焼きたがる男なのだ。これくらいの小言、いつものことだった。

「エイラン、見て見て」

　シーフォがやけに興こう奮ふんした調子で言った。促されるまま市場を覗のぞくと、舞ぶ台たいの上に少し年はいっているが筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男が立っていた。おそらくはメラミ人。ということは。

「仲間か」

「うん、ラドンゴラだ。彼さえいれば怖いものなしだよ」

　シーフォは頰を紅こう潮ちようさせて喋しやべった。なるほど、男は一般奴ど隷れいから闘とう士しに引き抜ぬかれただけあって、かなりの偉い丈じよう夫ふだ。なたでも持たせれば瞬またたく間に四方が血の海になるだろう。

　兄はと見れば、なんとクジ・クシナ老師が一いつ緒しよにいて、三人でなにやら話し込んでいる。帰る気配もない。エイランはあの老人が苦手だった。ハービルのように毛け嫌ぎらいしているわけではない。苦手なのだ。あの低く腹に沁しみる声、なにごとも見み透すかしているような目、年輪を重ねた者特有の近寄りがたい雰ふん囲い気き。どれもが苦手で、彼の前だといつもの強つよ気きはどこへやら、体中の力が抜けていく。

（あんなじじいが来てもしかたないだろうに）

　思いっきり顔をしかめて部へ屋やに引っ込むと、目の前にパケンが負けず劣らずの仏ぶつ頂ちよう面づらで立っている。

「エイラン、やっぱりなにか企たくらんでるな」

「うるさいなあ」

「関わるのはやめろって言ってんだ。身が可愛かわいいならっ」

「てめーには関係ないだろ！」

　あまりにくどくど言うので、エイランは突つき放すように怒ど鳴なった。なにごとかと周りが振ふり向く。だが、これがいけなかったと気づくのは、数分後だった。

「ああ、エイラン、人が動いているよ」

「闘とう士し奴ど隷れいが終わったんだ。これからはあたしたちだよ」

　パケンのことなんかさっさと忘れて、エイランは再びシーフォと市場の様子を窺うかがった。ヴェルレ・タゴールから入手した情報では、ケムル族の人間は今日売りに出されるはずだ。ただ、エイランが心配なのは、百人あまりの大勢を一いつ括かつして売りに出すことはあまりないことだった。一部分を助けただけでは収まらないだろう。となれば、また新たなる手段を考えなければならない。そして、またアインがしゃしゃり出てきて、妹が心配して……

「エイラン！」

　またもやパケンに呼ばれ、無視しようかと彼を一いち瞥べつしたエイランは、その顔を見て仰ぎよう天てんした。パケンの顔は真っ赤に膨ふくれ、ぴくぴくと痙けい攣れんしていたのだ。いきなり火傷やけどでもしたのかと慌あわてたが、どうやらそれが緊きん張ちようからくる代しろ物ものだと悟って、啞あ然ぜんとなった。パケンの方は、口を魚のようにぱくぱくさせ、そして、大きく深呼吸すると、

「お、俺おれにだって、か、関係あるぞっ」

「あ？」

　なんのことだと聞き返すより速く、パケンは叫さけんだ。

「エイラン、結けつ婚こんしよう！」

「……うぴゃ？」

　移動が始まって騒さわがしい控ひかえ室いっぱいに響ひびきわたる声。一いつ瞬しゆん、みながぴたりと会話と動きをとめ、二人を振り返った。だしぬけのことにエイランは目が点になっている。言った方は拳こぶしを震ふるわせ、

「う、うお、うおおおーっ。言った。言っちまったぞおおっ。ぐおーいっ！」

　積年の想いの告白に感きわまり、熱くなって吠ほえている。みなが呆あつ気けにとられている中で、シーフォは人以上に事態が把は握あくできず、ともかく、

「エイラン、結婚するの。おめでとう」

　などとまぬけたことを言った。その言葉で我に返ったエイランが、慌てて、

「な、なんだよ、突とつ然ぜん！」

　と喚わめいたが、どっとわいた歓かん声せいにかき消されてしまった。同業者や顔見知りの娼しよう婦ふたちが、わいわいと二人を囲み、エイランの言葉を無視して祝福の声をかける。

「そうか、おまえたちもそうなったか。いや、よかったよかった」

「おめでとっさん」

「よ、憎いよ、色男っ」

「相手がエイランじゃ尻しりに敷しかれるの覚かく悟ごしてるんだろーな」

「や、ありがと、ありがと！　俺は今、もーれつに嬉うれしい。ちくしょー、燃えてきたぜ！」

　そう勝手なことをほざくパケンだった。しかし、エイランはそんなこと、寝耳に水である。幼なじみの彼を一度とてそんな目で見たことはなかった。いや、彼女の目には兄しか映っていなかったのだ。自分を抜ぬかして話が進んでいくのに、彼女はかっと逆ぎやく上じようして、へらへらしているパケンの胸ぐらを摑つかむと、

「やい、待ちやがれ！　なんだってあたしがあんたと結けつ婚こんしなくちゃなんないんだ！」

　この怒ど号ごうで室内がしんと静まり返る。だが、すぐさま、

「おい、もう照れるこたあねえだろ、エイラン」

　と誰かが椰や揄ゆしたので、再び沸わいてしまった。エイランはますますムキになって、

「冗じよう談だんじゃないっ。どーしてこんな奴やつと！」

「言うなって。おまえたち、もう公認の仲じゃないか」

「そそ、『俺とおまえの仲』だぜえ」

「意味が違うだろっ。ええいっ、黙だまらんかい、パケン、おまえここで死にたいか！」

「なんだよー、俺じゃ不服かよー」

「不服も不服、おととい来やがれ！」

　顔を怒りで真っ赤にしてエイランは息巻いた。酷ひどい言われように自じ尊そん心しんを傷つけられ、パケンが口を尖とがらせているが、ひるむ様子はない。シーフォは二人の関係が分からずぽかんとしているし、傍ぼう聴ちよう人にんはにやにや笑って、仲裁に入ろうとしない。それどころか、

「おい、パケン。エイランの奴、兄貴に遠えん慮りよしてるんだぜ」

「アインはエイランの親代りだから、まずは兄貴のとこ行って許しをもらってこいよ」

「お兄さん、妹さんをボクにください、なんつってな」

　要いらぬ知恵をパケンに与え、火に油を注いで楽しんでいる。パケンはぽんと手を叩たたき、

「よおーしっ、今から俺はアインのとこへ行ってくる。アインがこの仕事に文句あるなら、今日限りで俺は足を洗うぜ！　これが最後になるやも知れん、みなの者、さらばだーっ」

　エイランがなんの口をはさむ余地もなく捲まくしたて、部へ屋やからパケンが飛びだそうとしたときだった。垂れ幕まくの向こう、市場からひときわ大きいどよめきが聞こえてきた。彼らが騒さわいでいる間にも、セリは着々と進んでいたのだ。

　なにはともあれ、市場の異変は自分たちに直接関わってくる。すぐ近くにいたエイランを頭に、売人たちがこぞって中を覗き込んだ。シーフォも同じく、また、パケンでさえ、好奇心にかられて頭を突つっ込こむ。

　舞ぶ台たいにはまだ幼いと言っていいような少年が、売人に引きずられていた。自由度の高い娼しよう婦ふ奴ど隷れいの部門だというのに、彼は後ろ手に縛しばられていて、上半身は裸はだか、まるで一般奴隷のような扱あつかいである。

「いやだ！　放せ！」

　ひどく抵抗して、隙すきあらば逃にげだそうとしているが、大人に担かつがれ、少年は放り投げられた。客席のどよめきは、そのぶざまな姿に対する嘲ちよう笑しようだった。

「ゼルマーダとこの倅せがれだぜ」

　ふんと鼻で笑って誰だれかが言った。みな、冷たい笑いを浮かべている。

「知ってる人？」

　小声でシーフォはエイランに尋ねた。彼女は頷うなずくと、

「ゼルマーダってのは、税金横おう領りようがばれて没ぼつ落らくした貴族さ。爵しやく位い剝はく奪だつされて、当主は首をくくり、息子は借金のカタに売り飛ばされる。いい気味だ」

「いい気味って、そんな言い方ないよ！　まだ、あんなに小さい子なのに。子供は守られるべき存在なんだ、それを売り買いするなんて！」

「小さくても、あいつは親が横おう領りようした金でぬくぬく暮らしてきたんだ。当然だ」

「でも！」

「シーフォ」

　興こう奮ふんしてきたシーフォを、エイランは睨にらみながら言った。

「あいつだけじゃないんだ。ここには同じように親の借金で売られる者が大勢いる。いいか、勘かん違ちがいするなよ。力による支配を力によって覆くつがえすのはいい。あたしも認める。でも、金による支配は金で解決しなければならないんだ」

「なんで！」

「じゃあ、金を貸した奴やつはどうなる。取られ損か。それともシーフォが払ってやるか。それが世の中、社会ってもんだ。大体、シーフォの言ってることは矛む盾じゆんだらけなんだよ。自分たちが負けたのを認めず人身売買は間ま違ちがってるとか、民衆をさんざん苦しめた貴族なのに子供だから可哀かわいそうだとか、そういうのを本ほん末まつ転てん倒とうっていうんだ。人身売買がいけないと言う前に、負けたあんたたちの責任はどうなる。贅ぜい沢たくの限りを尽くしてきた子供には責任がないのか。あたしたちの血税を使ったんだぞ。親の罪つみだからって、そのおかげで裕ゆう福ふくな生活をしてきたあいつが放免されてたまるか」

　だんだん声が大きくなっていくのにエイランは気づいた。だが、今まで抑えてきた鬱うつ憤ぷんが口から流れでるのを止めることはできなかった。

「間違ってるのはそっちなんだ。きれいごとばかり並べて、自分を正当化してるだけじゃないか。自分に都合いいことしか考えてない！」

「正当化なんてしてない！　ぼくは……！」

　そうシーフォが言いかけたときだった。

「なにしやがる、このがき！」

　怒ど声せいがドームに響ひびきわたった。元貴族の少年が売人に唾つばを吐はきつけたのだ。逆上した売人は自分の背せ丈たけの半分もない子供を蹴けりつけると、腰こしにくくりつけていた鞭むちをほどき、振ふりあげた。

　その光景が、シーフォの頭の中の記き憶おくに重なった。

　同じくらいの年だった。三人目の弟。甘あまえん坊で母親にひっついてばかりいた。可愛かわいかった。心から慕したってくれた。

　大きな鎌かまを振ふりあげる、巨きよ漢かんの影。母親と共に斬きり捨てられた、末弟。

　シーフォはエイランを突き飛ばした。それから、信じられない敏びん捷しようさで場内に入り、階段を使わずにそのまま飛び降りる。かなりの高さだというのに、鮮あざやかに着地し、今まさに鞭むちを振りつけようとした売人に体当りを食らわせた。それは一刹せつ那なのことだった。まるで時間が引き延ばされたように、ゆるゆると周りは動き、シーフォだけは敏速に動いた。

　売人はふっ飛んだ。一体、あんな華きや奢しやな体のどこにそんな力があったのだろうと、エイランは呆ぼう然ぜんと見ながら思った。

　場内はなにが起こったのか分かっていなかった。水をうったように静まり返り、時間が止まったかと思われた。疾しつ風ぷうのごとく舞まい込こんで、毅き然ぜんと幼い子供の前に立ちはだかる少年は、いったいなんなのだろうか。誰だれもが呆然と彼を見つめた。

「だ、誰だ！」

　憤ふん慨がいして起きあがった売人の体が、相手を視界に入れた途と端たん、凝ぎよう固こする。

　凛りんとまっすぐ、まじろぎもせず己を見み据すえる少年の双そう眸ぼうは、世にも異様なトパーズだった。太陽の双眸が売人の体を縛しばり、全身に恐きよう怖ふを植えつけた。

「ラー！」

　喉のどが張り裂さけんばかりの声で、売人は絶ぜつ叫きようした。

「太陽が落ちてきた！　ラーが落ちてきたんだ！」

　その悲鳴が終わるや否や、少年の体がカッと燃えあがった。炎というよりも、まばゆい太陽の光がそこから放たれる。フレアが噴ふきだし、あっというまに広いドームが光で埋うめ尽くされた。

　その場に居合わせたすべての者が、瞼まぶたを貫つらぬいてなお目を焼く痛みを得、物理的圧力を感じた。それは幻げん覚かくでもなんでもない、現実だった。具象化した気迫だった。なにも見えなくなる。白光に世界が支配される。

　その中で。

（我ニ従エ）

（我ニ服従セヨ）

（我ト共ニアレ）

　鋭するどい痛みを伴った言葉が、脳に直接突つき刺ささった。白い光が頭に侵しん入にゆうして命じる。圧あつ倒とう的な強制力。人の意志ではそれに逆らうことができない。光が脳神経の回路を勝手にいじり、組み変え、つなぎ合わせる。なす術すべもなく、そんなことをされていることさえ自覚できない。光に支配されていく。

　頭ず蓋がい骨こつの中を手がかき回しているような、おぞましいその感かん触しよくを、しかしながらエイランははっきりと感じ取った。そして、それを精せい神しん操そう作さだと認知した。なぜ理解したかは分からなかった。直感だった。

（これは、これはいったい……!?）

（シーフォ！）
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　二階席のドーム内を一望できる場所で、二人の青年が話し込んでいた。これから自分たちが起こすことへの緊きん張ちよう感かんのかけらもない様子だ。言うまでもなく、一人はエイランの兄アインで、もう一人は市議会議員の息子ヴェルレ・タゴールである。

「ほんとうにアミュールと思うかね」

「ああ。でなければ、なにが楽しくて海の中で光ってたんだか」

　高台の貴族に対しても相変わらずの口く調ちようでアインは応える。ヴェルレも気にすることなく話を続けた。

「お師さまはかなりの霊れい能のう者しやだ。間ま違ちがいはあるまいが、果たして、成功するであろうか」

「するんじゃないかなあ。アミュールじゃなくたって、タイミングさえよければ成功するさ」

　楽天的に肯こう定ていするアインに、ヴェルレがその女泣かせの美び貌ぼうを曇くもらせながら言うには、

「そうではないよ、アイン。ほんとうにアミュールの力が見れるかどうかということだ。お師さまはすっかりその気だし、おまえとてその力を見るつもりでこの計画を打ち立てたのだろう」

「別に、俺おれはあんたたちの企たくらみなんか知ったこっちゃない」

「なんじゃい、誰だれのどんな企みだと」

　不ふ機き嫌げんそうな声がして二人が振ふり向くと、老師クジ・クシナが階段をのぼってくる姿が見えた。こちらも相変わらず苦虫を潰つぶしたような顔で、二人をじろりと睨にらむ。ヴェルレは恐きよう縮しゆくしてこうべを垂れ、アインはわははと笑った。

「ふん、俗な奴やつらだの、そんなことにしか興きよう味みが湧わかんのか。わしはなんの気もないぞ。これが我が弟子とは嘆なげかわしい」

「俺、弟子じゃないけどな」

　ぶつくさ文句を言う老人に、アインは肩かたをすくめて言った。

「当人の意識下に力があるならばともかく、あの少年は自覚しておらんようだ。力が見られるとは到とう底てい思えん」

「お師さまは断定しておられますね、彼がアミュールだということを」

「フェシア──エルヴィラの末まつ裔えいであるかはともかく、間ま違ちがいなくあれはアミュールの血を引いておるわい。わしは感じるのだ。強い力だ」

　老人は眉まゆをひそめて呟つぶやくように言った。そして、ぶるっと身み震ぶるいをする。

　第一部の前半が終わり、娼しよう婦ふ奴ど隷れいのセリが始まった。いよいよだ。二人の青年は頷うなずきあうと、あちらこちらに隠かくれている仲間に手で合図をした。あとはシーフォが舞ぶ台たいに上がるのを待つだけである。

　時折、エイランが垂れ幕まくの向こうから様子を窺うかがっているのを、アインは知っていた。だが、あえて無視する。彼女の言いたいことは分かっていたし、かといってこの場を離れる気は彼には毛もう頭とうなかったのだ。

「シーフォというのはライラの方の名前だの」

　不意に老師がそんなことを言い出した。ライラとはレムダリア河の中ちゆう流りゆう域いき南部に広がる王国の名である。エイランもそう感じたからこそ、登録のさいに偽いつわった出身地をライラ王国にしたのだ。ヴェルレが首を傾かしげて尋たずねる。

「それはたまたまでしょうか」

「ライラ王国のある場所は、その昔エルヴィラ王国の版はん図とでもあったのだぞ。フェリム帝国の一部だった」

　四人のアミュールが開かい闢びやくした四つの王国は、神格化したフェリム・フェシアを帝王に戴いただいた一つの帝国にまとまっていた。南北はレムダリア河以南から赤道付近まで、東西はハイナ・セファーン沙さ漠ばくからこのコーセアの海に至る広大な領りよう土どを、帝国は有していたのだ。それは、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代、ラー・カレディア王の統とう治ち時代に次ぐ、第三のアミュール時代として記録に残っている。フェシアが消えると帝国も崩ほう壊かいし、単なる四つの王国に分ぶん裂れつしたが、それももはや過去のものに過ぎない。一つ残らず王国は風の中に消えていった。多くの伝説と神話を残して。

　その伝説の中に、フェシアは転生し、そして再びアミュールの時代は始まる、という予言がある。その予言の真しん偽ぎを知りたいのだと、老人は言っていた。彼が私し塾じゆくを開いたのはそのせいだと。

「エルヴィラ王家の最後には、王女と王子の二人がいたのだ。カリミア帝国に保護された血と違う血筋があってもおかしくはなかろう」

「そのカリミアというのが気になりますね。あの少年自身、父──育ての親と言うべきですか、父親にカリミアへ行けと言われていたと言っておりましたし。なあ、アイン」

　師し匠しようの言葉を継ついだヴェルレがアインに同意を求めた。だが、彼はそれには応えず、ふっと視線を窓の外にやった。

　そのとき、それが起こった。

　あっと会場が息を吞のむ音で振り返る。出番にはまだ早いシーフォが疾しつ風ぷうのように現れ、売人を突つき飛ばしたのが見えた。一体どうしたのか疑問に思う暇さえなく、男の恐きよう怖ふに彩いろどられた悲鳴、そして閃せん光こう。

　視界が真っ白に染そまる。頭の中でも白い光が爆ばく発はつして全身が麻ま痺ひする。

　そして、エイランが聞いたあの声が、その場にいあわせたすべての人の頭に突き刺さったのだ。

（我ニ従エ）

（我ハ神ナリ）

（我ハオ前タチノ主ナリ）

（我ニ従エ）

（我ニ従エ！）

　強力な暗示。抵抗する余地もなく精神が屈くつ服ぷくし、その言葉を受け入れようとする。

「おおおおう！」

　突とつ然ぜん、老師が叫さけんだ。白い世界でその苦痛にあふれた声が響ひびきわたる。次の瞬しゆん間かん、光の洪こう水ずいがぱたりとやみ、不意に色彩が戻もどってきた。老人の悲鳴が呪じゆ縛ばくを破ったようだった。

「おおおう、なんということ、なんということだ！」

　老師は頭を抱かかえ、光の源である少年の視界から自分の体が見えなくなるよう、うずくまった。顔面を蒼そう白はくにし、ぴくぴくと痙けい攣れんしている。老人は明らかにおびえていた。それも尋じん常じようでない、恐きよう怖ふを伴ったおびえだ。だが、彼の師弟たちは動かなかった。動く意志を封ふうじられてしまったのだ。彼らだけではない。この市場にいて、光の洗礼を受けた者すべてが同じように茫ぼう然ぜん自じ失しつと座り込み、微び動どうだにしなかった。

「老師、どうした」

　アインが声をかけた。彼だけが、彼と老人だけが自分の意志をはっきりと保っていた。淡たん々たんとした調子で尋たずねるアインに、老人は必死の形ぎよう相そうですがりついた。

「おお、わしとしたことが、わしとしたことが。うかつ、フェシアの血が蘇よみがえるということは、ラー・カレディアの血も蘇ることだったとは。太陽神の血までも蘇ることだったとはあ！」

　老師は焦しよう点てんの合わない目で叫さけんだ。自責の念に老人の心が押おしつぶされていく。このまま放っておくのは危険だった。

　ぶるぶると震ふるえる老人の額にアインは右掌を当てた。そして、いつもと変わらない声色で、

「気を失っているんだ」

　すっと老師の小さな体から力が抜ぬけ、その場に崩くずれる。失神した老体を邪じや魔まにならぬように隅すみに寝かせると、アインは一息ついた。ぐるりと時がとまった場内を見回し、張本人のシーフォでさえ茫然としているのを確かめる。

「こりゃ、派手にやったもんだ。俺の声で効きくかな？」

　頭をかきながら、しかし、楽しげに一人ごつと、アインは深呼吸を一つして喚わめきだした。

「たいへんだ、火だ！　港で船が燃えている！　反乱だ！　逃げろ！」

　びんびんと喚かん声せいがドームに響ひびきわたる。それはすばらしい偶ぐう然ぜんだった。確かに、窓の向こうに見える港の一角で、船が炎を上げて燃えているではないか。

　その声に弾はじけたように、凝ぎよう固こしていた塾じゆく生せいたちが、予め予定されていた行動に出た。油を含んだ布に火をつけ、次々と射放つ。まるで人形のようなぎくしゃくした、だが的確な動きだった。

　はっと我に返った人々の中に、予想だにしなかった火矢が飛び、突つき刺ささった。

「う──うわああっ！」

　その絶ぜつ叫きようが、騒そう乱らんの始まりだった。




「殿下」

「ん？」

「奴ど隷れい市場で騒乱が生じた模も様ようです……」

「分かっている」

「あの兄妹にはやはり効きませんでした。それから、アミュール神学の老人も」

「霊れい能のう者しやというではないか。なまじ抵抗するエナジイがあるものだから、ああなる。アインがいなければ発狂していたかもしれん」

「そのようで……」

「どうであろう、卵は孵かえっていたか」

「はい。ラー・カレディアの血を引く者は、感情の激変とともに瞳ひとみは金色に変わります。フェシアもしかり、あの少年もしかり」

「ふむ。もう少し、高見の見物といくかな」

「助けにはいかないので？」

「わたしは覚かく醒せいを手伝う気はないよ、父上と違って。まあ、アインに任せておこうではないか。わたしは彼を信しん頼らいしているんだよ、白木」




　船は炎えん上じようした。火の粉が舞まい飛び、炎ほのおはごうごうと唸うなりを上げながら狂きよう喜き乱らん舞ぶする。火の塊かたまりと黒い灰が海にまき散らされ、淀よどんだ港の海はさらに汚よごれていった。

　紅ぐ蓮れんの炎は天をも焦がす勢いで燃えあがり、空色を覆おおい尽くす。目に赤いフィルターを一枚かぶせられたように、色彩はすべて赤っぽくなっている。熱が大気を揺ゆらめかせ、そこは灼しやく熱ねつ地獄だった。赤から紅へ、紅から朱へ、朱からオレンジ色へ。毒どく々どくしいオレンジ色に変化した炎は、まるで野や獣じゆうのように襲おそいかかり、あらゆるものを焼き尽くしていく。木造の船も、重ねられた積荷も、帆も、人も、人の心も。

「ぬおおうっ！」

「ぎゃあ！」

　血しぶきがあがる。断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようが空を裂さく。それを吞のみ込むごとく、風と一体化した炎が蹂じゆう躙りんする。

　船長の愛人の裏切りにより、縄なわから解き放たれた五十人強の老ろう若にやく男なん女によは、己おのれの部族の屈くつ辱じよくを晴らすため、その存在と誇ほこりをかけて熱い血をたぎらせていた。仲間は半分しかいなかったが、それだけで充分だった。圧あつ倒とう的な人数の違いがあった。奴ど隷れいを孤こ立りつさせるため、埠ふ頭とうから離れていたのが裏目に出た。救援は来ない。火をかけると同時に、弱者は一目散に海へ飛び込み、戦える者たちが残った。ある者は槍やりを手に取り、ある者は弓矢を携たずさえ、ある者は剣けんを持って。

　そして今、船は戦場と化した。敵を斬きり殺して武器を奪うばい、味方に渡す。それがまた、敵を殺す。あるいは自分が突き刺されて、獲え物ものを奪うばい返される。わずかな武器を巡って、陰いん惨さんな戦いが繰り広げられる。血を浴びて人は歓かん呼こし、刃やいばの餌え食じきとなって絶叫した。

　逃にげまどいつつ、追いかける。血の臭においが充じゆう満まんし、死体が累るい々るいと築きずかれていく。敵も味方も入り乱れ、炎の向こうから自分に襲おそいかかってくる影を相手とし、隣となりにある者を味方とする。血が甲かん板ぱんを覆おおい、酸さん鼻びをきわめる光景が此こ処こ彼処かしこで見られた。

「サジリ、こっちだ！」

「ああ！」

　ケムル族とアンゴリアン族。ともにコーシア海に浮うかぶ島々の人間である。だが、それぞれに異なる習慣、異なる生活、異なる精神があり、同じ神を崇あがめていても、両者は相いれなかった。これは二つの異なる文化の衝しよう突とつだった。

「畜ちく生しよう、親父のかたき！」

「こしゃくな、小僧！」

　だが、炎ほのおは噴ふきあがる。

　なにもかもを嘗なめ尽くし、覆おおい隠かくし、聖なる火は不ふ浄じようを清める。人間のささいな行いなど、あっというまに燃えつきる。炭と化した人体が転がり、煙けむりに巻かれて、一人、また一人と倒れていく。だが、血に酔よいしれた人々の心の炎もまた、ますます燃えあがって消える気配を見せなかった。

　轟ごう音おんとともに第二マストが燃え落ちた。炎で赤く染そまった海原が、はでな水しぶきを上げる。

「サジリ、船が沈むぞ！」

「分かってる！」

　近くで戦っていた仲間にそう言われ、サジリは苛いら立だった声で答えた。手には柄えを短くした槍やりを握にぎっている。本来なら若年者として逃走組に入るはずの少年は、族長代理として勇ゆう敢かんに敵と戦っていた。幼くても勇ゆう猛もう果か敢かんなケムル族の子供なのだ。だが、いいかげん血に飽あいていた。始めこそ、これが初うい陣じんであるとおののきながらも勇んでいたが、今では血ち腥なまぐささにげんなりして、早くこの場から立ち去りたかった。小こ競ぜり合いは続いていたが、船は崩くずれだし、あちらこちらで火をまとって降ってくる破片から逃げ惑まどう姿が見られ、戦っている場合ではなくなってきている。ここら辺が潮どきだろう。

「あちちっ。ダルタル、海へ飛びこもう」

　ぱらぱらと火の粉が降る中、サジリは跳はね回って隣となりにいる年長の若者に声をかけた。

「まだ中にいるぞ！」

「飛び込めばあとに続くだろ。これ以上は危険だっ」

「サジリ、一声かけてこいよ！　俺おれは船室の方へ行く。岸で待ってろ！」

「ちくしょーっ」

　罵ば声せいをあげて床ゆかに槍やりを叩たたきつけると、サジリは足元に転がっていた斧おのを拾い、跳ねるように駆かけだした。

　船せん倉そうに通じる扉とびらはすでに壊こわされていた。中は熱がこもっていて、視界が揺ゆらめき不安定だった。入るのがためらわれるほどの熱だ。炎は全域に広がっていて、踏ふみこむ足場もない。こんなところに人間がいられるものかと踵きびすを返そうとして、人の姿を認めたサジリはぎょっとした。我を忘れて敵と奮ふん闘とうしている仲間が何人かいる。

「おい！　もう外に出ろよ！　崩くずれるぞ！」

　バチバチバチ──木の燃えはぜる音が、サジリの怒ど号ごうをかき消す。誰だれも気づかない。

「早く出ろよ！」

　じれったくなりながらも、サジリはもう一度叫さけんだ。そして、二、三人が少年の方に振ふり向いたとき、彼はバキン、という不吉な音を聞いた。天てん井じように渡っていた木が折れ、炎の柱が彼らの間に落下してきた。ばっと火の粉が舞まい散り、風が生じて火が勢いづく。ビクッとサジリは震ふるえ、金かな縛しばりにあったように体が動かなくなった。

「は、早く……」

　舌さえも強こわばって動かない。頭が痺しびれ、早く逃にげなくては──それ以外、考えられなくなる。

　中にいる者たちは、サジリが呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいる間に、再び貧しい武器を振り回し始めた。

（ここにいたら焼け死ぬ）

（こいつらは俺の言葉を聞かない）

（ここにいても無む駄だ──早く逃にげなくては）

（逃げなくては！）

　メキメキと心臓を凍いてつかせる鈍にぶい音がした。はっと仰あおぐと、梁はりが上から押おされたように弓なりに反そっているではないか。

「天てん井じようが、抜ぬける！」

　短く叫んだ瞬しゆん間かん、サジリは束そく縛ばくから放たれていた。逃ゲナクテハ、その一心が少年の足を外に向かって動かす。

　バキバキッ！

　木が折れ、なにかが崩くずれ落ちる轟ごう音おんがすぐにした。背後で、もろい人間の悲鳴を少年は聞いた気がした。




　甲かん板ぱんにでると、ちょうどダルタルが三人の仲間を連れてやってくるところだった。

「サジリ、そっちはどうだった」

　近寄ってきたダルタルにそう問われ、サジリは一いつ瞬しゆん、返事に窮きゆうした。

「い、いや、もう火の海で……」

「そうか」

　ためらいがちにサジリは答えるが、ダルタルはなにも気づいた様子なく頷うなずくと、

「みんな飛び込んだ。俺たちも行くぞ」

「あ、ああ」

　頷いたサジリの目は、そのまま青年の背後の煙えん幕まくに吸い寄せられた。白はく濁だくの向こうから黒い影かげが近づいてくる。煙を割ってゆらりと現れたのが、少年とともにこの反乱を企たくらんだ娼しよう婦ふドゥルガーと、彼女を後ろ手にひねりあげた船長の姿だと知って、サジリは驚きよう愕がくした。とっくの昔に彼女は逃げたと思っていたのだ──いや、彼女のことなど、気にする余よ裕ゆうもなかった。

「サジリ！」

　ドゥルガーの悲鳴で皆も二人に気づく。彼女がこの反乱の協力者であると、ダルタルたちも一応は知っていた。

　いかにも強ごう欲よくそうな髭ひげ面づらの船長は、一ひと抱かかえもある腕でドゥルガーを縛しばり、ぎらぎらと光る怒りに満ちた目をケムルの人間に向けた。

「ちっちぇえドブネズミが……」

　低い、すごみのきいた声にサジリたちは震ふるえあがった。男は海の荒くれ者として、今まで幾いくつも危ない橋を渡ってきたのだ。その自信と誇ほこりを粉こな々ごなに打ち砕くだかれ、男は名も知らない島の人間を憎ぞう悪おしていた。怒りと憎しみに満ちたその気迫に、よく自分たちの反乱は成功したものだと、サジリたちはぞっとした。そして、それはドゥルガーの協力がなければなしえなかったことなのだ。

　その彼女が捕つかまっている。

　船長は腰こしから円月刀を抜き、ドゥルガーののけぞった首筋に刃を押おしつけた。ヒッとドゥルガーが引きつった声をあげる。

「手を挙あげて、こっちに来い」

「サジリ、助けて！」

「あ……」

　悲鳴が少年の耳を打つ。サジリは戸と惑まどった。ドゥルガーはこの反乱の最高功労者だ。また、サジリの友であり姉であり、そして最初の女でもあった。その彼女を見捨てるわけにはいかなかった。しかし、男の言うとおりにすれば、なぶり殺されるのは確実だ。どうすることもできなくて、サジリは立ちすくんだ。死ニタクナイ死ニタクナンカナイ──そのフレーズが早はや鐘がねのように頭の中で鳴り響ひびく。

「サジリ、かまうな！」

「ダ、ダルタル……」

「シーフォのいなくなった今、ケムルを率ひきいるのはお前なんだ。お前しかいないんだ！」

　ダルタルの叱しつ責せきに近い怒ど号ごうに、サジリは理り不ふ尽じんに思いながらも心のどこかでほっとしていた。自分自身で決断を下すには、その問題は十三歳の少年にとってあまりにも重すぎた。

「で、でも、ドーラは俺おれたちのために……」

　横目でチラチラとドゥルガーを見ながらサジリは言う。決心はつかない。

　ぐいっと、ダルタルは少年の腕うでを摑つかんだ。

「あの女はケムルの人間じゃない」

　サジリははっと息を吞のんだ。そして、唇くちびるを嚙かみしめ、全身で訴うつたえているドゥルガーを一いち瞥べつすると、

「ごめんっ」

　胸元も乱れ、あられもない姿のドゥルガーは、短い少年の言葉にヒステリックな金切り声をあげた。

「サジリ、待ってよ！　あたしを自由にしてくれるんでしょ！　助けてよ、この卑ひ怯きよう者もの！」

「ごめん──ごめん、ドーラ！」

　サジリは悲鳴を振ふり切って駆かけだした。四人の仲間も同じように走り、甲板の柵さくに足をかけて海に飛び込もうとする。

「いやよ！」

　彼女の黒く美しい肢し体たいがくねった。まさか、仲間となった女を見捨てるとは思わなかった船長が、啞あ然ぜんとしている隙すきをついた。束そく縛ばくからするりと抜けだし、無む我が夢む中ちゆうでドゥルガーはあとを追おうとする。だが、船長の方が上手だった。

「待ちやがれ、この裏切り者！」

　がらがらの声で男が吠ほえた途と端たん、

「ぎゃっ！」

　哀れな絶ぜつ叫きようが炎ほのおを貫つらぬいた。ぎょっとサジリたちが振り返ると、セルヤム生まれの娼しよう婦ふは甲板にうずくまって、その艶えん麗れいな顔を苦く悶もんに歪ゆがめていた。そして、その傍かたわらに転がっているのは、まるで置き忘れた作り物のように肉質感の欠けた人間の左の手だった。

　色とりどりの輪が散らばっている。

　おびただしい血が見る間に床ゆかを染そめていった。それはドゥルガーの左の肘ひじから、船長の円月刀まで続いていた。炎に照らしだされオレンジに染まった視界の中でも、新しん鮮せんな血はひときわ鮮あざやかな紅くれない色いろをしている。

　返り血を浴あびた船長はドゥルガーの背を蹴けり、そのまま踏ふみつけた。

「売女ばいため」

「ド、ドーラ……」

　サジリは震ふるえながら呼んだ。ドゥルガーの左腕うでが切り落とされた。出血がひどい。放っておけば死んでしまう。

　死んで──

「サ、サジリ」

　ドゥルガーは最後の希望にすがって、手を差しのべた。だが、すぐに船長に踏みつけられてしまう。恐きよう怖ふに彩いろどられたまなこが少年を見み据すえた。

「サジリ、助けて……いや、死にたくなんかない。死にたくない……」

「ドーラ！」

　サジリはいたたまれず戻もどろうとした。だが、少年もダルタルたちに肩かたをがっしりと摑つかまれ、二人は隔へだてられた。船長がふふんと鼻で笑う。

「裏切り裏切られ、良いざまだな、ドゥルガー。所しよ詮せんそいつらはドブネズミと同じなんだ。恩を仇あだで返すって奴やつさ」

　そう男が言い終わるが早いか否や。

　船せん倉そうで聞いた不吉な音が、頭上で響ひびいた。あっと声を上げたときには、巨大なマストがゆっくりと倒たおれてくるところだった。火の粉と煙を撒まき放ち、轟ごう音おんをたてて船の持ち主もろとも甲かん板ぱんを押おし潰つぶす。風が吹き荒れ、炎は一段と燃え広がった。

「ドーラ！」

　ドゥルガーは生きていた。しかし、そのひきしまった足は火のくすぶったマストにがっちりと封ふうじられていた。

　彼女はもう一度、せいいっぱいの懇こん願がんの表情で、サジリを求めた。

「サジリ、助けて……」

　だが、彼女は最後まで不運と不幸の持ち主だった。ごう、という音とともに、船倉で膨ぼう張ちようした空気が甲板を貫つらぬいて、二人の間に炎の柱を作ったのだ。オレンジ色の旋せん風ぷう。ゆらゆらと炎が視界を遮しや蔽へいし、心さえも遮しや断だんする。

（今行ったら火にまかれる）

（死ぬ）

（俺は死んではならない存在なんだ）

（俺は生きなければならないんだ！）

　サジリは彼女に背を向けた。それを認めたドゥルガーはびくんと体が凝ぎよう固こしたが、それは一いつ瞬しゆんのことで、すぐにカッと目を剝むきだすと、

「サジリ！」

　今までにない荒々しい口く調ちよう。反射的に少年が振ふり向くと、もうそこには美しい娼しよう婦ふはいなかった。

　人間の仮面をつけた鬼き女じよがいた。

　がりがりと床ゆかに爪つめを立て、少しでも少年に近づこうと這はいずっている。目を剝き、歯を立てた必死の形ぎよう相そうは、すさまじい鬼き気きを放っていた。一度見たら脳のう裏りに焼きついて二度と離れないだろう。だというのに、目が離せない。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのごとく。

　爛らん々らんと紅くれないに燃える双そう眸ぼうは、ほんとうに火の色を映しているだけだろうか。まじろぎもせず自分を凝ぎよう視しする彼女に、サジリは心臓をえぐりとられるような冷たい痛みを受けた。戦せん慄りつが全身を駆かけ、呼吸ができなくなる。恐きよう怖ふが頭を麻ま痺ひさせる。

「よくもあたしを裏切ったな……」

　それは人間の声とは思えなかった。死への強い恐怖と、裏切られた悔くやしさと、生きる欲望とそれが断たれる絶望、この世への未練が混じりあった、怨おん念ねんの塊かたまりだった。

「女一人助けられなくて、よくも族長づらができるもんだ。お前なんか天地がひっくり返っても人の上に立てるもんか……死にやがれ！　あたしだけで死ぬもんか！　お前も道連れにしてやる！　呪のろってやるう！」

「ひっ！」

　ぺたんとサジリは尻しりもちをついた。腰こしが抜ぬけたのだ。

　ドゥルガーのまとう布に火が移った。漆しつ黒こくの肌はだが炎に包まれる。灼しやく熱ねつの炎にまかれ、しなやかな肢し体たいは踊おどりくねった。女の声とは思えない雄お叫たけびが耳をつんざく。

「おおおお！　呪ってやるう、呪い殺してくれるう！」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようは太く、長く引き、そして。

　声はやんだ。

　辺りは静せい寂じやくに包まれた。木のはぜる音も、物が崩くずれる音も、狂乱の絶叫に比べれば、無音に等しかった。

　炎はなにごともなかったように、崩れ落ちた黒い塊かたまりを内包しながら燃えている。

（死んだ）

（死んでしまった）

（ドゥル……）

「サジリ！」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつのていで座り込むサジリをダルタルたちは抱かかえると、海へ飛び込んだ。

　そして、船は燃え尽きる前にソゾンの港に沈んだのだった。
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　エイランは逃にげまどう人々のつくる渦うずの中を、必死に進もうとしていた。場内は悲鳴や怒ど号ごうが飛び交い、騒そう然ぜんとしている。出入口が小さく、階段の裏手という実に不便なところにあったため、人間が殺さつ到とうし、もみくちゃになって身動きがとれない状じよう況きようだった。そこへ、新たな出口を求める流れが衝しよう突とつし、渦を巻き、大混乱になっている。売人と商品の控ひかえ室の方にも流れは押おし寄せ、階段から転げ落ちる者、将しよう棋ぎ倒だおしになって潰つぶされる者、これを機会に逃とう亡ぼうする奴ど隷れいが続出している。しまいには闇やみ雲くもに逃げる人間が市場の中で円をつくり、堂々巡りをしている流れまでできている。オモチャ箱をひっくり返したどころの騒さわぎではなかった。

　火矢はすでにやんでいる。なのに、誰だれも冷静になろうとしない。恐きよう慌こうが恐慌を呼び、パニックに陥おちいった人々はまるでなにかにとり憑つかれたように逃げまどっていた。

　実際、彼らは暗示によって行動していた。光の放った暗示の隙すき間まに滑すべり込こんだアインの声が、彼らを動かし、扇せん動どうし、理知的な判断を阻はばんだ。

　エイランには兄の声は効きいていなかった。

　シーフォに聞きたいことがある。その思いで群衆をかき分け、舞ぶ台たいに取り残された少年の元へたどり着こうと、必死に一人で行軍していた。

　いや、あとからついてくる者がいる。

「おい、エイラン！　やっぱりなんか企たくらんでたな！」

　金魚のフンのごとくぴったりとくっついてくるのは、彼女の幼なじみ兼、今では求きゆう婚こん者しやの肩かた書がきまでつくパケンだった。金かな縛しばりが光の消しよう滅めつによって解けたとき、エイランは自分以外の人間が正気に戻もどっていないのに愕がく然ぜんとした。自分が特別だということまで頭が回らず、動転した彼女は手近にいたパケンをびしばし叩たたいたのだ。おかげで彼は束そく縛ばくから解放されたが、エイランは自分のとった行動をひどく悔くやんでいた。

　うるさいったらありゃしない。

「うぎゃあ、潰れる！」

「エイラン！　やいやい、てめえ、人の女になにしやがる！」

　人波に押されて悲鳴をあげるエイランを見ては、相手に果か敢かんにつっかかっていくパケン。だが、彼は周囲の人間の異様な雰ふん囲い気きに気づかなかった。光の支配下にあった彼には分からないのだ。

「……誰だれの女だって？」

「俺おれの」

　にこにこと喜色満面で言ったパケンに蹴けりを入れ、邪じや険けんに扱あつかいながらエイランはシーフォを捜さがした。

　シーフォに聞きたいことがある。あの光はなんだったのか。あれがアミュールの力なのか。見える神々の力。精神を操そう作さして、人を支配することのできる力。あの子は自分がそんなことをできると知っていたのだろうか。知っていて使っているのだろうか。

「シーフォ！」

　少女はもはや人目をはばからず、一つ年下の少年の名を連呼した。誰も他人のことなど気にしてない様子だ。だから、少年は無ぶ事じだろう。しかし……

「なあ、さっき叫さけんだの、アインだろう」

「なに言ってやがる、兄さんがこんなところにいてたまるもんかっ」

　あくまでも兄をかばいとおすエイラン。

「シーフォ！」

「おまえ、夫の前でほかの男の名を呼ぶなっつーの」

　憮ぶ然ぜんと背後からとがめるパケンの声が、やたら現実的だった。

　一方、二階客席では。

「これで万事順調というわけだ。ケムルの人間がうまく逃にげてくれればいいんだがなあ」

　柱に寄りかかってのほほんと、アインは階下の騒さわぎを見おろしていた。ようやく正気に戻ったヴェルレ・タゴールが、うずくまって呻うめいていた老師を助け起こす。そこへボロキレをまとった内弟子ハービルがひょこひょこ現れた。彼は騒そう乱らんを起こして逃げたのちの手て筈はずを整えるため、市場の外にいたのだ。屋や根ね裏うらを伝ってこの騒そう動どうの中をやってきたのは、それなりにすごいことだろう。

「アイン、やっぱり来てたな。どうだ、調子は」

「まあまあだ。シーフォの姿が消えちまったな。ゼルマーダの息子がかばってたみたいだけど」

「ゼルマーダの息子が？」

　ことの経緯いきさつが分からなくて、ハービルは首を傾げた。そして、さもふと気づいたような素そ振ぶりで、

「そういえばアイン、おぬしの妹はどうした？」

「エイラン？　さあ、どうしただろうなあ」

「お、おぬし、それは兄として無責任ではあるまいかっ」

　吞のん気きに答えたアインに、焦あせってハービルは詰つめ寄った。それを見たヴェルレが、意味深な微笑ほほえみを浮かべると、

「ハービル、なにやら当人が一いつ緒しよのときとは態度が違うようだが」

　そう鎌かまをかけるが、ハービルはきょとんとして、

「なにが？」

　アインとヴェルレが顔を見合わせ、同時に吹きだした。ハービルはなぜ笑われたか理解できなくて、顔を真っ赤にして声をあげる。

「な、なんだ、変な笑い上げて」

「別にー。ヴェルレ、老師を帰した方がいい。しばらく安静にしておきな」

「分かった。では、我々は引きあげることにしよう。ハービル、みんなに伝えてこい」

　ヴェルレは軽々と老師を抱きあげると、ハービルに命令した。養父の様子がおかしいのを見てハービルは仰ぎよう天てんすると、

「おっしょさん、どうかしたのか」

「いや、年寄りには刺し激げきが強かっただけだ。だいじはないさ」

「そ、そうか。あ、いや、では、吾わが輩はいはアインと一いつ緒しよに残るよ。おっしょさんの代わりに見てなくては、あとで怒ど鳴なられる」

「娘むすめっ子が心配なんだろうに」

　ぼそっとヴェルレが言う。ハービルが怪け訝げんな面もちを向けると、よく見ておけと言ったんだよ、と空そら嘯うそぶいて去っていった。

「なんだ、ありゃあ」

　憮ぶ然ぜんとハービルは言って、それから不安げな顔をアインに向けた。

「しかし、刺激が強かったというが、なにかあったのか」

「まあな。刺激が強い理由は当人に聞くといい。じゃあ、俺、シーフォのところへ行くよ。ハービル、ちょっとエイランを捜さがしてきてくれ」

　面白そうな表情をつくって、アインは手をひらひらさせると群衆の中へ降りていった。あいかわらず飄ひよう々ひようとした男だった。




　少年は立ち尽くしていた。前から後ろから押おされ突つき飛ばされて、ともすれば倒たおれてしまうのをかろうじて保っている。自分から立っている意志はなかった。茫ぼう然ぜん自じ失しつのていで、人の流れに身を任せたきりだ。彼にすがりつく子供が、必死で流されないよう引っ張っている。

　少年の心はここになかった。

（またやってしまった）

（またあの力が出てしまった）

　自分の行為に驚おどろき、愕がく然ぜんとし、少年は自分自身におののいた。自分の知らない自分が内部にいる。そして、それは恐ろしい力を秘めているのだ。自分ではどうにもならない力を。

　また暴走させてしまった。

　意識は記き憶おくの中へと埋まい没ぼつする。

　あのときだった。父と母、そして弟の首が血しぶきをあげて飛んだとき。

　全身に火がついたようだった。胸の間に火がともり、体内で爆ばく発はつしたような衝しよう撃げきがあった。中身がはじけ、今まで肉と内臓によって圧迫されていたものが噴ふきでたような解放感があった。怒りと悲しみと憎ぞう悪おがそれを増長し、体に詰つまっていたものが何十倍にも膨ぼう張ちようする。猛たけ々だけしい意識が到来する。攻こう撃げきの意識。強烈な復ふく讐しゆうの心。

　死んでしまえ。お前たちも同じようにしてやる。

　そう念じた。族長の首を切り落として哄こう笑しようしていた彼らは、哄笑したまま、互いに斬きりあい始めた。神経がずたずたにされ、体が動かなくなるまで、彼らは相手の四し肢しを刻み、腹をえぐり、首を落とした。激しい同士打ちが少年の周りで起きた。あっというまに血と肉片の海ができた。

　自分がやらせたのだ。そう悟ったのは、累るい々るいたる死体のほかには誰もいなくなってからだ。眼前には酸さん鼻びをきわめる光景が広がっていた。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくとはかくやと思わせるものだった。まともに人の形をした死体は、少年の身内以外、なかったのだ。

　少年は吐はいた。自分がやらせたのだ。その思いが彼を内に閉じこめた。どうしていいのか分からず、途と方ほうに暮れた。ただ、この力は使ってはいけないのだ。それだけを理解して。

　だというのに、また使ってしまった。以前のように虐ぎやく殺さつは起こらなかったが、彼は自分の中の誰だれかが強烈な支配欲を持っているのに気づいた。これは意識を操あやつる力だったのだ。それはシーフォには衝しよう撃げきが強すぎた。残ざん虐ぎやくな心と激しい支配欲を持つもう一人の自分がいると知って、おびえ、恐れた。それを認めたくないがため、内に再び封ふうじ込こめるがため、自分さえも巻き込んで閉じこもってしまったのだ。

　だが、翠みどりから金に変色した双そう眸ぼうは未だ元の色を戻もどせず、少年は自分ではどうすることもできずにいた。少しでも気を許せば、再びどす黒いものが内から頭をもたげて、あの力を暴走させてしまう。彼は必死に戦った。

（助けて、母さん。助けて、おじいちゃん。父さん）

（助けて、カイン）

（助けて。どうすればいい）

（どうすれば）

（助けて──助けて！）

「シーフォ！」

　自分の名がストレートに頭の中に入ってきた。はっとシーフォが我に返ったとき、その瞳ひとみは元の優しい草原の彩いろどりを取り戻もどしていた。

　名を呼んだのはアインだった。人混ごみをかき分け、いつの間にか青年はシーフォの目の前に現れていた。痺しびれている舌で、しどろもどろと少年は言う。

「あ……アイン、どうしてここへ」

「作戦立案者は俺だよ。ちゃんと実行されてるか見み届とどける権利がある。さあ、脱だつ出しゆつだ。仲間は？」

　緊きん迫ぱくした様子もないアインにそう尋たずねられ、シーフォはようやく自分の立場を思いだした。慌あわてて場内を見回すと、どさくさに紛まぎれて逃にげだしたらしいケムルの仲間が、ラドンゴラを先頭に自分の方へ近寄ろうとしているのが、群衆の向こうに見えた。しかし、同時に、騒そう動どうを聞きつけた市の治安兵の一隊が、ドームに突とつ入にゆうしてくるのにも気がつく。治安兵はとりあえず逃とう亡ぼうする奴ど隷れいたちを片っ端ぱしから捕つかまえていた。彼らの方が先にケムルの仲間とぶつかるだろう。アインもそれを認めたようで、

「お、軍のお出ましだ。こりゃ、さっさとずらかるに限るな」

　吞のん気きな調子で言いながら、腰こしから慣なれた手つきで剣けんを抜ぬく。なにをするのかとポカンとしているシーフォの背を彼は叩たたくと、

「ほら、行きな。力を使いたくないんなら、自力でこの場を抜けきるんだ」

「アイン!?」

　なぜそのことを──そう尋ねようとしたときには、アインはゼルマーダの少年の手を引いて群衆の中に入り込んでいた。シーフォは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよし、意を決すると彼のあとに続いた。




「シーフォ！」

「エイラン、いいかげんにしろよな。もう関わるのはやめろっ」

「うるさいっ！」

　名を呼ぶたび心配しているのか、ただの嫉しつ妬とか、パケンがいちいち文句をつけるのに業ごうを煮にやしたエイランは一いつ喝かつする。それでも、なんやかんやと言いたてるのに、彼女ははたといい考えを思いついた。やにわにパケンの胸元を摑つかみ、

「やいパケン！　あたしのやることにいちゃもんつけるなら、てめえも敵だ。殺してやるっ！」

　不利な立場を逆さかさにとって、エイランは懐ふところ刀がたなをパケンに突つきつけた。こうすれば諦あきらめて帰るだろうと踏ふんだのだが、彼は慌あわてて首を振ふり、

「じょ、冗じよう談だん言うなよっ。俺おれはおまえの味方だぜ、いつだって」

　頭の痛い展てん開かいであるが、ここで言い争っている場合ではない。エイランは舌打ちすると、

「じゃあ、手伝いな。ほら、背中だせよ」

　パケンの返事も待たずに、少女は軽々とその背中に飛び上がり、身を乗りだした。

「お、よく見える見える。ひょろ長いのも便利なもんだね」

「うげっ、おまえ重いな」

「うらやましいだろー、ちゃんと三食とってるんだ……あれか」

　軽口を叩たたいていたエイランの声が深刻になった。目指す少年の金きん髪ぱつはやけに目立つ。渦うずの中心にいるし、まるで標ひよう的てきだ。あの暗示がきいているのか、誰も気に止めない様子だが、突入してきたばかりの憲けん兵ぺいたちが不ふ審しんがるかもしれない。

「あれ？」

　シーフォの行く先と憲兵たちの動きを追ったエイランに、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが漂ただよった。それを感じて訝いぶかったパケンが顔をあげる。彼女の視線は一点に吸いつけられ、そして、

「あれは──あれは、兄さん!?」

「うわわっ」

　エイランがいきなり大声を出したのに驚おどろいて、パケンの体がぐらりと傾かしいだ。その拍ひよう子しに少女の体が転げ落ちる。

「おっと」

　ちょうどやってきたハービルがエイランを受けとめたが、いかんせん、瘦やせぎすの彼である、支えきれずに二人して倒たおれこむ。

「むう。エイラン、大だい丈じよう夫ぶか」

「怪け我がなかったか、エイラン！」

　ハービルとパケンが一いつ斉せいに少女に声をかけた。そして、二人の視線が絡からみあう。

（なんだ、こいつ）

　同時に、二人して同じことを思う。険けん悪あくな面もちで互いを睨にらむ二人を、しかしながら、エイランはまったく無視し、愕がく然ぜんとしていた。

　彼女が見たものは、憲兵たちとやりあっている兄の姿だった。温厚で、象ぞう牙げ細ざい工くという繊せん細さいな職について将来も有望視されている兄が、こともあろうに剣けんを振ふり回し、街の治安兵とやりあっているだなんて、エイランには信じられなかった。手は命だ。怪我でもして神経が切れたら細工師は失業する。いや、それより。

「兄さんが……アイン兄さんが、剣を……あの兄さんが……なんで？」

「エイラン？」

　茫ぼう然ぜんとしているエイランを訝って、男二人が覗のぞきこむ。

　アインは軽々と、いかにも扱あつかい慣なれている調子で剣を振り回していた。

「なんで……なんで、なんでさ！」

　そう叫さけんだ瞬しゆん間かん、エイランは眼前のパケンに顔面ストレートのパンチを食らわせていた。不意を突つかれて、そのまま卒そつ倒とうするパケン。

「お、おい、エイラン」

「なんでよ、兄さん！　なんでそんなことしてるの！」

　暴あばれだした彼女を押さえようとしたハービルに、今度は右フックを決める。ぐう、と唸うなって青年はうずくまった。怒りを無む意い識しきのうちにぶつけてしまった二人を省る素そ振ぶりもなく、少女は立ち上がった。

「どうして!?　あたしがなんのために売人なんかやってたと思ってるの!?　兄さんの重荷にならないようにしてたからじゃないか。兄さんにはまっとーな仕事をしてもらいたかったからじゃないか。兄さんはいつも立派でいてほしかったのに。表の人間でいてほしかったのに。それなのに、兄さんのばかあっ！」

　辺りかまわず怒ど鳴なりつけると、エイランは闇やみ雲くもに人混ごみへと突つっ込こんだ。突然のことに仰ぎよう天てんしていたパケンとハービルが、慌あわててあとを追う。

「エイラン、待てよ！」

「おいっ、アインはそっちではないぞ！」

　くっついてくるハービルを、ギッとパケンが睨にらむ。

「やいっ、てめえはなんだっ、エイランになんの用だっ」

「吾わが輩はいはアインに頼たのまれたのだ、おぬしこそなんだ」

「エイランは俺の女だ！　口出し無用っ」

「女あ？　冗じよう談だん言うな、あれが女か」

「人の女の悪口言うな、こいつめ！」

「うぎゃあっ、髪かみを摑つかむなっ」

　ぎゃあぎゃあと騒さわいでいる間に、二人はエイランを見失ってしまった。慌てて捜さがすが、影かげも形もない。

「むむっ、しかたあるまい、アインの元へ行くか」

「あっ、そーだっ。俺はお兄さんのとこへ行くつもりだったんだ」

　どこまでも一いつ緒しよに行動する羽目になるパケンとハービルだった。

　そのアインは、エイランが見たとおり、鮮あざやかな太刀さばきで向かってくる憲けん兵ぺいたちをあしらっていた。相手に怪我をさせる様子がないのも、その腕が確かなものである証しよう拠こだ。

「ア、アイン、きさま、我々に刃向かう気かっ」

　兵士が息を切らしながら怒ど鳴なりつける。五人がかりで歯がたたない。アインは剣を振り回しながら、あいかわらず瓢ひよう然ぜんと、

「いや、そういうつもりはないけど。こいつら捕つかまえないでくれると嬉うれしいんだがなあ」

「い、一般奴ど隷れいの逃とう亡ぼうを手伝うなんて、ゆ、許されんぞっ。国家の信用問題に関わる。ソゾンは常に中立の立場を」

「まあ、いいじゃないか。ちょっとあんたたちが目を瞑つぶってくれればいいんだ。そしたら、臨時兵にでもなってやるからさあ」

「ふ、ふざけるなっ！」

　かねてからの勧かん誘ゆうを受けるアインの言葉を、逆上している憲けん兵ぺいは一いつ蹴しゆうした。あらら、とアインは肩をすくめる。その隙すきをついてきたところを狙ねらって相手の剣を跳はねあげ、彼は鳩尾みずおちに蹴けりを入れた。ぐっと呻うめいて憲兵が屈かがんだところを突つき飛ばすと、周囲の人間もろとも横倒しになる。

「これで貸し借りなしだ。それじゃあな」

　アインは手を振ふると、人の山に埋うもれた憲兵を置いてシーフォの元へ戻もどった。少年はようやく仲間と合流したところだった。

「シーフォ！　生きておりましたかっ」

「ラドンゴラ！」

　歓かん喜きの声をあげて、シーフォは白髪しらがまじりの偉い丈じよう夫ふの腕に飛び込こんだ。彼も全身で喜びを表して、

「見たことのある姿だと思い、もしやとみんなを連れてやってきましたが、いや、本物でしたな。よかった、これでケムルも再さい興こうできる」

「人数が足りないようだけど」

「半分は船に残されました。ご安心を、今ごろは向こうでも反乱を起こしている予定です。ちょうどいいタイミングでしたな」

「分かった。ラドンゴラ、おまえの封ふう印いんを解く。鏡かがみは？」

「首にありますぞ」

　期待に満ちた仲間の視線を一身に集め、シーフォはラドンゴラの背に回ると、太い首に両手を押しつけた。そして、なにやらぶつぶつ呟つぶやき、気合いとともに爪つめを盆ぼんの窪くぼにたてる。

　群衆は一人とてシーフォに一片の興味も示さないようになっていたが、もし、この光景を見たら驚きよう愕がくの悲鳴をあげただろう。シーフォの白い手はずぶりと男の首に埋うまり、中を少し探さぐったあと、ぞろりといういやな音を立てて引き抜ぬかれた。むろん、男の首には傷はなく、少年の手には掌てのひらサイズの円えん盤ばんが握にぎられていた。

　その途と端たん、こぼれでるようにラドンゴラの口から、ちらりとオレンジ色の蛇へびのようなものが現れて引っ込む。

「ラドン、気をつけてね」

「まかしてください」

　力強くラドンゴラは頷うなずくと、大きく息を吸った。そして、空に向かって勢いよく吐はき出すと、こともあろうに、ぼわっ！　と炎ほのおまでもが飛び出すではないか。火は宙を焦こがし、三メートルも伸びた。これには収しゆう拾しゆうのつかないくらい混乱していた場内も静まり返り、啞あ然ぜんとその芸を見つめる。

「ははは。一ケ月分たまっておりますからなあ」

　豪ごう快かいに笑って、ラドンゴラは続けざまに火を噴ふいた。炎が渦うずを巻いて飛ぶ。

『火を吹く男』の登場だった。

　呆ぼう然ぜんとしていた人々は、たちまちパニックに陥おちいった。もはや人間業わざではない。いっそうの大混乱になって、彼らの周囲から蜘く蛛もの子を散らしたように逃にげていく。

「シーフォ」

　ぽかんとしたままの子供の手を引きながら、アインが駆かけ寄ってきた。

「シーフォ、まずはここを出ろ。北に向かって海岸線に沿って走れば町外れで砂浜が終わる。そこまで走れ！」

「アインは!?」

「俺もあとからすぐに行く。ほら」

　ぽん、と再びアインがシーフォの背を押しだした。少年はなにか言いたそうにアインを見つめたが、すぐに頷うなずくと、仲間に合図して出口に向かって走りだした。




　火を吹く男を真ん中にした一団が北門に移動し始めたころ。

　市議会議員のケツアル・タゴールは買人としてここにいて、騒さわぎに巻き込まれたが、ようやく治安兵一隊と合流し、態勢を立て直すことができた。まずはともあれ、このばか騒ぎから抜け出さなければならない。こんなところで噂うわさ好きの知人に見つかったら、新しい愛人を手にいれたことが妻にばれてしまう。隠おん密みつに来ていたのが台なしだ。多少の犠ぎ牲せいはあっても、憲けん兵ぺいを使って中央突とつ破ぱを試みようとしたとき、その太った体に激突してきた者がいた。

　エイランである。彼女はその突きでた腹に弾はじかれ倒たおれたが、ケツアルもひっくり返り、亀かめのように四し肢しをばたつかせて起きあがれなかった。憲兵たちの失笑を買いながら助け起こされたケツアルは、恥はじと怒りに紅潮してがなりたてた。

「な、なにをする！」

「ばかああっ！」

　ところがエイランは、兄に対して未だに憤ふん慨がいしていたのだ。周りのことなど目にも入らない様子で、ぼかぼかとケツアルを叩きながら、

「ばかばかばかばかーっ！」

　いきなり見も知らぬ少女にばか扱いされて、短気な貴族はさらに顔を赤黒く染そめた。

「き、きさま、平民のくせにわしを侮ぶ辱じよくする気か！　許せん！」

　そう怒ど鳴なって、お飾かざり程度に帯びていた細い剣けんを抜ぬいたときだった。

　ひょいとエイランは抱き上げられた。体の異状にふっと我に返ると、間近にヴェルレ・タゴールの端たん正せいな顔があって、少女もぼっと紅潮した。

「父上、善良な市民をむやみに斬きられては困りますね」

「ヴェ、ヴェルレ！」

　息子の嘲あざけるような笑みに、うっとケツアルはひるんだ。彼は血を分けたこの息子が苦手だった。性格も容姿も、自分にまったく似ていないときている。そこへ、この場にいることを見られた弱みを握にぎられてしまった。あの強きよう妻さいの実の子供なだけに、よけい立場が悪い。

「ふ、ふん。少し脅おどかしただけだ」

　ケツアルは顔を引きつらせ、剣を鞘さやに戻もどした。それからうろんげに息子を眺ながめて、

「おまえ、なんでこんなところにいる」

「お師さまのところが近くですからね。なにごとかと覗のぞきにきたんですよ。この少女は友人の妹で売人なのです。よかった、ぶじで」

　詰つまるところ、ヴェルレはこの役目のために赴いていたのだ。貴族である権限を使って仲間の安全を確保するために。

「それより、父上。一番乗りで駆けつけたようですね。仕事以外でも市に尽くす心意気、息子として誇ほこらしいことです。それとも、ここに始めからいたとか？　まさか、娼しよう婦ふ奴ど隷れいを見にきたなんてことはありませんよね」

　にやりと挑ちよう戦せん的な笑いを浮うかべるヴェルレ。そのやりとりを聞いていた憲けん兵ぺいたちが、くすくすと笑う。ケツアルの女好きは巷ちまたでも有名なのだ。そんなところだけこの親子は似ていた。

　息子にやりこめられてケツアルがぐうの音もでない間に、火吹きの一団がドームを出ていく。それをヴェルレは確かめると、

「それでは父上」

　一礼して、ヴェルレはエイランを抱いたまま父親の前から立ち去った。やっと追いついたハービルとパケンも彼に続く。

「ヴェ、ヴェルレさん」

「ロチプ岬みさきの下だ」

　おずおずと呼びかけたエイランに、ヴェルレは口早に伝えると、そのまま駆かけだした。

「ロチプ岬でアインもシーフォも待っている。ハービル、走るぞ」

「ほいよ。むっ、おぬしはついてこんでいいっ」

「うるせえっ。エイランの行くとこなら、どぉこまぁでもぉー」

　今度は反対の立場になったパケンは、ハービルに邪じや険けんに扱あつかわれるのに歌を歌って対抗するのだった。

　エイランはヴェルレの腕の中で、胸がどきどき高鳴って苦しいと思っていた。だが、今の彼女にはそれがどうしてなのか、見当もつかなかった。
















　第二章　レムダリア河
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　ちゃぷちゃぷちゃぷ。遠くで水しぶきの音が聞こえる。意識は夢ゆめの中へ今にも埋まい没ぼつしそうだった。うつらうつらしている眠り端ばなと目覚めの手前、夢とうつつの狭はざ間まにいるとき、それは聞こえてくる。ほら、今も。水のゆらぐ音に交じって。

（オイデ）

（オイデ。私ノ元ニ）

（ココヘ。ココヘオイデ）

（オマエヲ待ッテイル。私ノカワイイオマエ）

（オマエガ私ヲ──スルノダ）

　暗示をかけるように、同じフレーズが繰くり返し聞こえる。おいで。おまえを待っている。

（誰だれだ？）

（ぼくを呼ぶのは誰だ？）

　シーフォは判断力を手放すまいと必死に頑がん張ばった。物心ついたときからこの声は聞こえていた。だが、家の外の鳥のさえずりを気にしないように、たゆとう海の音が耳につかないように、少年はそれを意識したことはなかった。

　しかし、これは──あの声と似ている。

　自分のうちにいる、支配欲と残ざん虐ぎやく性を持ったあれと、声が似ている。

　それに気づいたのは、この船に乗ってからだった。大河レムダリアをさかのぼるようになってから、海とは違う水の流れの音が耳につき、眠りに変調が起きた。夢うつつの記き憶おくがはっきりしてきたのだ。

（同じ声なのだろうか）

　そこまで判然とはしない。だが、自分が河をさかのぼるのを決心したのはこの声のせいだと、彼ははっきり自覚していた。

（確かめなければ。現実を見み据すえなくては）

　そうして、少年は混こん濁だくの中へと沈んでいくのだった。




　エイランはみなもに手を伸のばしながら、ぼんやりと座りこんでいた。

　ソゾン市を出てからはや三日目。レムダリアの河かわ幅はばもかなり狭くなったとはいえ、まだまだ広大な面積を保っている。水量も豊かで、その上を商船や漁をする小舟、同じ平ひら船ぶねなど様々な船が行き交っていた。

　平船と呼ばれるこの乗り合い船は、レムダリア河流りゆう域いきを旅する人々にとってもっとも手軽な交通手段である。大きな筏いかだに屋根をかけ、羊の皮の浮うき袋ぶくろを底にくくりつけただけの簡単な構造であるが、レムダリアの緩かん慢まんな流れにはそれで充分なのだ。漕こぎ手は十余人。要よう所しよ要所の駅で人員交代しながら、上流までさかのぼる。レムダリア流域条約で平船の乗客はいかなる国家の法にも縛しばられないという点に目をつけ、彼女たちは乗り込こんだ。そして、三日が経たとうとしている。

　船は大陸内部の乾かん燥そう域いきへと入りかけている。土の色が変わり、すれ違う人々の顔つきが変わり、聞きなれない言葉が混じりだす。同じレムダリア河でつながれていても、ここは確かに異い邦ほうの地であることを改めて認識させられる。ソゾンから離れたことのなかったエイランにとって、こんな遠くまでくるのは初めてのことだった。単調な船旅が三日続いたとはいえ、いつもの彼女なら好奇心の塊かたまりとなってはしゃいでいるはずなのだ。

　だが、心は晴れない。頭は散さん漫まんとして、気力が萎なえている。

　そもそも、レムダリア河をさかのぼるはめになったのは、シーフォが再びとんでもないことを言いだしたからだった。

　一週間前、奴ど隷れい市場に騒そう乱らんを起こした日のことだ。逃にげ落ちた岬みさきでケムルの人々は残りの仲間と合流し、なにはともあれ解放作戦は成功した。そこでエイランたちの役目は終わりだった。シーフォは仲間とともに島へ戻もどり、族長の地位を継つぐ──もの、と誰もが思っていた。ところがどっこい、

「ぼくは族長にはならないし、島にも戻らないよ」

　などと当の本人が言いだしたのだ。族長の次に権力を持つらしき『火を吹く男』が慌あわてて説得したが、彼は頑がんとして聞き入れなかった。あののほほんとした少年のどこに、こんな固い意志があったのかと、エイランは驚おどろいたものだった。

「神の子たるおまえさまがおらんでは、ケムルはどうすればいいんですか」

「いやだな、ぼくが生まれる前からケムルはあったんだよ。大だい丈じよう夫ぶ、うまくやっていける」

　ラドンゴラがすがりついたとき、シーフォはそう言った。あっさりとした口く調ちようだった。

（この子は自分のことを知っている）

　だから、エイランは言いたかった。シーフォに言いたくてたまらない言葉があった。

「し、しかし、我々を見捨ててまで、シーフォはなにがしたいと言うのですか」

「ぼくはカインを捜さがす」

　シーフォがそう断言すると、ケムルの人々がはっと息を吞のんだ。どうやら、謎なぞの男カインについては村では禁きん句くだったらしい。その彼を捜すと、シーフォは言った。

「父さんの遺ゆい言ごんはカインを捜せだった。ぼくはその言葉に従う。それに、どっちにしろ彼にはいつか会わなければならないんだから」

「……すまない、シーフォ。愚おろかな息子のためにおまえさまを煩わずらわせて」

　ラドンゴラはうなだれて悄しよう然ぜんと言った。そのとき、まったくの傍ぼう観かん者しやを決め込んでいたアインが口を狭はさんだ。

「あんた、アミュールの末まつ裔えいだな」

「兄さん？」

「火吹きの司つかさ──荒こう神じんかなにかの血を受け継いでいるはずだ。アミュール・トルスの末期、多くのアミュールがフェシア神から逃れるために東へ流れていったという。メラミ諸島へ渡った家系があってもおかしくない」

　訝いぶかるエイランを無視して、アインは淡たん々たんと言った。ラドンゴラはまっすぐ自分の息子と変わらない年の青年を見つめ、そして、

「確かに、私の祖先は西の大陸から海を渡ってきた。祖先は海神さまと同じ神に連なる者とも伝えられている。おまえの言うことは正しいのかもしれない」

「どういうことだ？」

　アミュールと聞いては黙だまっていられず、ハービルがアインに尋たずねる。

「エルヴィラは適当にシーフォをケムルに流したわけではないということさ。アミュールの血は呼びあうんだよ。排はい他た的にな」

「では、カインという男もアミュールの末まつ裔えいということか」

　ほほう、とハービルは腕うでを組んでなにやら考えだした。シーフォは再び言った。

「ぼくはカインを捜さがしにいく。きっと彼なら、カリミアへぼくが行かなくてはならない理由を知っているはず。だから、一いつ緒しよには帰らないよ」

　ケムルの人々はシーフォを連れて帰るのを諦あきらめた。少年の思いもよらない固い意志と、カインという存在、そして、あの、人々を否いや応おうなしに屈服させる力──それらの前に、彼らは反論できなかった。

　そして、シーフォはカインという名の男を捜すことになった。四年前に島から消えた若者の足取りは、大陸へ向かったということしか分かっていなかったが、なにせ、火を吹く男である。その線で情報を集められるはずだ。現に二日後、ヴェルレ・タゴールが持ってきた情報には、火を吹く男の噂うわさが含まれていた。なんでも、レムダリア河上流で出没する河か賊ぞくの頭にそんな人物がいるらしいというのだ。すると、アインが、

「シーフォは大陸には不ふ慣なれだろう。俺おれがついていってやるよ」

　そんなことを言いだした。騒そう乱らんの一件でソゾンにいづらくなったから、ほとぼりが冷めるのを待つためだと説明するが、彼はエイランに聞いたのだ、一いつ緒しよにくるか、と。

　自分の道は自分で行くタイプのアインが、同行を尋たずねたのだ。エイランは言いようのない不安に襲おそわれ、二つ返事で頷うなずいた。もしかしたら、そのままどこかへ行ってしまって、二度と会えなくなるのではないか。その不安だった。住み慣なれた街まちだったが、兄と引き換かえにするほどのものでもなかった。

（兄さん、あたしを置いていかないで）

　そして今、大河をシーフォと兄とともにさかのぼっている。カインの行方ゆくえを追って。

　兄といることを選んだのだ。なんの悔くいもないはずなのに、なぜ心が晴れないのだろう。エイランは我知らずため息をついた。

　と、そこへ、

「えっいらんっ。お食事だよーん」

　喜色満面でひょこいと現れたのはパケンだった。手には大きな葉で包まれた魚の白身の混ぜご飯を持っている。

　そう、この平船にはパケンはおろか、ハービルとサジリ、ついでにゼルマーダの息子オリクルドまでが乗っているのだ。サジリはケムル族の代表として、ちゃんとシーフォを島に連れ帰る役目を担っているから分かるとして、あとの三人はなんだというのだろう。

「いやはや、おっしょさんが吾わが輩はいにもう一人のアミュールの末裔を見てこいと言うのだ。シーフォのこともずいぶん気にしておったぞ」

　そうほざいて、ハービルはひょこひょこついてきた。オリクルドは自分を助けてくれたシーフォ及びアインを尊敬のまなざしで見て、身の置き場がないとくっついてくるし、パケンに至っては、

「お、お兄さんっ、エイランを俺にください！」

「エイランがいいって言うなら、好きにしていいよ」

　などとアインの了解を得た上で、俺は婚こん約やく者しやだと威い張ばりくさってついてくる。しかし、平船に乗る手回しをしたのはパケンなので、強く追い払えないのがまた問題だった。

（あーあ、どうせならヴェルレ・タゴールあたりがついてきたらよかったのに）

　そう考えたあとに、しかし、一体なにがよかったんだとエイランは自問する。束つかの間まの恋だったと彼女が気づくのは、まだまだ先のことのようだった。

「エイラーン。なに考えてんだよ」

　撫ぶ然ぜんとパケンが言うと、エイランは不ふ機き嫌げんな面もちのまま、体を起こして、

「別に……あのじいさんのこと、考えてたんだ」

　なにげなく口をついて出てきた台詞せりふは、ヴェルレ・タゴールからの連想だった。火を操あやつる河か賊ぞくの情報を持ってきたさい、青年貴族は老師クジ・クシナの身上を、なぜあれほどまでおびえていたのかを語っていったのだ。

「あー、例の、目に見える神々を信しん奉ぽうしてるっつーじいさんか」

　うさんくさそうにパケンは応える。彼は老師とはまったく関わりのない人間だったが、なにせ語られた場所がパケンの家だったから、話を一いつ緒しよに聞いていたのだ。エイランには騒そう乱らんの容よう疑ぎはかからなかったが、憲けん兵ぺいとやりあったアインは市から目をつけられていた。よって、ヴェルレが裏でうまく処理する間、彼らはパケンの家に匿かくまわれていた。

「ばか、信奉してるんじゃないって言ってただろ」

　むしろ、その反対だったのだ。ヴェルレ・タゴールは言った。

「お師さまの故郷は遠く、南の大陸にあるアジャンダという王国なのだ。むろん、いにしえには太陽神国の支配下にあった土地で、今でも太陽信仰の盛んな国家だそうだよ。お師さまもまた、ラー・カレディア神を崇あがめる信徒の一人だった。村を逃のがれるまでは」

「村を逃れる？」

「そう。アジャンダの太陽神の神しん殿でんには、『太陽の処女宮』と呼ばれる十五歳以下の選ばれた乙女を集めた館やかたがあってね、彼女たちは戦争時には兵士を鼓こ舞ぶしたり、神官の聖せい衣いを織ったり神み酒きを作る役目を担になっているそうなんだ。そして、王に気に入られた者が王宮に招かれ、愛人となるシステムらしい」

「なんだそれ。つまりは全国各地にある王さまのハーレムってことか」

「ありていに言えばな。まあ、全員が大奥に入るわけではないし、彼女たちは神に奉仕する準巫み女こといったものらしい。だから、太陽の処女に選ばれることはたいへん名誉なことであり、娘むすめを出した村は報ほう奨しよう金きんを授かって、それで村全体が十年食べていけたそうだ。反面、乙女は厳しい掟おきてに縛しばられることになり、王以外の男との接せつ触しよくはご法はつ度と、非常に厳しく純潔を要求される」

「じゃあ、太陽の処女に手を出したらどうなるんだ」

「二人の髪かみを結んで木から吊り下げ、首から下を地中に埋うめるんだ。そして、その周りを神官たちが何十人と歩き回って圧死させる」

「やけに生なま々なましいな」

「お師さまがそれを見たからだ。これはハービルは知らないことだ。私の母は知ってのとおり、前の市議会議長の娘でね、お師さまがソゾンに流れてきたとき、事情を祖父に全部語ってきかせ、保護を得たのだ。だから、私は知っているのだが」

「極きよつ刑けいを受けたのは老師の身内なんだな」

「ああ。一人娘だったらしい。相手は見も知らぬ外国人──処しよ罰ばつはそれだけではすまないのだよ、その家族も生まれでた村も、動物、鼠ねずみ一匹すら逃さず処刑されて、村自体は完全に破は壊かいされ、跡あと形かたもなくなってしまう。太陽神の怒りに触ふれた罰ばつとして。お師さまは這ほう々ほうのていで逃にげだし、一人助かった。だから、お師さまは憎にくんでいるのだ、太陽神ラー・カレディアを。太陽の処女の制度を作った太陽王を」

　憎み、恐れ、おびえているのだ。ヴェルレ・タゴールはそう語った。アミュールの血を引くシーフォの前で。もしかしたら、太陽神の血を受けているかもしれない少年の前で。

　少年は黙だまってその話を聞いていた。その手は蒼そう白はくになるほど固く握にぎりしめられていたが、微び動どうだにせず、じっと聞いていた。

　でも、エイランは分かっていた。少年はすでに自分の道を見つけていることを。自分の運命から逃げずに立ち向かうと決心したことを。

（あんたは自分の力、知っていたの）

　岬みさきで先に着いていたシーフォの前に立つと同時に、エイランはそう聞いた。一いつ瞬しゆんにして少年の顔は蒼白になった。他人に知られたくないものを知られた動どう揺よう、軽けい蔑べつされるのでは、責められるのではないかというおびえ、あんな感情を持つ自分への羞しゆう恥ち、それらの感情がありありと浮うかんでいた。

「ちゃんと答えな！　知ってたの、知らなかったの！」

「し、知ってたっ」

　凝ぎよう然ぜんと立ち尽くしてなにも応えないシーフォにむっとしてエイランが一いつ喝かつすると、彼は弾はじかれたように答えた。それから、更に深い自じ己こ嫌けん悪おとおびえに、今にも泣きだしそうな顔を作り、これからぶつけられる非難と責めに首をすくめる。

　だが、エイランはそんなことはしなかった。ふわりと一つ年下の少年を優しく抱きしめた。不意のことに呆ぼう然ぜんとするシーフォに、

「だったら、辛つらかったんだね」

「あ……」

「あれに振ふり回されて、辛かったんだね。かわいそうに」

「ぼ、ぼくは……」

　なにか言いかけたが、少年は押おし黙だまってしまった。代わりに、抱きしめる肩かたから小こ刻きざみな震ふるえが伝わってくる。

　きっと、誰にも言えなかっただろう。

　きっと、隠かくして、自分すらからも隠して、忘れてしまおうと思っていたのだろう。だが、それではなんの解決にもならないのだ。逃げてはいけないのだ。

（これと同じ気持ちを以前、持ったことがある）

（ずっと昔、あれはいつだったか）

（いつ？　なんであたしがそんな気持ちになったことがあるのだろう）

「でも、あれはあんたなんだ。シーフォ自身なんだ。逃げることはできない、逃げちゃいけないんだ。真っ向から見み据すえて、戦うしかないんだ」

「真っ向から見据えて……」

「そうすれば勝てる。あれに勝てる。だって、自分自身なんだもの、自分のことは自分がよく知ってるんだもの。ね」

　エイランは微笑ほほえんだ。ふだんは兄にしか使わない優しい言葉遣づかいが、シーフォに対して自然に出てきた。今なら分かる、これは自分の意志で喋しやべっている。干かん渉しようはされていない。

　涙なみだで潤うるんだ翠みどりの双そう眸ぼうをまっすぐ向けて、シーフォはしばらくエイランを見つめた。それから、涙を拭ぬぐい、歪ゆがんだ笑みを見せた。彼女の言葉を受け入れた。

（仲間だ）

（この子はあたしの仲間だ）

　そうしてエイランは、少年を自分の仲間だと、初めて認めたのだ。

「はい、ムーダンの白身だよ、あーんっ」

　追つい憶おくに浸ひたっていたエイランは、パケンの手が鼻先に突つきつけられて我に返った。いつの間にか彼は隣となりに座っていて、愛いとしい恋人に手ずから飯を食べさせようとしていたのだ。ぎょっとなって、反射的にエイランはパケンを突き飛ばした。ごろごろと転がりながら、飯だけは死守するパケン。

「な、なんだよ、気持ち悪い！」

　エイランが真っ赤になって怒ど鳴なると、パケンは口を尖とがらせ、そして、

「いってーな、それが婚こん約やく者しやに対する態度かよ」

「誰だれが婚約者だっ、勝手に決めるな！」

「だっておまえ、ちっとも俺の気持ち、分かってくれないんだもん」

「誰が分かってたまるか」

「あ、ひどいな。俺、おまえのこと、ずーっと昔から好きだったのによ、全然気づいてくれないで兄さん兄さんって。そりゃ、たった二人の兄妹だからしょーもねーかもしんないけど、俺は傷ついてたんだぜ。やっとの思いでプロポーズしたのにかまってくれねーし」

　恨みがましい目つきでエイランを見上げる。なんだかいつもと調子がちがった。エイランは気は強いが、奥手も奥手、惚ほれた腫はれたの話にはてんでウブなのだ。パケンにそんなことを言われても反論する言葉が見つからず、おたおたとうろたえる。

「だ、だから、あたしは、その……」

　なんとかこの場から逃げようと弁明しだした、その隙すきをついて、

「なにっ、承知してくれるのかっ。エイラン、俺は最高に嬉うれしい！」

　やにわにパケンは跳とび起きてエイランに抱きつき、そのままずでんと押おし倒たおした。

「え？　えーっ？」

　唐とう突とつな展てん開かいに頭がついていかず、エイランは呆あつ気けにとられた声をあげる。だが、パケンはおかまいなしに、いけしゃあしゃあと、

「いやあ、おまえが渋ってたのは、やっぱり照れてたからかあ。俺たちの誤ご解かいと障しよう壁へきはたった今、きれいさっぱりきっかりはっきり取り除かれたのだ。うん、これで決まり。さあ、愛の交こう歓かんといこうじゃないか」

「な、なにが決まりだ！　きさま、なに考えてんだ、早くどけっ！　どかないと──あっ」

　最後の声はパケンの頭めがけて飛来してきた物に対してだった。みごとそれは命中し、パケンはがくんとつんのめった。

「姉あね御ごに手を出すな！」

　声変わりしていない甲かん高だかい少年の怒ど号ごうが飛んでくる。見ると、顔を紅潮させたオリクルド・ゼルマーダが、そのセピア色の目を三角にして佇たたずんでいる姿があった。パケンは頭をさすりながら、憮ぶ然ぜんと、

「いってえな、このガキは。ほら、子供には関係ないことなの、あっち行っておいで」

「やだっ！」

　頑がんとして『姉あね御ご』を守ろうと戦うつもりでいる。自己中心派のパケンでも、八歳の子供には強く出られなかった。不平たらたら体を起こし、生意気だぞとオリクルドの額を小こ突づく。そして、

「エイラン、そう心配すんなよ。アインはしっかりしてるって。そうそう道を踏ふみ外したりしない、俺おれが命張ってでも保証してやるから」

　そんなことを言うと、オリクルドの手を引いて慌あわてて行ってしまった。残されたエイランはしばらくぽかんとしていたが、どうやら彼が自分が塞ふさいでいるのは兄を懸け念ねんしてのことと誤ご解かいしているらしいと気づき、苦笑した。それから、包みを拾って立ち上がる。

（あいつ、心配してくれてるのかな）

　そして、もう一度くすりと笑うと、エイランは兄とシーフォのいる屋根の中へと向かった。すっと心が軽くなったようだった。

（ソゾンには未練はない、未練はないんだ）

　そう念じながら歩く。思いこみが心を支配してくれるのを望んで。

　途と中ちゆう、舳へ先さきで膝ひざを抱かかえて座り込こんでいるシーフォの弟サジリに気づいた。エイランは軽くなった心が少し重くなるのを感じ、眉まゆをひそめた。

　あれ以来、彼はシーフォとずっと行動を共にしているが、口数少なく、ああやってじっと座り込んでいることが多かった。彼女はシーフォと少年が再会したときのことを思いだした。二つに別れたケルム族が一つになったとき、シーフォはサジリをいち早く見つけて抱きついた。だが、サジリの方は、まるで信じられないものを見たような強こわばった顔になって、愕がく然ぜんと立ち尽くしていたのだ。死んだものとされていたから当たり前かもしれないが、あの表情はおびえのそれだ。

（気のせいかもしれないけど……）

　エイランは一いち抹まつの不安を抱きながらその場を離れた。

　アインとシーフォは剣けんの刃を研といでいた。少女は露ろ骨こつに顔をしかめる。アインが剣の使い手、しかもかなりの手足れであることは、すでに説明を受けている。高価な象ぞう牙げ細ざい工くを運ぶには、さまざまな盗とう賊ぞくを警けい戒かいしなければならない。傭よう兵へいは雇うが最後は自分で自分の身を守らなくてはならなかった。そのために剣を学んだのだと彼は言った。エイランは不ふ承しよう不ぶ承しよう認めたが、納なつ得とくいかないところもある。あの吞のん気きな兄さんが剣の使い手！　『こぎれいなハービル』ぐらい想そう像ぞうしがたい。

（一体、いつ、どこで、誰に教えてもらったのだろう）

　まるで包ほう丁ちようを研といでいるようなシーフォに、笑いながらアインがなにか言う。その光景を見て、ますますエイランは不ふ機き嫌げんになった。この一週間、すっかり二人は打ち解けあって、ひねもす一いつ緒しよにいてなにかやっているのだ。疎そ外がいされた気がして、愛する兄をとられた嫉しつ妬とをシーフォに抱いた。

　しかし、エイランに気づいたシーフォがにっこりと微笑ほほえむと、暗い思いが霧む散さんしてしまうから現金なものである。

「なにやってんのよ、兄さんもシーフォも」

　憮ぶ然ぜんとエイランが言うと、アインは手を休めずに、

「シーフォに剣の扱あつかい方を教えてるんだ」

「魚でもさばこうっていうの」

　そうからかうと、いずれはな、と間ま抜ぬけな返事がきたので興きようざめしてしまった。白けているエイランに、シーフォが笑って説明する。

「アインが言うんだ。自分が強くなれば力を使わなくてもよくなるって。自分が強ければ、自分も守れるし、他人も守れるもの。教えてくれって頼たのんだのはぼくなんだ、そう目め鯨くじらたてて怒らないでよ」

「誰だれが目鯨たててるんだって」

　軽く怒ってみせてシーフォの頭をはたき、しかしながら、エイランは危ぶんでいた。

（それは違う気がする。それではなんの解決にもならない気がする）

（あれは自分自身なんだ。それは忘れたふり、ただの自分への欺ぎ瞞まんじゃないの）

（でも、兄さんの言うことが間ま違ちがってるなんて思えないし……）

　絶対的な兄への信しん頼らいがぐらついてきたことに気づかず、そのことを言うべきかどうか、エイランが腕うでを組んでうーんと唸ったときだった。ざわざわと船尾の方が騒さわぎだした。人が一方に集中したため船が傾かたむき、彼女はよろめく。

「どうしたんだろう」

　シーフォは立ち上がって、船尾の人ひと垣がきを眺ながめた。十数人の船員と乗客がなにかを取り囲んでいるようだ。少年はその形よい眉まゆをひそめた。

「亀かめか巨大魚が引っかかったんだろう。珍しいことじゃないさ」

　レムダリア上りを何度も経験しているアインが答える。河の生物が浮うき袋ぶくろの隙すき間まに引っかかって暴あばれることもあるのだと説明した。シーフォはじっとその集団を凝ぎよう視ししていたが、不意に顔を強こわばらせると、剣を投げ捨てて駆かけだした。

　人々の輪の中でのたうっていたのは、珍しいことにイルカだった。河と海を行き交いペールラベンダー色の肌はだを持つ、オルアンガイと呼ばれる河イルカだ。

「ひゃー、珍しいこって。オルアンだぜ」

「『案内人』が引っかかるとはなあ」

　賢かしこいオルアンガイ・イルカは下か流りゆう域いきに住む者から水先案内人とされている。彼らを目にするのは縁えん起ぎのいいことであり、幸せを運ぶ象しよう徴ちようでもあった。だが、その認識は河を遡さかのぼったとき、みごとに変化する。

「船長、こいつどうします？　河に戻もどします？」

「でも、『呼び声』でもあるしい」

「そうそう、魔ま女じよに惑まどわされて川にぼっちゃんじゃ、洒落しやれになりませんよ」

　中流域に入ると、イルカは船員を河に引き込む魔女の手先と早変わりする。そして、平船の船員はどちらの風習も自分の都合のいいように受け入れるものだった。

「退治しましょうや」

「そーだそーだ」

　がつんと水夫の一人がイルカのつややかな腹を足あし蹴げにした。キューッとオルアンガイは痛々しい悲鳴をあげる。退治、それはつまり『食う』ことだ。ソゾン市に近い村の出身の船長は苦い顔をしたが、満まん更ざらでもない様子だった。オルアンガイの肉はライラ王国では珍味とされているのだ。

「むう……」

　そう船長が唸うなったときだった。

「うわわっ!?」

　さきほどイルカを蹴けりつけた男が、すさまじい力に引き倒たおされて尻しり餅もちをついた。みなの視線がそこに集中する。人の垣かき根ねをぬって現れたのは、あの金きん髪ぱつ翠すい眼がんの美少年だった。彼が乗り込んだとき、船員の誰だれもが啞あ然ぜんとなったほどの上じよう玉だまだった。人のいい、天てん真しん爛らん漫まんな少年と思っていたが、今は驚きよう愕がくに目を見開き、怒りを全身で表している。一体どうしたのだろうかと訝いぶかった船長は、シーフォの瞳ひとみが草原色ではなく、萌もえ黄ぎ色を呈しているのに気がついた。

「キファ……」

　愕がく然ぜんとしながらシーフォはそう呟つぶやき、キュウキュウと泣くオルアンガイに歩み寄る。

「シーフォ？」

　観衆の一人に交じったエイランが、嫌いやな予感を抱きつつ声をかけた。なにごとかとパケンやハービルも顔を出している。シーフォはそれには応こたえないで、肩かたを小こ刻きざみに震ふるわせながら絞りだすように言う。

「あ、あなたたちはなんてことをするんだ。キファは海神さまの使い、神しん聖せいな動物だというのに。そのキファを、キファを食べようだなんて──あなたたちはなにを考えているんだ！　恥はじ知しらずめ！」

「うわああっ！」

　エイラン以下三名が、シーフォの声をかき消すごとく一いつ斉せいに喚わめいた。だが、彼女たちがかき消したかったのは少年の誹ひ謗ぼうの言葉ではない。ギッと水夫たちを睨にらみつけた、太陽の色を呈する双そう眸ぼうだった。

　太陽の色は、アミュールとしての本ほん性しようが無意識に現れた証。なにが起こるか分かったものではない。

「わー！　わー！　わーっ！」

　なんでもいいから騒さわいで三人は輪の中に飛び込み、シーフォを押おさえつけた。そして、そのまま連れだそうとするが、ものすごい力を奮ふるって少年は束そく縛ばくを切り放そうとする。

「放せ、放せえっ！　制裁してやる！」

「うわあっ、落ちつけ、落ちつけば分かる！」

「いててっ！　咬かみつくなっ」

「船長、早く！　早くイルカを河に戻もどしてよ！」

　悲鳴と怒ど号ごうをあげる三人の焦あせりようと、爛らん々らんと輝かがやく瞳の少年が放つ得体のしれない気迫に、水夫たちは慌あわててオルアンガイをレムダリアの流れに放してやった。

「シーフォ、落ちついてよ、落ちついて！」

　それでも興こう奮ふん冷めやらぬシーフォを必死で三人は押さえ、周囲の者はぽかんと成りゆきを見守っている。

　その屯たむろの外で。

「ありゃあ二重人格みたいなものだよ。さて、どう調教したものかな、白木」

　ひどく楽しげに、アインは砥と石いしを片づけながら呟つぶやいた。
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　少年はうなされていた。

（サジリ）

（サジリ。可愛かわいい子。震ふるえちゃって）

（おいで、サジリ）

（おいで……）

　幻げん聴ちようは始めは甘あまく、優しく、艶なまめかしい声で響ひびいてくる。次に、

（助けて！）

（待ってよ、サジリ！　あたしを自由にしてくれるんでしょ！）

　耳をつんざく悲鳴。恐きよう怖ふと怒りに彩いろどられた絶ぜつ叫きよう。そして。

（死ね）

（呪のろってやる）

（狂い死ね……）

　猛たけ々だけしさはない。怒りよりも冷たくおぞましい憎にくしみの声。呪いの響ひびき。

　怨おん念ねんに満ちた、どろどろの黒いわだかまりがあった。ぞろりぞろりと耳を塞ふさぎたくなるいやらしい音をたてながら、それは少年の足に絡からみついてくる。逃にげることはできない。

（逃げられやしないよ。逃のがしはしない）

（裏切り者。卑ひ怯きよう者もの）

　見捨ててきた女の怨おん霊りようとしか思えなかった。

　いつだったろうか、兄が血のつながったほんとうの兄ではないと知ったのは。ケムルの人間でない彼に族長の座を渡せるものか。族長になるのは自分だ、正当な後こう継けい者しやは自分なのだ。シーフォ兄さんになんか──

　その思いを遮さえぎるかのように。

（きさまなんか天地がひっくり返っても人の上に立てるもんか！）

「うわあああーっ！」

　突つき落とされる。わだかまりは底知れぬ穴と化し、サジリは奈な落らくの暗くら闇やみに陥おちいる。全身をとりまく不快感。苦しい。息ができない。

　気づくと、爛ただれて目も鼻も原型をとどめていないどろどろに崩くずれた女の顔が、暗闇一面に大きく映しだされている。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが醜みにくい首をさらに溶とかしていく。溶けた肉のしたたる手が、落下し続ける少年の肢し体たいを捕つかまえんと伸のびる。

　崩れかかった指先が触ふれる──

　ばっとサジリは顔を覆おおった。

（しかたがなかったんだ、ドゥルガー！）

（ああするしか、ああするしかなかったんだ！）

（俺おれは族長なんだ、死ぬわけにはいかなかったんだ！）

　にいっと、もはや裂さけ目でしかなくなった女の口が笑った。

「誰だれが族長だって？　族長はほら、そこにいるじゃないか」

　指し示す方向に佇たたずむのは、シーフォ。がらがらと、自分のうちのなにかが崩れていく。

（なんで、なんで生きてたんだ、シーフォ！）




　食べ慣なれぬ物を食べるものではない。そう教きよう訓くんを得たハービルだった。目の前の皿に積まれた魚の肉片がその教師である。白身で柔やわらか、意外とまろやかで味はまあまあ、確かに食べられる代しろ物ものではあった。口に残る生なま臭ぐささを抜ぬかせば。

「うえー……」

　その生臭さゆえに、なるはずのない船ふな酔よいになる者、四名。みな、ソゾンの生まれだ。

　刺さし身み。そもそもソゾンには魚を生で食べる習慣はない。それをシーフォが、オルアンガイ・イルカの事件で迷めい惑わくをかけたお詫わびだと、鮮あざやかな手さばきで魚をおろしたので、つい手をつけてしまったのだ。その結果がこれである。

「気持ち……わり」

　一口食べて放りだしたエイランさえ、死にそうな顔で完全にグロッキー状態だった。オリクルドも横になったきり動かない。対して、すでに吐はき終わって妙にすっきりした顔でいる奴やつもいる。

　そして、いくら食べても食べても、けろりんぱとして批評なんぞしている男もいた。

「なかなかまったりしていて、いけるじゃないか。特にこのたれはうまいよ」

　言わずとしれた、アインである。彼は偉い丈じよう夫ふであるとともに胃い丈じよう夫ぶでもあるのだろう。

「そう？　この味つけは父さんに教えてもらったんだ」

　さも嬉うれしそうに説明するシーフォ。周囲の惨さん劇げきは目に入らないようだ。主にこの二人と、そしてサジリが手を貸して、確実に刺身を減へらしているのだった。

　一仕事終えたシーフォは、結ゆわえた髪かみを解いていた。みなもを渡る風に一本一本の髪がなびき、太陽の光を浴びて輝かがやいている。対面していたアインは眩まぶしそうに目を細めた。

　やけにほのぼのとした雰ふん囲い気きがシーフォとアインの間に流れる。

（こやつら、見れば見るほど性格が似ておるな。性格が豹ひよう変へんするとこなんか、昔のアインに──うげー）

　ますます顔をくしゃくしゃにしているハービルなどおかまいなしで、シーフォは意を決したようにアインに這はいずりよった。

「ねえ、アイン、話があるんだけど」

「んあ？」

「あのね、ぼく、夢ゆめの中で──」

「げ──っ」

　会話を遮さえぎるように悲ひ惨さんな声が二人の背後でする。振ふり向くと、こらえきれなくなったハービルが河に胃の中身をぶちまけている姿があった。

「こ、こらっ、人の近くで吐はくんじゃねえっ」

　側にいたエイランが慌あわてて飛びずさる。やっと立ち直ってきたところなのに、他人のものを見て再び吐き気を催もよおすなんて冗じよう談だんではなかった。邪じや険けんに扱あつかわれたハービルは口をすすぐと、青白い顔を向けて恨うらめしそうに彼女を仰いだ。

「おぬし、女なんだからもうちょっと優しい言葉をかけられんのかね」

「あんたに優しくするいわれはねえよーっだ」

「そーだそーだっ」

　横あいからパケンが迎合する。手っとり早く自分から吐いたパケンは、自分はエイランにかまってもらえなかったのにこんな野郎になんか、と意気込んで喚わめいた。こんな調子で、この三人はソゾンを出て以来、ぎゃいぎゃいと騒さわいでいるのだ。見ている方はそれなりに楽しいが、当人たちは真しん剣けんである。

　エイランとパケンが手を組んでしまったので、ハービルはむっとなった。元げん凶きようたるシーフォがのほほんとしているのも癪しやくに触さわって、さっさと話題を変えることにした。

「それにしても、まったくとんだ神のお子さまだな、おぬしは」

　突然、自分に矛ほこ先さきが向いて、シーフォはきょとんとハービルを見つめる。彼は本能的に少年の方を見ずに喋しやべりだした。

「アミュールの末まつ裔えいだと知らなかったのはよいとして、自分の力も制御できないとは、ちと情けないではないか。力の性質も分からぬでは、いつ吾わが輩はいたちに危害が及ぶか知れたものではなかろう」

「…………」

　ハービルの冷たい言いぐさに、シーフォは押おし黙だまった。そうだ。今は関係ない人間や身内に危害を与えていないが、そうなってもおかしくはないのである。この力は相手を選ばない。いや、力を放出している間、選ぶ判断力が失われている。

（それは、まだまだぼくが未み熟じゆくだということだろうか）

（もっと強くならなければ。激情に押し流されないほど）

（強くならなければ。ぼくがぼくであるために）

（あれには負けない）

「元来、アミュールは力で民衆をねじ伏ふせてきたから、おぬしとて例外ではないのだろう。ましてや、おぬしはラー・カレディア神とフェリム・フェシア神の血筋、人の心を侵おかす魔ま力りよくを持ち備えているに違いない。が、しかし、世は太平、アミュール・トルスではないのだっ。そんな力は無用の長物、長持ちの奥にでもしまっておくべきだな、うん」

　自分の演説に酔よっているハービルを、シーフォはまなこを見開いて凝ぎよう視しした。

（人の心を侵す魔力！）

（それは、この力のことじゃないか──）

　少年は腰こしをあげて今の話を深く尋たずねようとしたが、それより早く、エイランの怒ど号ごうが飛んだ。

「ボロキレが図に乗るんじゃあねえっ！　パケン！」

「あいよっ」

　いきなりのことにぽかんとしているハービルを、天下の号令とばかりにパケンは担かつぎあげ、日頃の恨うらみも一いつ緒しよに河へ投げ捨てた。はでな水音がたち、しぶきが上がる。お世辞にもきれいとは言えないレムダリアの中でざばざばもがくハービルに、エイランは怒ど鳴なりつけた。

「なにも知らないくせに、言いたい放題言いやがって！　自分の方がよっぽど役たたずの大ばか野郎のくせに！　今度シーフォに文句つけたらあたしが承知しないからな！」

　少女のえらい剣けん幕まくに、水中のハービルはもがくのも忘れて啞あ然ぜんとしていた。

「まったく、なにやってんだか」

　アインは一笑してすましてしまったが、シーフォには笑いごとではなかった。憤ふん然ぜんと佇たたずむエイランに歩み寄ると、水からあがろうとしているハービルに手を貸す。彼女は驚おどろいた。

「シーフォっ？」

「ハービル、聞きたいことがあるんだ。さっき言ってた心を侵おかす魔ま力りよくというのは、その太陽神とフェシア神の血筋にしか現れないの？」

「そのとおり」

　甲かん板ぱんにあがったハービルは、げほげほと咳せきこみながら答える。ボロキレのようなマントは水を含んでさらにみすぼらしくなり、長い黒くろ髪かみはべったりと顔にまとわりついて一種近寄りがたい様相でいたが、青年は気にもとめず喋しやべりだした。

「人の心を侵すというのはだ、単に人を意のままに操あやつるなどという芸当とは、ちとわけが違うのだ。それぐらいなら、そんじょそこらの道士や霊れい能のう者しやでもやってのける。しかし、それは人に偽にせの心を植えつけるだけのものであって、ことあらば解けてしまうヤワな術じゆつだ。吾わが輩はいの言う人の心を侵すという芸当は、もっと高度な、心を本質から変えてしまうもので、当人は自分の心変わりに他人の干かん渉しようが存在するのを認めることもできない。自然な、自分の意志による変化だと感じる。いや、感じもしない。こんなことが可能なのは、アミュールでも相当の力の持ち主でなくてはできぬことなのだ。分かったか？」

　べらべらと饒じよう舌ぜつにハービルは説明する。さすがは塾じゆく生せい、といったところだ。

「じゃあ、その相当の力の持ち主が」

「そう、ラー・カレディア王以下側近の七、八人といったところだ。うち四人は王子フェリム・フェシアとともに太陽神国を出しゆつ奔ぽんしたアミュールなのだ。エルヴィラも含まれておるよ。まあ、その力ゆえに彼らは神と呼ばれるのであるが、アミュールは絶えて久しい。いくら末まつ裔えいとはいえ、純然たるアミュールでないおぬしには不可能なことだよ。わはは」

　乾かわいた笑いを飛ばすと、ハービルは盛大なくしゃみをした。自分の肩かたを抱いて、ぶるぶると震ふるえる。それを見たアインが呆あきれ口く調ちようで言う。

「そんな濡ぬれた格かつ好こうでいると、夏でも風か邪ぜひくぞ。ほら、俺の服貸してやるから」

「なっ？　い、いや、結構、申し出はありがたいが辞退させてもらう。吾が輩はこの格好がいちばん気に入っておるのだっ。向こうで勝手に乾かしてくる。うわっ、寄るでないっ。吾が輩の服に触さわるなっ」

　アインの言葉に意外にもハービルは狼ろう狽ばいし、慌あわてふためいた。しかし、たかだか服装のことで騒さわぐなと、象ぞう牙げ運びで鍛きたえた体にものを言わせてアインが屋根の下へと引きずっていく。瘦やせた青年は顔を赤くしたり青くしたり、諦あきらめ悪く四し肢しをばたつかせていたが、しょせんかなう相手ではなかった。

「なんだー、あいつ。おっかしーの」

　その様子を見ていたパケンがけらけら笑うが、シーフォとエイランはそれぞれ笑うどころではない心境だった。

（自分には不可能なこと）

（純粋なアミュールでない自分には）

　あの白い光。確かにあれはそうだった。ハービルが言うところの『人の心を侵おかす魔ま力りよく』だった。紛まがいようもない。エイランも認めている。不可能なはずなのに現実に可能だったのだ。一体、これはどういうことなのか。

　少女と少年は互いに見合わせた。どちらも戸と惑まどい、なにか言いたいが言葉が見つからないもどかしい面もちでいる。

（それは、つまり、シーフォが純粋なアミュールであるということ？）

（いや、たった今、アミュールは絶えて久しいと聞いたばかりじゃないか）

（エルヴィラ王家の者でさえ、純然たるアミュールではなかったのに）

　フェシアの子孫なら、すなわちエルヴィラ王家の末まつ裔えいである。まったくの矛む盾じゆんだ。

　だが、引っかかることが一つあった。

　最後のアミュールは転生する。それとともに新たなるアミュールの時代、新アミュール・トルスは訪おとずれる。

　老師クジ・クシナから聞いた予言が脳のう裏りによみがえる。最後のアミュールとはフェリム・フェシアのこと。彼は転生するのだ。再びこの世に戻もどってくるのだ。ハービルがシーフォを初めて見たとき、なんと言っていた？　フェシアの血を引く者、もしくは転生した当人かもしれない、と。まさか、それが真実をついていたなどというのではなかろうか。

　まさか。

（アミュールはどうして絶えたのだろう）

（なぜ、フェシア神は転生するのだろう）

（フェリム・フェシアとは一体、何者だったんだ）

（ぼくは一体、何者なんだ……）

「あいつのまともな格かつ好こうなんて想像できんよなー。へへっ、きっとチンドン屋みたいになるぜ、なあ、エイラン」

　パケンに名を呼ばれて、エイランは我に返った。

「あっ、なに？」

「なんだ、俺の話聞いてなかったのかよ。だから、あの野郎がまともな……」

　椰や楡ゆするパケンの声が尻しりつぼみになった。呆あつ気けにとられて少女の肩かたごしを凝ぎよう視ししている。訝いぶかるエイランが振り向いて見たものは、それこそ想像しがたかった『こぎれいなハービル』の姿だった。

　まったく、今までのボロキレのような身なりはどこへやら、すっきりした服を着て、うざったかった前まえ髪がみも切りとられ顔があらわになっている。ハービルはひどく情けなさそうな表情で、アインにどやしつけられながらやってきた。

　エイランは初めて青年の顔を見た。よもやあのボロキレからこんな整った顔の男が出現するとは思いもよらなかった。あまりの変わりように、しばらくぽかんと見つめていたが、

「やだ……びっくり。どーしちゃったの、どーしちゃったのよ、この顔はあ。ほんとにあんたの顔なの？」

「失礼な言いぐさだな、エイラン。それは吾わが輩はいをばかにしているように聞こえるが」

　憮ぶ然ぜんと、半分は照れながらハービルが言い返す。彼はいつものくせで前髪をかきあげようとしたが、悪友のばか力に有う無むを言わさず切られてしまったのを思いだし、行き場のなくなった手を宙ちゆうぶらりんにして戸惑う。エイランはえらくはしゃいでいた。

「なに言ってんの、褒ほめてやってんだよ！　あたし、あんたがこんなマトモな顔してるなんて夢ゆめにも思わなかった。ヴェルレ──ヴェルレ・タゴールにも負けないくらい、いい顔してるじゃない」

　なにを興こう奮ふんしているのか、大声で彼女は捲まくしたてる。こんなに手放しで褒めてもらえるとは思わず、気き難むずかしく口をへの字にしながらも、ハービルは耳みみ朶たぶまで真っ赤になった。

　それが面白いわけがない、自称エイランの婚こん約やく者しやパケンである。

「なんだよー、その言い方。俺おれにはそんなこと言ったことないじゃんか」

「あんた、自分が褒めてもらえるような顔してるとでも思ってるの？」

　そこまでは図々しくないだろうとエイランは先手を打つが、いけしゃあしゃあとパケンは大きく頷うなずいてみせた。うへえ、と閉口する少女に彼は詰つめ寄って、

「ずりーよ、ずりーよ！」

「ええい、うるさいっ。この自じ意い識しき過か剰じよう男がっ！」

　巧みに二人だけの世界にはまっていく。話題の中心人物なのにいつの間にか疎そ外がいされて、ハービルはわびしくなった。ここが『幼なじみ』と『兄の親友』の違いなのだ、そう思い知らされる。

「そんな美び貌ぼうをなんでおまえは隠かくしていたのだ？」

　甲かん高だかい、高飛車な口く調ちようで尋たずねたのはオリクルドだった。始めは腹だたしかったが、元貴族であり悪気はないのだと分かっているので、今では誰だれも気に止めない。彼は、子供らしい、ふしぎでしかたないといった面もちで聞く。

　ハービルが返事を渋っていると、代わりにアインが笑いながら答えた。

「こいつ、子供のころ娼しよう館かんに売り飛ばされたことがあるんだ。そのにがーい経験から、なまじ整った顔を持ってるとろくなことはないって、ああいう格かつ好こうをしてたんだよ。でも、そろそろ元に戻ってもいいころだぜ、ハービル」

「むむう」

　ハービルは唸うなった。オリクルドは自分も同じ目にあいかけたので、ひどく共感したようだ。しきりにハービルにとりついて、なんやかんやと尋ねている。おかげでシーフォは話の続きを聞きそびれてしまった。

「どうした、シーフォ」

　アインがぽんと頭を叩たたく。よほど残念そうな顔をしていたのだろう。少年は照れながら、

「アインはフェリム・フェシアがどんな人だったか知っている？」

「そうだなあ、最後のアミュールだろう。四人の供を連れて、父親の帝国を出しゆつ奔ぽんして北へと赴おもむいた。ほら、ここら辺の向こう岸はもうフェシアの帝国の版はん図とだ。水神エルヴィラ、風神カナ、大地の女神マリカ、医師カンパネルラ、四人のアミュールがそれぞれ王国を開かい闢びやくして、それをフェシアが束たばねた、とね」

「どうしてフェシアには個別の称号がないの？　エルヴィラは水神だし、父親のラー・カレディアは太陽神なんでしょう」

　ふと気づいてシーフォが尋ねると、アインは頭がいいなと褒めた。

「フェシア神はその力が感かん応のうするものが特定でなかったんだ。万物と感応できる、アミュールの中でも異い端たんの存在だったんだよ。しいて名づけるなら、万物神とでもいったところか。最後の最後でとびきりの奴が生まれてしまうんだからなあ、世の中って面白いよ」

「彼が最後のアミュールっていうけど、息子がいたんでしょう、エルヴィラと結けつ婚こんした。その人はアミュールではなかったの」

「そう。まず力が極きよく端たんに小さくなった。第二に、寿じゆ命みようが人と同じになってしまった。これはフェシアの誕生以降に生まれたアミュールの子供たちすべてに言えたことなんだ。つまり、種としての限界だったわけだな。滅ほろびる代わりに凡ぼん人じんに還かえったと。凡人といっても、けっこうな力を持っているわけだがね」

　シーフォのようにな、とアインは笑って言った。シーフォは笑う代わりに小さくため息をついた。

「それで、純粋な子し孫そんを残せなくなったアミュールはどうなったの」

「アミュールにだって寿命はある。みんな死んでおしまいさ。ただ、フェシアの下には医師カンパネルラがいたから、太陽神国を出た五人はけっこう長生きしたみたいだよ。でも、新興勢力との戦いでみんな死んでしまった。あとは血を受け継つぐ者が細々と残っているだけだ」

　淡々と語るアイン。シーフォはしばらく沈ちん思し黙もつ考こうのていでいたが、意を決したように顔をあげ、真しん摯しな瞳ひとみで青年を見て尋ねた。

「あのとき、ラドンゴラと話してたとき、確かアインは多くのアミュールがフェシアから逃のがれるために東へ流れていった、そう言ったよね。彼は一体なにをしたの」

　語気が強くなってしまうが、シーフォはどうしても聞かずにはいられなかった。一いつ瞬しゆん、アインの端たん正せいな顔が曇るが、すぐに緩んで、まいったなあと頭を搔かきながら笑った。それから周囲の注意が自分たちに向けられていないのを確かめると、

「聞かれてたならしかたないな。太陽神国はラー・カレディア王の寿命とともに崩ほう壊かいしたと、前にも言っただろう。神国は太陽神の巨大な庇ひ護ごの下にあった。だから、彼が死ぬと結界がなくなり、ここぞとばかりに自分たちに恨うらみがあるフェシアが襲しゆう撃げきしてくるものと思いこんで、アミュールたちは逃にげだしたんだよ」

「恨みがある？　それは国を出しゆつ奔ぽんしたということと関係があるの」

「ご名答。彼はね、愛した娘との結けつ婚こんを父王に許されなかったんだ。ほかのアミュールも迎合したはずだ。娘はアミュールでなかったし、フェシアは王の最愛の王子だった。そこで二人は手に手をとり、駈かけ落おちしたというわけだ。これが出奔の理由」

「でも、それじゃあ恨むほどのことでもない」

「むろん、それだけじゃないんだよ」

　アインはにっこりと、いつもと変わらぬ悠ゆう然ぜんたる笑みを浮うかべて続けた。

「彼の妻は殺されたんだ。父王とその部下に呪のろわれてね」

「！」

「フェシアは実際、襲撃したんだ。彼は妻を失ったときから気がふれていたらしくって、彼の美しい草原色の双そう眸ぼうは父王と同じトパーズと化してしまった。だから、フェシアの血を受け継ぐ者は、感情の激変とともに瞳がトパーズ色を呈するそうだよ」

　言葉の槍やりが胸に突つき刺ささり、鋭するどい痛みにシーフォは言葉を失った。まさか、そんな。まさか、ほんとうに。そんなフレーズが頭の中をぐるぐる回る。

　シーフォの胸中を知ってか知らずか、アインは平然とした面もちでさらに追い打ちをかけた。

「だから、フェシアは結界に封ふうじ込こめられたんだ。正気に戻もどるまで、カリミア皇帝に」

「カリミア皇帝!?」

　意外なところで出てきた単語に、シーフォは愕がく然ぜんとした。海神イアーナよりも水神エルヴィラよりも強大な力の持ち主であったという、フェリム・フェシアを封じ込めることができるとは、当時のカリミア皇帝とはどんな人物だったのだ。

　そして今、自分は同じカリミア皇帝の名を冠かんする人が治める国へ赴おもむこうとしている──

「ふむ、すっかり話し込んでしまった。そろそろ仕事しないとエイランに怒られるな。じゃあ」

　アインは世間話をしていたような調子で立ち上がると、荷物置き場の方へいってしまった。少年が茫ぼう然ぜん自じ失しつしているのもまったく無視する。

　そして、一部始終を見つめる視線があった。じっと、微び動どうだにせず、サジリは口を一文字に結んでシーフォを凝ぎよう視ししていた。一挙一動、その言葉を一つも漏もらさず見つめて。

　くくられた荷の中から鑿のみと象ぞう牙げの塊かたまりを取りだしながら、アインはのんびりと呟つぶやいた。

「白木、このままだと俺、覚醒させちゃうよ。いいの？　止めるなら今のうちだぞー」

　側そばには誰もいない。だから返事はこない。

　だが。

「あっ、そう。やっぱりだめ。おいしいところは自分で食べる気なんだな、あの人も。いいよ、分かった。別におまえのせいじゃないって。自じ重ちようするから」

　若者はさりとて残念がる気配もなく、仕事道具を広げて、鑿を振ふりあげた。




　その夜は月が西に傾かたむき始めるまで、シーフォは眠れなかった。毛布の上で寝返りをうつ。アインの話が次々と思いだされて、なかなか寝つけない。

　おそらく自分は、彼らの言うとおりアミュールの血を引いているのだろう。この力がなによりの証しよう拠こ。自覚はしていた、父や母と血はつながっていないことを。水神の導きで彼らに拾われたのだ。それはいい。

（父さんは知ってたのだろうか、ぼくがアミュールの末まつ裔えいだということを）

　でなければカリミアへ行けなどと、どうして言えよう。

　アミュールの伝説はメラミ諸島に伝わっていない。だが、イアーナがいるように、エルヴィラが知られているように、島民が知らないだけでアミュール勢力圏の中にいたのだ。だとすれば、父がフェシアの話を知っていたとしても、ふしぎはない。彼はケムルの長おさだったのだから。神話もより多く知っていたはず。

　気がふれたフェシアは、カリミア皇帝によって封ふうじ込こめられた。

（では、ぼくも封じられるためにカリミアへ行くのだろうか）

（力が暴走してしまう前に）

（ぼくのせいで誰だれかが傷つくのを見るのはとても辛い。でも、封じ込められるなんてごめんだ）

（それとも、カリミアならこの力をどうにかしてくれるのだろうか）

（この力を消してくれるのだろうか）

　消してもらえるならいいが閉じこめられるのはいやだと、シーフォはジレンマに陥おちいった。カリミアに行くべきなのだろうか、それともここで引き返し、ケムルに戻もどって約束された生活を営いとなむべきだろうか。

（まずはカインに会ってからだ、カインが知っている）

（カインがどうすればいいか知っている、教えてくれる）

（カイン……）

　四年前、突とつ如じよ島を出た兄同然だった青年に、シーフォは思いを馳はせた。カインはなにかを知っているはず。でなければ、いまわの際きわに父があんなこと、言うはずがない。あんな事件が起きるはずがない。

　あの事件の直後、カインが失しつ踪そうしたのはそのせいだ。彼はなにかを知ったのだ。

　アインに言わせれば、ラドンゴラもアミュールの末まつ裔えいだという。位の低い荒こう神じんの血筋だと言うが、ならば、その息子のカインもアミュールの血筋だ。自分と同じ。

（ぼくはどうしたらいいのだろう。ぼくには分からないことばかりだ）

（けれど、もうこの力を野放しにはしておけない。どうにかしなくては）

（強くならなければ。あの声に負けないぐらい、強くならなければ）

（ぼくは、負けたくなんか、ない）

　いつのまにか少年はうとうとしていた。意識が朦もう朧ろうとなり、眠りに入るとき独特の落下感が肢し体たいを襲おそう。

　そして、いつもの声が聞こえてくる。

（オイデ）

（オイデ、私ノ元ニ）

（オイデ。可愛かわいイ我ガ子ヨ）

「誰だ！」

　シーフォは怒ど鳴なった。そこにいる！　確信があった。たしかな存在感。バネのように跳とび起き、有う無むを言わさずそれを摑つかむ。

「きゃあっ！」

　悲鳴があがる。意外な声色にシーフォは声のぬしを見、そして啞あ然ぜんとした。

　そこにいたのは、まだ幼い少女だった。
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　シーフォはぽかんと立ち尽くした。彼がとっさに摑つかんだものは、白い、あと少しでも力をいれたら折れてしまいそうな華きや奢しやな腕うでだった。年のころは十歳ほどだろう。小さな顔に不つりあいな大きい目は、驚きよう愕がくに見開かれている。相手も呆ぼう然ぜんとしているのだ。

　可愛かわいい少女だった。子供特有の弾だん力りよくに満ちたピンクの肌はだ、円つぶらな双そう眸ぼう、頭の天辺で軽くまとめた長い髪かみ。ドレープのたくさん入った変わった衣をまとっている姿は、まるで妖よう精せいのようだ。そして、神しん秘ぴ的な色を呈する瞳ひとみがシーフォを釘くぎづけにした。それを何色と言えばいいのか、少年には分からなかった。しいて言うなら、藍あい色いろよりも濃こい、黒とは違う夜空の色だろうか。髪も同じ闇やみに染そまっている。

　シーフォは困こん惑わくした。こんな幼い少女が、夜な夜な自分を呼んでいたのだろうか。とても信じられなかった。ふっと手が緩ゆるんだ隙すきを少女は逃のがさなかった。

　油断したシーフォを突つき飛ばし、身を翻ひるがえして逃にげだす。だが、子供の足のうえにかさばる服が邪じや魔まをして、おたおたよたよた、走っているのかよろめいているのか区別がつかなかった。しりもちをついたシーフォは、その滑こつ稽けいさにむしょうに笑いたくなった。それから、やにわにここが現実の世界ではないと悟る。なぜならここは、少女と自分以外になにもない白の空間だったから。では、ここは夢ゆめの中なのだろうか。自分は夢の中で目が覚めたのだろうか。

　だが、ふつうの夢とは微び妙みように違う気がする。たしかにここは自分の意識の中だが、少女はまったく異い質しつだった。空間のあるじとしてそれを肌で感じる。他人の感かん触しよくだ。

　少し行ったところで、いきなり少女はなにかに弾はじき飛ばされて倒たおれた。べちんと平手を頰ほおにくらったような、威い勢せいのいい音がする。慌あわててシーフォは彼女に駆かけ寄った。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　助け起こしたシーフォが尋たずねても、少女は呆ぼう然ぜんと自分が弾き返された場所を凝ぎよう視しし、返答しなかった。信じられないといった表情で呟つぶやくには、

「うそお……どうして出られないの。そんな、そんな……」

　そして、張りつめた顔をくしゃんと崩くずすと、いきなり甲かん高だかい声をあげて泣きだしたのだ。シーフォはなにがなんだか分からなかったが、昔甘あまえん坊の末弟をあやした杵きね柄づかから、とりあえず少女を宥なだめることにした。

「どうしたの、いったい。なにか困ってるなら力になるよ」

「えーん、またばかにされちゃう。半人前だって笑われちゃう」

　シーフォの言葉も聞かず、その場に座りこんで少女はえぐえぐと泣き続ける。この現状にいちばん当とう惑わくしているのはシーフォだったが、彼女を責めるような真ま似ねはしなかった。

「落ちついて。ぼくはシーフォ。出られないって、ここはどこなんだい。きみは誰なんだ」

　その言葉を聞いて、取り乱していた少女は初めて我に返った。泣くのをやめて、シーフォをまじまじ見つめる。

「……なんで、あなたがここにいるの。それとも、私がここにいるのかしら」

「え？」

「たいへん！　殿下！　ユリアン殿下！」

　意味不明な言葉を呟つぶやくと、少女はやにわに声を張りあげた。落ち着きを取り戻もどした少女の声は、春呼び鳥のように澄すんだ響ひびきを持っていた。

（きれいな声だ）

　そう感動したのも束つかの間ま、突とつ如じよがくんと少女の小さなこうべが垂れる。

「きみ!?」

　首のはずれた人形のような動きに、シーフォは慌あわてて少女の肩を摑つかんだ。だが、彼女はなにごともなかったように、ゆっくりした動作で顔をあげた。そして、半眼でシーフォを見つめ、それからうっすらと微笑を浮かべる。途と端たん、幼い肢体から圧倒されんばかりの霊れい気きが噴ふきあがり、シーフォは思わずたじろいだ。

（人が変わった？）

　そうとしか考えられなかった。表情や雰ふん囲い気きが、べそをかいていた少女のものとは完全に異なる。心なしか顔つきは大人びて、少年のこれまでの人生では無縁だった気品と富ふう貴きの匂においさえ感じられた。近寄りがたい、神こう々ごうしいまでのなにかがそこにある。

「たいへん驚おどろかしてしまったようだ」

　語調や言葉遣づかいまでがらりと変わっていた。それは、とうてい十歳の子供がだせるものではなかった。他人を警けい戒かいしたことのないシーフォだが、今は無意識に身構えていた。少女にとってかわったものが自分の力の及ばない奴やつだと、体が──もう一人の自分が悟ったのだ。

（コレハ自分ニ従ウ人間デハナイ）

「あ、あなたは何者だ。その子をどうしたんだ……」

　シーフォは自分の喉のどが萎い縮しゆくしているのに気づいた。体が震ふるえているのも分かる。声のぬしは淡たん々たんと答えた。

「白木は私の忠実なるしもべ、心配することはない。きみに分かるように言えば、依より代しろになっていると思えばいい」

　白木──それが少女の名だという。では、現在、自分と会話を交わしているのは誰なのだ。ともすれば強大な霊気に臆おくしそうになる心を必死に抑おさえながら、シーフォは尋たずねた。

「あ、あなたが、ぼくを呼んでいたのか。夜な夜な呼んでいたのは、あなたなのか……」

「それは違う」

　そっけない言葉が少女の口から出た。

「それはきみの内なる声。血のなす声。我々はきみを視みていただけだ」

「見て……？　なぜ、ぼくを」

「それはきみがエルヴィラ王家の末まつ裔えいだからだ、シーフォ。そして我々、カリミア皇家にはきみを保護する義務と権利がある」

「カリミア！」

　シーフォは驚おどろきのあまり言葉を失った。カリミア。彼が赴おもむくはずの北の帝国。フェリム・フェシアを封ふうじ込こめたという一族の治める帝国。今、少女に憑ひよう依いしている人は、己おのれがカリミア皇家の者だと言うのだ。そして、その者は自分を視ていた、監かん視ししていたとも言う。なぜか。その疑問にあう答えを、少年は一つしか知らなかった。

「あ……あなたがたは、ぼくを、封ふうじこめにきたの」

「まさか。言ったであろう、カリミア皇家にはエルヴィラの末裔を保護する義務と権利があると。本来ならきみを見つけた時点で迎えを出してもよかったのだ。だが、きみはなにも知らない様子だったし、自分がアミュールの血筋であることを納なつ得とくしてもらわねば、父の二の舞だ。だから、きみが自分からカリミアに来るまで待つつもりだった。でも、白木では力不足だったようだな」

　少女は年長の者のように苦笑した。そこで初めて、シーフォは相手に人間らしさを感じた。張りつめていた緊きん張ちようがほぐれ、痺しびれていた頭が滑なめらかに回転を始める。

「あなたは誰なんです。その少女は何者なんですか」

「おや、名乗るのを忘れていたようだ。私は現カリミア皇こう帝ていダニウスの長子、カリミア皇太子でユリアンという。これはカリミアが誇ほこる『言葉使い』の一人、白木だ。潜せん在ざい能力は高いのだが、いかんせん、扱あつかう頭がまだ子供なので、きみの意識の中に取りこまれてしまった」

「カリミア皇太子……言葉使い……」

　シーフォは口の中で反はん芻すうする。『言葉使い』という単語には聞き覚えがなかった。それはともかく、皇太子ということは帝国の中ちゆう枢すう人物であることだ。そして、おそらく彼は、自分にまつわることを知っている。

　知っているのだ。

「ぼくは、自分がアミュールの末裔であることを納なつ得とくしました。だから、教えてください、なぜ、ぼくは、カリミアへ行かなければならないんですか」

「自分で力の制せい御ぎよもできない者に表をうろつかれても困るだろう？」

　平然と、シーフォがもっとも聞きたくなかった言葉を口にする。少年が真っ青になって立ちすくむのも気にせず、ユリアンは続けた。

「それはともかく、くどく言うが、我々はきみを保護する義務と、そして権利もあるのだ。だからきみはカリミアへ来なくてはならない。それが我が一族ときみの祖先の盟めい約やくなのだから」

「ぼくの、祖先？」

「エルヴィラの代理人だ。ほら、納得していないだろう、なぜ遠い祖先の約束を自分が履り行こうしなくてはならないのか、不ふ審しんに思っている。きみはきみの道を自分で見つけなければならない。今は暗あん中ちゆう模も索さくしていても、いつかは道は開ける。そして、その途と中ちゆうにカリミアがある。我々はきみを縛しばりつけるつもりではないのだ、自分を捜さがす旅の最終地点がカリミアであるだけだ。そこからきみの新たな人生は始まる。さあ、私はもう行かなければならない」

　淡たん々たんと皇太子は告げると、シーフォが止める暇もなく消えてしまった。刹せつ那な、白木から威い圧あつ感が消失する。虚うつろなおもての少女の体が前へ傾けい倒とうし、シーフォはとっさに支えた。

「だいじょうぶ？」

「もし」

　予想外にはっきりした、凛りんとした声だったので、シーフォはまだカリミア皇太子が宿ったままかと勘かん違ちがいした。だが、それはたしかに少女のものだった。

　白木は落ち着きを取り戻していた。ユリアンには足元にも及およばないが、幼いなりに威い厳げんに満ちた面もちで、シーフォを真っ向から見み据すえて語る。

「もし、あなたが道を見失い、助言を望むのなら、私をお呼びください。私は言葉使いの白木。たいていのことに答えることができます」

「お呼びくださいって、どうやって」

　少女の冷れい厳げんな態度に、シーフォはどぎまぎして尋たずねた。この夢ゆめの中に取りこまれるというドジを踏ふんだが、それによる自信喪そう失しつは彼女からは感じられない。あの取り乱しようが噓うそみたいだ。

（なにが彼女をこんなに強くしているのだろう。なぜ、彼女は自分に自信を持っていられるのだろう）

　それは、年下に見える彼女がすでに一人前だということ。

「念じていただければいつでも。それであなたの意識の中に入る道は開かれます」

「はあ」

「では、開く、と言っていただけますか」

　曖あい昧まいに頷うなずいていたシーフォは、唐とう突とつな申し出にきょとんとした顔を向けた。少女はくすりと大人おとなびた笑みを浮うかべた。

「言葉で意識を一方向に整えるんです。でないと私は帰れません」

「ふうーん」

　力を操あやつる方法なんか考えたこともなかったシーフォは、少女の系統だった扱い方に目をぱちくりさせた。自分の力が分かっているからこそ、予期せぬできごとに巻き込まれてもちゃんと対処できるのだ。

（ぼくにもできるだろうか。ぼくにも自分の力が分かるだろうか）

（制せい御ぎよできれば……）

　そうして、言葉使いの少女はシーフォの夢の中から消えた。




「エルヴィラ王家の末まつ裔えいがカリミアに保護される理由？」

　巻物の文字をたどっていたハービルは、苦虫を潰つぶしたような顔をあげて聞き返した。エイランとパケンとのばか騒さわぎに飽あきたのか、争うことに空むなしさを感じたのか、最近、彼は塾じゆく生せいの本ほん領りよう発はつ揮きと勉強してばかりいる。シーフォは頷いた。

「フェシアと四人の臣しん下かが新興勢力との争いで死んだと言ったであろう。そのさい、エルヴィラの代理人と称されるエルヴィラ王家の人間が、カリミアに最後の王子王女を預あずけたためよ」

「なぜ預けたの？」

「フェシアが転生するために、血筋を絶やすわけにはいかぬであろう。エルヴィラ王朝も倒れ、純粋なアミュールでない彼らを守れるのは、カリミア皇家しかないと踏ふんだわけだ」

「じゃあ、カリミア皇家の人々は何者なの。アミュールなの」

　真しん摯しなまなざしで尋ねるシーフォを、ハービルは怪け訝げんそうな表情で見て、それから肩かたをすくめた。

「いや、あれは違うよ。あれはアミュールよりも強大な存在なのだ。アミュールが現れる以前から、北の大地を治めこの世を見てきた、古い一族だ。彼らは天下無敵、至上最強の霊れい力りよくを持っておる。その昔むかし、世界を席せつ捲けんしたラー・カレディア王でさえかなわぬ相手だったのだ。ああやって、北の帝国に収まって外に手出しをしないから、その存在は希き薄はくだが。あの一族がその気になりさえすれば、一年で世界を征服できるであろうよ」

　ハービルはますます顔をしかめて言った。

「だから、おぬしがカリミアにたどりついたとしても、間ま違ちがっても喧けん嘩かを売ろうなどと考えるでないぞ。たとえフェシアの血を引いて、アミュールの力が扱あつかえるとしてもだ。彼らにアミュールの力は効かん。問題にもならんよ、誰も比較の対象になりえないのだ」




「言葉使い？　知ってるよ、カリミア人の一族だろう」

　アインは象ぞう牙げの塊かたまりに鑿のみを打ちつけながら、のんびりとシーフォの質問に答えた。

「あの一族ははじめからカリミアの土地に住んでいたわけじゃなくて、もっと東、今のキマ王国の北部に住んでいたんだ。でも、異い端たんということで追放されたんだな、随ずい分ぶん昔の話だけど。それをカリミアが受け入れて、今じゃあカリミア皇室のお庭番だよ」

「異端って？」

「うん、もともと東の地では霊力を持った人間が多く生まれるんだ。キマ王家の人間もかなりの力を持ってるんだけど、言葉使いも王家に匹ひつ敵てきするほどだったんだな。両りよう雄ゆう並びたたず、そして、言葉使いが負けた。だから彼らはキマを今でも憎にくんでいる。キマ王家は、自分たちより弱い者には寛かん大だいなんだけどねえ。大だい虐ぎやく殺さつを行ったアミュールとは大違いだ」

　再びアインが衝しよう撃げき的なことを言う。

「アミュールも異端人物を粛しゆく清せいしていったんだよ。でも、彼らにとって、自分たち以外はすべて異端だったからね。とりあえず少しでも霊力のある者は殺していった。ラー・カレディア王の生存中、実に十万近い道士や霊能者が殺されたそうだ。その恨うらみを買って、フェリム・フェシアの帝国は滅ぼされたといってもいい」

「…………」

「あー、でも、言葉使いはほかの奴らに比べても、たしかに異端だな。アミュールと互ご角かくに戦えたそうだから。カリミアに行ったら彼らを観察してごらん、言葉使いが『旋せん律りつ使い』と呼ばれる意味が分かるから」

　楽しげに言うアインにシーフォも小さく笑ってみせ、その場を離れた。

　アミュールと互角に戦える言葉使い。あの白木という少女と自分の力がぶつかったら、どちらが勝つだろう。純粋なアミュールでない自分が負けるはずだ。もし、ほんとうに純粋でなければ。

　それにしても、とシーフォは考える。その言葉使いを受け入れ従わせているカリミア皇家こそ、いちばん異質ではなかろうか。彼らは何者なのだろう。




「カリミアは強大な国家です。ネルン山脈の向こうにあるため、位置的には孤こ立りつしていますが、そのかわり、ネルンの向こうの土地はすべてカリミアの領りよう土どみたいな感じですよ。カリミアが戦争をしかけたなんて聞いたことありませんが、軍事力もかなりのものじゃないんですか。勝ったこともないけれど、負けたこともありませんから。それと、レタ海に面していますので、貿易も盛んです。はい、技術も文化も最高水準でしょう。変わってる──皇室制なのに国民議会があるんですよ、ソゾンのように。皇室はあまり内政に関与しないようで、外交に勤いそしんでいるとかいないとか」

　家庭教師に学んだ知識を必死になって思いだし、オリクルド・ゼルマーダは喋しやべった。

「カリミアはソゾンからはとても遠い国です。なんといっても、大陸の南東と北西ですからね。でも、三歳の子供だって名前は知ってますよ。富み栄え、陽ひの沈まぬ国、それがカリミア帝国です」




「目に見える神々？　俺おれはそんなもん、信仰してねーぞ。神はターガイ教の中にいる奴やつらだけで充分だぜ。まったく、掃はいて捨てるほどいるのに、過去の王だかなんだかだけで神さまになられちゃ、後世の人間のいい迷めい惑わくさ」

　パケンは仰ぎよう々ぎようしく手を振ふりながら喋ってくれた。ターガイ教はコーセア海沿えん岸がんに布ふ教きようされた多神教の宗教だ。

「だいたい、神さまが目に見えてたまるかってんだ。目に見えなくて、人間の願いなんか聞いてくれなくて、寺の中で食い物干からびさせているのが、ほんとーの神さまなんだぜ、そこんとこ分かってるか。それに、目に見える神々はソゾンまでは達しなかったんだ、信仰するいわれなんかないね。まあ、昔話としては聞くけどよう」




「なんでレムダリア河をアミュールは渡らなかったかって？　だって、北にはカリミア帝国があるもの。うかつには近寄れなかったんだよ」

　パケンよりはアミュールについて詳くわしいエイランが答える。

「太陽神は大のカリミア嫌ぎらいだったって有名だよ。だから、南の大陸を出ようとしなかった。そうそう、太陽神信仰の残る土地では今でもカリミア帝国を毛け嫌ぎらいしてるんだって。変な話だけど」

「フェリム・フェシアは太陽神国を出しゆつ奔ぽんして北に赴おもむいたんでしょう」

「それもレムダリア以南までだもの。そいつもカリミアが嫌いだったんじゃない、父親譲ゆずりで」

　あんたはどうなの、と言わんばかりのエイランの視線にシーフォは気づかなかった。

「でも、エルヴィラの代理人はカリミアにフェシアの子し孫そんを預あずけたっていうよ」

　シーフォが食い下がると、エイランは憮ぶ然ぜんと彼を見た。

「あたしがそんなこと知ってるわけないじゃない。アミュールのことなら専門家がいるだろう。シーフォ、この間っからなにをそんなに聞きこんでるのさ」




　シーフォは順々に聞いて回り、過去を探さぐりだしていった。なにを判断するのも、情報不足では的確な答えはでない。それでは納なつ得とくいかない。できるだけ詳しい情報を得るため、少年の聞き込こみは仲間内にとどまらず、平ひら船ぶねの乗員にまで伸びていった。多くの場合、アミュールのことを聞いても怪け訝げんな顔をされるだけだった。よく考えてみれば、アミュールが活躍した時代ははるか昔だ。アインにしろエイランにしろ、ハービルというアミュール研究家の知人がいてこそ、シーフォの質問に答えられるだけなのだ。一般人はパケン同様、昔話か神話ていどの知識しかないのが当たり前だった。

　反面、カリミア帝国のこととなると水夫たちはかなりの反応を示してくれた。

「カリミアの皇族は、この世のものとは思えぬほどきれいな人間だって噂うわさだぜ。まともに見たら魂たましいが抜ぬけおると。いや、ほんとうにこの世の者か怪しいもんだ」

「得体がしれん国よ。そりゃ、交易はしておるが。いろんなもんがカリミアから流れてくるが、見るもの聞くものすごい発明品ばかりだ。カリミアは天才、もしくは狂人ぞろいだ」

「帝都フリンカムへ行ってごらん。桃とう源げん郷きようか異世界にはまりこんだ気分になるよ」

　勝手なことを言っているが、誰だれ一人、じっさいにカリミアへ行った人間はいなかった。それらから分析して、誇こ張ちよう、噂のおひれを考慮しても、ケムルとソゾン市の小さい世界しか知らなかったシーフォにとって、カリミアという帝国は神しん秘ぴのヴェールに包まれた、巨きよ大だいな存在に見えた。

　こうして、シーフォは着実に知識を自分のものにしていったのであるが、ただ一つ、誰も答えることができない質問があった。

（なぜ、フェシアは転生するのだろう）

　アインは単純に救世じゃないかと言っていたが、少年は直感的にそれを否定した。

（もっとなにか、もっと違う理由があったはずだ）

　ハービルは答えようとしなかった。

「吾わが輩はいたちはそれを見極めるために研究しておるのだ。だから、軽々しく言えん」

　もし、とシーフォは考える。

（もし、ぼくがフェシアの生まれ変わりだとすれば、ぼくはなにをする？）

（なにをやり残した？　ぼくになにを求める？　なにをしてほしい？）

　それらの答えを求める先を、少年は二つ知っていた。一つはあのカリミア皇太子、彼ならフェシアの転生の理由を知っているはずだ。だが、言われたとおり白木を呼びだして、それを尋たずねたら、

「それにはお答えできません」

　とすげなく言い返されてしまった。自分で考えてみろということらしい。

　もう一つはあの声だ。夢ゆめうつつに自分を誘いざなう声。カリミア皇太子は言った、あれは自分の内なる声、血のなす声だと。血──アミュールの血が自分をどこかに連れていこうと働きかけている。血は自分になにかをしてほしいのだ。それこそ、転生の理由につながるものではなかろうか。

（でも、どこへ。ぼくはどこへ行けばいいんだ）

　知識を得たものの、シーフォはさらなる疑問に悶もん々もんとしていた。




　ソゾン市を発たって半月、船はようやく河の半ば、ライラ王国の領りよう域いきへゆるゆると入っていった。このころには河幅もぐんと狭くなり、対岸まで楽に泳いでいける距きよ離りになっている。だが、豊かな水量は変わることなく、滔とう々とうとレムダリアは流れていた。

　レムダリア河中流の南側に領りよう土どを持つライラ王国は、その領土の大半を高原が占める。内陸性の乾かん燥そう地域に属し、レムダリアとその支流に頼たよって生活している。南部には草原が広がり、灌かん漑がいによる肥ひ沃よくな穀こく倉そう地帯となって、王国の胃を満たしていた。西北の山部では遊ゆう牧ぼくも盛んで、国民は半農半牧の生活を営いとなむ者が多い。

　ライラ王国の歴史は三百年ほどである。二十六代目の現国王サラフィン三世のもと、勇ゆう猛もう果か敢かんな騎き馬ば軍ぐんを抱く王国は近きん隣りん諸国の畏い怖ふの的まととなっている。内陸文化の華と呼ばれる王都デリスアージアは、乾かわいた大地に咲いた一つの文化の頂点を極める都市だった。その文化の多くは、いにしえのエルヴィラ王国の文化を引き継ついだと言われる。

　この辺りまでくると、南洋に住む者には肌はだ寒さむく感じられた。夏とはいえ、夜になるとかなり冷えこみ、彼らは小舟で近寄ってくる行商人から服を買い、亜熱帯から温帯への移行に備えた。沿えん岸がんの人々の顔立ちも変わり、シーフォの金きん髪ぱつも白い肌はだも珍しくなくなっている。言語もとうぜん変わる。アインやハービルはかなり器用に二つ目の言葉を喋しやべり、エイランやパケン、オリクルドは片言でなんとか話を通じさせていた。シーフォはちんぷんかんぷんだったが、意識の奥で白木が助けてくれているらしく、会話の内容は完全に理解できた。サジリだけがなんのフォローもなく、さらに孤独な立場へと追いやられていた。

　遠くまできた。ソゾンから平船で半月かかるといえば、かなりの距離である。故郷のケムル島からは一体どれくらい離れているのだろう。

　だが、シーフォは実感が湧わかなかった。むしろ、遠くまできたというより近くへきたという倒とう錯さくした想おもいが胸中を占めていた。

（知らないところなのに、懐なつかしい）

（近くへきた。でも、なんの近くへ？）

　漠ばく然ぜんとした想いをシーフォは抱いていた。ライラ王国に入ったと聞いた時点から、じょじょにその想いは強まってくる。彼はレムダリアの緑の流れに目を落とした。

（エルヴィラ、エルヴィラ。あなたはぼくになにをさせたいのですか。教えてください）

（ぼくを正しい道にお導きください）

　ぴちゃんと水しぶきがあがった。思いつめていた少年の顔がほころぶ。

「お、あいつはまだついてくるのか」

　いつのまにかアインが傍かたわらに佇んでいた。あいつとはシーフォが助けたオルアンガイ・イルカのことだ。あれからずっと、彼らにくっついてくるのだ。

「なんだろう、イルカの恩返しかな。鶴つるの恩返しってのはタガイの神話にもあったけど」

「エルヴィラの御使いだもの、ぼくを見守ってくれてるんだ」

　興きよう味み深そうに言うアインに、シーフォはにっこりと笑って応こたえた。青年も笑い返し、少年に倣ならって座ると、

「最近、河か賊ぞくがライラ王国内で出没するそうだ」

「じゃあ……」

「もうすぐだよ。ほんとうにカインがいてくれるといいな」

　シーフォは黙だまって頷うなずいた。もうすぐカインに会える。それを考えると胸が高鳴った。会ったらまずなにを聞こう。どうして自分がカリミアに行かなければならないか。なんでカインが知っているのか。それから、あの事件の真相を──

「よう、アイン」

　河に響ひびきわたる陽気な声でシーフォは我に返った。それは船長ジガムルのものだった。

　いかつい顔の船長には髪かみの毛がない。なんでも、昔やりあった盗とう賊ぞくに丸坊主にされ、その屈くつ辱じよくを忘れないよう伸ばさないことにしたと言うが、パケン曰いわく、あれは正しよう真しん正しよう銘めいの禿はげらしい。その代わりといってはなんだが、髭ひげはうさんくさいほどもじゃもじゃと生えていた。人間の体とはうまくいかないものである。

　船長はアインの陰かげに隠かくれていたシーフォに気づくと、

「おうっ、イルカ少年。元気にしとっか」

「はい、元気です」

　挨あい拶さつがわりの言葉にもシーフォは丁てい寧ねいに返事する。イルカ事件以来、彼はなにやら船長に気に入られているのだ。たいていの人間はアミュールの血を引く少年に好意を持つ──持たされるが、船長の場合、アミュールの力のせいだけでなく、ほんとうにシーフォを気に入っている様子だった。

「俺は海の人間が好きだぜ。おてんとさんの匂いがあってよ、気き性しようがまっすぐでよ」

　イルカ騒そう動どうの直後、にやにや笑いながらジガムルはそう言ったものだ。それから、なにかと彼の世話を焼いてくれるのである。

「アイン、昼にはイサファンの港に着くぞ」

　イサファンはライラ王国でも屈くつ指しの河港町である。王都デリスアージアに近いため、物資も豊かで、人の流れも多い。ジガムルは眉み間けんにしわを寄せると、

「今、船仲間が知らせてきたんだが──イサファンで検けん問もんをしとるらしい」

「検問？」

　アインが訝いぶかって聞き返した。ジガムルが頷うなずき、なにか言おうとすると、

「け、検問だとっ？」

　背後で誰かが驚きよう愕がくの声をあげた。三人が振ふり向くと、少し離れたところで、四人の下男を従えた老人がこちらを睨むように見ていた。瘦やせた貧弱な体軀で、目がやけにギョロギョロ動く神経質そうな男だった。途と中ちゆうのカサーリンの町で乗りこんできて、ほかの乗客と言葉も交わさず自分たちだけでこそこそしていたので、シーフォは彼のことを知らなかった。船長はゆっくりとあやすように、

「そうですよ、ルーリックさん。なーに、心配なさることはありませんぜ、平船の乗客はどの国の条例対象にも属さないことは、レムダリア条約で決定されてんですから。それに、身元のはっきりしてるルーリックさんには関係ないことでしょう」

「わ、わかっとるわいっ」

　怒ったように老人は言い放つが、落ちつかない様子でその場をぐるぐる回り、下男を叱しかりつけてそそくさと行ってしまった。ジガムルは肩かたをすくめる。

「あれは……」

「分かるかい？　そうさ、ライラの地方ではかなりの高名の御ご仁じんだ。高利貸しのルーリックってな」

　目を細めて老人の背を見送るアインに、ジガムルはにやにや笑いながら言った。

「ほーお。高利貸しねえ。シーフォ、これは運が向いてきたかもしれんぞ」

　アインは面白そうに言ったが、シーフォにはなぜ運が向いてきたのか理解できなかった。







　　　　９




　年老いた父親ダリは、娘むすめの手をしっかりと摑つかみ、自分の震ふるえが治まるよう必死で念じていた。だが、顔面からは血の気が失せていて、憲けん兵ぺいにうさんくさい目で見られることは必至だろう。なんとかごまかさなければならない。疑われるようなふるまいはできない。

「お父さん、大丈夫よ。積荷改めではないようだわ」

　ミュリエールが励ますようにささやく。ダリは頷うなずきながらも、ますます娘の手を握にぎる手に力を入れた。

（なんてことだ、こんなところまで来て！）

　上流の山さん岳がく地帯から下ってきたダリ親子は、とうぜんながらイサファンの検けん問もんを知らなかった。小舟に乗った憲兵の誘ゆう導どうで、イサファンの港を通りかかるすべての船が桟さん橋ばしに横づけさせられ、調べを受けている。列の最後に並んだ二人の乗る小舟は、ありふれた、せいぜい五人も乗れば沈んでしまう貧ひん弱じやくな舟だった。一つ前には大きな貨物船が並んでいて、調べの様子は二人からは見えない。貨物船から聞こえてくる噂うわさだけが頼たよりだ。

「どうやら人捜さがしみたいだ」

　上から声が洩もれてくる。ミュリエールは父親を安心させようと、強こわばるおもてに笑顔を浮かべて明るく言った。

「ほらね。心配することないわ、私たちとは関係ない事件よ」

「でも、おまえ。この荷が見つかったら、いくら無関係とはいえ見過ごされるはずがない」

　掠かすれた声でダリは言い返した。娘は押おし黙だまった。彼女とて怖いのだ。もし見つかったら自分たちの運命は分かっている。

　阿あ片へん──それが積荷の正体だ。すでに精せい製せいされているので、一見はただの小麦を挽ひいた粉末である。だが、味ですぐにばれてしまうだろう。ミュリエールのバスケットの中にしまってあるので、おいそれと発見はされまいが、万一の場合がある。

　王都デリスアージアは麻ま薬やくの取締りが厳しい街まちだった。麻薬中ちゆう毒どく者は開かい拓たく地ちへ流る刑けい、売人は極きよつ刑けいと法で決まっている。それを分かっていながらダリが密みつ輸ゆ業ぎようから抜ぬけだせないのは、ひとえに貧しさからも抜けだせないからだった。

　レムダリア河のさらに河上で支流に入り、ネルン山脈へと向かう。舟を降りて一日歩いた山中の村で、芥け子しは栽さい培ばいされていた。山あいの土地に一面の芥子畑が広がる。村の人間はそれを自分たちの宗教における瞑めい想そう薬やくとして常用していたが、今は商売用として栽培する方が多かった。彼らもまた貧しい。誰だれも彼もが貧しい中で、禁止しろと喚わめく奴やつらだけが富み、飢うえを知らない。

　ダリは一つの巨きよ大だいな組織の中でも、下っ端ぱの運び屋にすぎなかった。首領の顔も名も知らなかったが、それでも病やまいに伏ふした妻の薬を買い、一人娘を養ってこれた。いまさらどうしろというのだ。故郷の村のわずかな畑では生きてこれなかった。

　街へ出てきて幾いく年とせ、長い運び屋生活でいくらでも危険な場面にはでくわした。すれすれのところで検けん閲えつをかわしたこともあった。だから、今回もうまくいく。第一、これは麻薬取調べの検問ではないではないか。

　ダリがいくらそう割り切っても、不安は拭ぬぐいきれなかった。長年の経験が、培つちかわれた勘かんがちくちく警けい戒かいする。今回は危ない。やばい。

（万一のときは娘だけでも。わたしはどうなってもいいから娘だけは）

　再び、貨物船から声が飛んできた。

「人捜しだと。なんでも金きん髪ぱつに緑色の瞳ひとみの十四の子供を、片っ端ぱしから連行してるそうだ」

　父娘は顔を見あわせた。娘の顔は父親より蒼そう白はくになっていた。年は十七だが、彼女は条件にかなう特徴を持っていたのだ。




「金髪緑りよく眼がん？　しかも十四歳。ほー」

　ハービルがばかにしきった調子で、船長ジガムルの言葉を繰くり返した。エイランは困こん惑わくのていでシーフォを見た。

「やっぱり、シーフォのこと？」

「ソゾンでの騒さわぎがここまで伝ってきたとか」

　まさかなあと、頭をかいてパケンが言う。ジガムルは肩かたをすくめると、

「まさかとは思うがなあ。念のため言っておくが、向こうが難なん題だいふっかけてきても、平ひら船ぶねの乗客には手出しできんから、その辺は安心してくれ」

　そう言うと、さっさと持ち場に帰ってしまった。残った七人は、憲けん兵ぺいにどやされて並ぶ船の列を見た。

「安心とはいうけどなあ」

「あたしたちの巻きぞいを食ってると思うと、気がひけるねえ」

　あたしたちの、と言うところがエイランの優しさである。

「ま、それがシーフォだとは限らないさ。ライラで金髪緑眼の子供が強ごう盗とうでもしたんだろ」

　ふざけてパケンが言うと、笑いがあがった。たしかに彼はムードメーカーだった。

　オリクルドがぐいぐいとアインの上着の裾すそを引っ張る。

「先生、イサファンで降りないんですか？」

　オリクルドがアインを先生と呼ぶのは、彼もまた、シーフォと一いつ緒しよにアインに剣けんを学んでいるからだった。オリクルドは元貴族の子弟らしく、一応の基礎はできていたが、シーフォの方が戦せん闘とう好きなケムルで育っただけあって、上達も吞のみこみ方も早かった。年も上なので、オリクルドはシーフォを兄のように慕したっている。

「ああ、河か賊ぞくは街の近くには出ないだろう。あと二つ上流の駅で降りる──予定だったが、このまま乗っていくことにした」

「どうして？」

「ルーリック氏が降りないそうだからな」

　楽しそうにアインは答えるが、オリクルドは意味が分からずきょとんとした。代わりにハービルが、さもいやそうなしかめ面で、

「おぬし、この船で勝負する気だな」

「まあね」

「ジガムルも気の毒に。しかし、当たらなかったらどうする」

「そしたら河を出て、聞きこみに入るさ。いいかげん、船旅も飽あきたし」

　適当な奴だなと、ハービルは呆あきれた。それからシーフォに向かって、

「シーフォはどうする。もし、河賊にカインとやらがおらんかった場合は」

「それでもぼくは捜さがすよ。どうしてもカインに会わなくては」

「カインはほんとうになにか知ってるの」

　横あいからエイランが口をはさむ。そのとき、それまで輪から少し離れてうつむいていたサジリが顔をあげた。シーフォは頷うなずいて、

「たぶん。なにも知らないとしても、ぼくは彼を見つけだす。ケムルに連れて帰るために」

「なあ、ずっと気になってたんだがよ、そいつはなんで村を飛びだしたんだ？」

　パケンが会話を遮さえぎって尋たずねた。シーフォとサジリは困こん惑わくした顔を突つきあわせる。そして、言いにくそうに、

「それは、あまり外部の人に言えるようなことではないのだけど──カインはある事件を起こして、それで逃げだしたんだ」

「あー、犯はん罪ざい者しやかあ」

　あまりにも無ぶ遠えん慮りよに言うパケンにエイランが肘ひじ鉄てつを食らわす。シーフォは困ったような笑みを浮うかべた。

「それでも、ケムルには必要な人なんだ、次の火吹きの司つかさとして。小さなケムルが独立を保っていけるのは、ほかの部族が火吹きの司に一いち目もく置いているからだよ。族長は智の象しよう徴ちよう、火吹きの司は力の象徴、二つは表裏一体なんだ。どちらが欠けてもケムルは成り立っていけない。だから、カインは──サジリに必要なんだ」

「兄さん!?」

　驚きよう愕がくの声をサジリはあげた。少年のこんなに大きな声を聞くのは初めてだと、ほかの者は目を円くして彼を凝ぎよう視しする。シーフォは手で弟を制して続けた。

「だって、ぼくはケムルには戻もどらないもの。おまえがカインを連れ帰り、族長になるんだ。いいね」

「戻らないってそんな！　ぼくはみんなから兄さんを連れて帰るよう任されてるのに！」

　言いたてるサジリの顔には、複雑な表情が浮かんでいた。

（なにを反対してるんだ）

（兄さんが帰らなければ、俺おれが必要になる）

（俺が族長になれる）

　ドゥルガーをあの場で見捨ててきた正当性が認められる。サジリは暗くら闇やみの中に一いち縷るの希望の光を見た気がした。誰に認めてもらえばいいのか分からない。だが、自認することで心への負担は軽くなるはずだ。あの幻げん聴ちようにも対抗できる。言いわけができる。

「だが、カインというのもまた、アミュールの末まつ裔えいであろう？　では、カインに必要なのはシーフォというわけだ」

　ハービルがしゃしゃり出た。どうせろくなことを言わないに違いないと、エイランは眉み間けんにしわを寄せる。相手がハービルだと、なにかと反論してみたくなるのだ。

「なんだよ、それ。サジリだって立派に、いや、血のつながりから言えば、サジリの方が族長になる資格があるんだぜ」

「あ、いや、この場合、ケムルの事情は関係ないのだ。アミュールの血は呼びあう。排はい他た的てきに。彼の一族は村の中で孤立しておったのではないか？　そうであろう。血が血を愛するのだ。たとえ、それが父娘であろうと、母息子、兄妹であろうと。むろん、同性同士だろうとな」

　そこまで言ったとき、久々にエイランの蹴けりが炸さく裂れつした。うひゃあっと飛びあがるハービル。多感な年ごろの少女は顔を真っ赤にして、

「どっ、同性なんて、気き色しよく悪いこと言うなっ！」

「むむうっ、おぬしは早合点しすぎる。それは前ぜん提ていなのだ、続きを聞け。よいか、アミュールというのは同族意識がとても高い生き物だった。ひっくり返せば、同族しか愛せない。同族以外を受け入れる奴は異い端たんなのだ。そして、独占欲がひどく高かった。カインは自分がアミュールの末まつ裔えいであること、おぬしが同族であることを知ってたのではあるまいか？　おぬしがカリミアへ行くわけを知っておるなら、その可能性は高い」

　だんだん語気荒あらくなりながら、ハービルはシーフォを問いつめた。少年は目を白黒させながら、さあ、と曖あい昧まいに答える。ハービルは苛いらだたしく舌打ちすると、

「では、メラミ諸島に、火吹きの司つかさのような特殊な技を持った人間は、ほかにおったか。呪じゆ術じゆつ師しのようなちゃちな代しろ物ものでなく。そう、精せい霊れい使つかいと称されるような」

「それなら、セブルス島の風使いとか、アフエラの土守とかいるけど」

「そやつらとカインは交流してなかったか。島から消えたとき、ともにいなかったか!?」

　青年のえらい剣けん幕まくに圧倒されながら、シーフォは分からないと首を振ふった。なにをそんなに躍やつ起きになっているのか、エイランにも分からなかった。彼がこの半月、なにを調べなにを考えていたのか、誰も知らないのだ。

「そうだ、カインはシーフォが必要なのだ。うーむ」

　ぶつぶつと呟つぶやいて、ハービルは黙だまりこんでしまった。みなは顔を見あわせたが、しかたがないので彼は放っておくことにした。ただ、サジリだけが、強こわばった顔をハービルに向けて、異様な視線をぶつけていた。

（カインが兄さんを必要だって？）

（族長にならない人間をどうして必要なんだ）

（シーフォ、シーフォって、誰もかれも兄さんばっかり！）

（どうしていつも）

（カインは……渡さない！）

　自分の暗い想そう念ねんに気がついて、サジリは反射的に耳を塞ふさいだ。こういうときは必ずあの幻聴が聞こえてくる。自分があがけばあがくほど、戦せん慄りつと吐はき気を催もよおす高笑いが脳をかき乱す。

　だが、少年のそんなおびえを嘲あざけるかのように、幻聴はやってこなかった。その代わり船がぐらりと揺れ、前方から生の悲鳴が飛んできたのだ。

「なに？」

「前の舟が役人とぶつかってるらしいな。よくあることだよ」

　日常茶さ飯はん事じのことだとアインは吞のん気きに言う。だが、シーフォは落ちつかなげに腰こしを浮うかせて舳へ先さきに視線を投げた。桟さん橋ばしに横づけにされた小舟から、若い娘むすめが役人に引っ張りだされている様子が見えた。そして、父親らしき人物が追いすがるが、役人に押おさえつけられてしまう。

　編あみあげられた娘の髪かみは、美しいブロンドだった。

「捕つかまってる」

「見えるのか？」

「あの人、金きん髪ぱつ……ぼくと間ま違ちがわれているんじゃあ!?」

　怒りにも似た驚きよう愕がくに、シーフォは叫さけんだ。それはいけない。それは間違っている。

　自分のせいで他人が傷つけられるなんて、見過ごせない。

「見てくる！」

　シーフォは舳へ先さきへ飛んでいった。誰だれかが止める声も耳に入らないほど、一いち途ずな思いで。

「そいじゃ、俺も見てくるかな」

　続いて、アインが立ちあがる。また妙なことにならなければいいけど、そう残された者は一抹の不安を抱いて、当とう惑わくした顔を見あわせた。




　ミュリエールは足ががくがくするのを抑おさえられなかった。父親の仕事を手伝うようになってから三年、これほどやばい場面に出くわしたことはなかった。

「は、放してください」

　震ふるえる声で自分の腕うでを摑つかむ役人に訴うつたえる。神さま、と少女は心の中で祈った。神さま、お願いします。私たちを見逃してください。お願いです。

　父親は憲けん兵ぺいに槍やりを突つきつけられながらも、役人の服をひしと握にぎって、懇こん願がんした。

「お、お願いします。病気の妻へ薬を持って帰る途と中ちゆうなのです。あれは娘が帰ってくるのを楽しみに待っておるのです。どうぞ、お見逃しを。一体、娘がなにをしたというのです」

「しかたあるまい。国王陛下の勅ちよく令れいだ。金髪で緑の瞳ひとみの十四、五の子供は、すべて連れてこいとのお達しなのだ。運がなかったと諦あきらめるのだな」

　役人は冷たく言い返した。彼だっていいかげんうんざりしているのだ。一体、この世にその条件にかなう者が何千人いると思っているのだろう。国中の要所に張られた検けん問もんに、この二日で百人近い子供が引っかかっている。そこからたった一人を選びだすなんて、途と方ほうもなさすぎる。

　だが、任務は任務だ。

「む、娘は十七でございます。条件にあいません」

「偽いつわってるかもしれん。そういう不ふ埒らちな輩やからが多いのだ」

「お役人さま」

「くどいっ」

　ダリは突つき飛ばされ、待ちかまえていた憲兵に抱き押さえられた。それから乱らん暴ぼうに舟へ落とされる。

「お父さん！　放して、放してよ！」

　ミュリエールは必死の形ぎよう相そうで役人の手を振ふりほどこうとした。だが、鍛きたえられた役人の手は離れず、反対に力をこめられ彼女は呻うめいた。

「おとなしくしろ。我々はなにもとって食おうというわけじゃない。そうするほど暇ではないのだ。これからおまえは監かん督とく府ふへ行き、お調べを受けたら二日で自由になる。帰りには手間賃をいただけるかもしれないのだぞ。なにをそんなに拒こばむ」

　憮ぶ然ぜんと言う役人の言葉に、ミュリエールは身を固くした。これ以上拒んでは、怪しく見られてしまう。この場で嫌けん疑ぎをかけられてはいけない。せめて、父親がいなくなってから。

　そうだ、調べといっても大したことはないだろう。年があわないと分かれば、すぐにでも放される。へたをしなければばれない。自分が運び人だと、誰が分かるというのだ。

（ああ、でも。でも、この拭ぬぐいきれない不安は！）

（神さま、私たちをお守りください。お願いです）

　ミュリエールは自分に言い聞かせ、うまくやるから安心して家で待っててくれと、ダリに伝えようとした。そのときだった。

　舟に倒たおれていたダリが、軽かる業わざ師しのごとく飛びあがった。その顔は青ざめていて、彼はぶるぶる震ふるえる手で阿あ片へんを隠かくした籠かごを摑つかむと、レムダリア河のみなもに叩たたきつけた。

「お父さん!?」

「う、うわあああ！」

　ミュリエールは父親がなにをしているのか分からなかった。場ば慣なれしているはずの父が極度の緊きん張ちようと恐きよう怖ふに取り乱し、見境もなく突っ込んでくるなどと理解の範はん疇ちゆうを越えた。

　意表を突つかれた役人は、やせ細った男の体当りを食らってごろんと転がった。

「ミュリエール！　逃にげろ！」

「どうしたの、お父さん！」

　父親の作った束つかの間まのチャンスを娘は無視した。なぜ、そんな墓ぼ穴けつを掘るような真ま似ねを。どうして。混乱した頭は、答えを思いつかなかった。

「きっ、きさま！」

　怒ど号ごうが飛ぶ。きらめく一いつ閃せん。

　娘は惚ほうけたように立ち尽くした。一いつ瞬しゆん、時が止まったように静せい寂じやくが訪おとずれる。

　舳へ先さきではらはらと成りゆきを見守っていたシーフォも見た。役人が鞘さやから抜ぬきはなった剣が、男の首を撫なでるように触ふれただけだった。ほんのちょっとのことだった。

　血しぶきがあがる。男の体がどうと倒れる。

　どくどくと体内から流れだした血は、桟さん橋ばしに血だまりを作った。男の指先はぴくぴくとまだ動いていたが、顔からは表情が消えている。急速に色を失っていく。

（死んだ）

（死んでしまった）

　どくどくと、自分の心臓が激しく動く音をシーフォは聞いた。

（ぼくのせいだ。ぼくが先に名乗りでていれば）

「い──いやあああっ！」

　娘の口から絶ぜつ叫きようがほとばしる。だらりと剣けんを下げた役人を突き飛ばし、父親にすがりつくが、死体が返事をしてくれるはずはなかった。

「あー……」

　役人は自分のしたことに茫ぼう然ぜんとなっていた。

「こ……殺すつもりはなかった……威い嚇かくだけだったんだ……」

　彼の抑よく揚ようのない声は、娘には届とどかない。粗そ末まつな水色の服が、どす黒い色に染そまっていく。

「お父さん、お父さん！　どうして!?　どうしてお父さんが殺されなきゃならないの！　どうしてよお！」

　ミュリエールの悲鳴にびりびりと頭が痺しびれてくる。あのときに受けた衝しよう撃げきがよみがえり、現実と重なる。

（今も、あのときも、もっとぼくに力があれば）

（父さんは死なずにすんだ）

（母さんもソトも助けることができた。死なずにすんだのだ）

（この力が使えれば。思うように使えれば）

（白木のように自在に扱あつかえたら、こんな奴らなんか倒たおせるのに！）

（シーフォ!?）

　頭の中で白木の驚おどろきに満ちた声が響ひびいた。

（いけない。攻こう撃げきの思念を持ってはいけない）

（あなたは完全に覚かく醒せいしてはいないのよ。力を暴走させてはいけない）

「お父さんを返して！　返してよ！　人殺し！」

「うわわっ。こ、このっ！」

（自じ重ちようしなさい。あなたは──）

「うるさい！」

　シーフォは怒ど鳴なった。刹せつ那な、脳のう裏りでまばゆい閃せん光こうが爆ばく発はつし、同時に白木の悲鳴があがる。

「シーフォ？」

　隣となりにいたアインが声をかけたが、少年はすでに飛びだしていた。その双そう眸ぼうは激情に爛らん々らんと輝かがやく黄金の色を呈していた。

　箍たががはずれた。

　跳ちよう躍やくする。少年は奴ど隷れい市場で見せたあの強きよう靱じんな足腰で、役人に殴なぐられそうになった娘の前に飛びこみ、立ちはだかった。

「な、なに……」

　役人は言葉を吞のみこんだ。

　自分と娘の間になにかが飛び込んできた。だが、それは瞼まぶたを貫つらぬくような強烈な光を放っていて、直視することができない。世界が光の洪こう水ずいであふれる。

「許サナイ」

　誰だれ一人、なにが起きたか分からなかった。激しい痛みを伴う光から身を守ろうと屈かがみこむ。役人だけが金かな縛しばりにあったように、微動だにしない。

「ナゼ殺シタ。目め障ざわリナ存在。目障リ、許サナイ──許さない！」

　光が指向を持つ。一束になった光は凶きよう器きと化して、役人の体を貫つらぬいた。一瞬間のうちに、ちっぽけな肉体は蒸発し、光と同化して霧む散さんする。

　べたんと灼しやく熱ねつした鉄の塊かたまりが桟さん橋ばしに張りついた。

　その場にいあわせた人間には理解できなかった。世界は正常に戻もどったが、役人はかき消えてしまった。痕こん跡せきも、気配さえない。少年は魔ま法ほう使つかいで、役人を違う空間に転移させたのだろう、そのくらいしか考えつかない。まさか、蒸発してしまっただなんて、思いもよらなかった。

　光は消えたが、少年の体からは見えない炎ほのおが噴ふきあがり続けていた。人々は操あやつられたようにひれ伏ふす。彼らの頭は完全に真っ白だった。なにも考えられない。考えること自体、許されない。

　彼らの前に傲ごう然ぜんと佇たたずむ少年が口を開く。

「逆らう者は容よう赦しやしない。私に従わぬ者は制裁する。私は神だ。私は、私は──」

「シーフォ！」

　アインが叫さけんだ。彼が少年と出会って、初めて出すせっぱ詰つまった声だった。

「シーフォ！　それがおまえの見つけた答えなのか!?　アミュールの影かげに縛しばられることを望んだのか!?　それなら俺おれは！」

　アインはそれ以上言葉を続けなかった。恐れもためらいもなく彼は太陽の気迫の中に飛びこみ、少年の口こう腔こうに右手を突つっ込こんだ。舌を押おさえつけ、左手で細い喉のどを鷲わし摑づかみにする。

　シーフォはもがいた。目の前に立つのは自分の力が及およばない奴やつだ。目め障ざわりな奴。排はい除じよしなければ。そう思っても、だんだん体の力が抜ぬけていく。何者だ、こいつは！

　気迫は右手を伝って、アインの体に流れこんだ。彼は顔をしかめたが、ゆっくりと着実に吸いこみ、そして消化していく。

「ぐぶっ」

　口から泡あわの混じった血が吹きだし、そこでようやくアインは手を離した。シーフォは身を屈かがめ、大きく咳せきこんだ。

「シーフォ」

　振ふり仰あおいだ少年の目に涙がたまっていた。瞳ひとみの色は戻もどっている。

「なにを自分でやったか、覚えているか」

　鋭するどい口く調ちようでアインが尋たずねると、少年はがくがくと震ふるえながらも頷うなずいた。あれが自分の体をのっとり、なにをしたのか、一いち部ぶ始し終じゆう見ていた。網もう膜まくに焼きついている。

（これがアミュールの力）

（世界の半分を支配した、アミュールの力）

　人の心を意のままに操あやつれるなど、可愛かわいいものだった。この直接攻こう撃げきの力に比べれば。触ふれることなく、思っただけで相手を殺せる。抹まつ消しようできる。

「シーフォ、どっちなんだ。アミュールの力がほしいのか。ほしくないのか」

「ぼ、ぼくは……ぼくは……」

　ぼろぼろと少年は涙をこぼした。こんなつもりではなかった。こんなつもりでは。

　そこでシーフォは愕がく然ぜんとした。あの役人もそう言っていたではないか。殺すつもりはなかったと。ばっと顔を手で覆おおう。

「ぼくは、こんな力、望んでなかった。ぼくは……」

（ぼくも結局同じなんだ。あいつらと同じ、人殺しなんだ）

（いやだ。もういやだ）

（帰りたい、ケムルへ。こんな力のなかったころへ帰りたい）

（ぼくは、ぼくは……）

「間ま違ちがってるよ」

　怒りとも悲しみともつかない声がした。はっと振ふり向くと、いつのまに近くへきたのか、むっと口を歪めたエイランが佇たたずんでいる。

「兄さんもシーフォも、間違ってるよ。だって、その力はシーフォ自身のものだもの。ほしいとかほしくないとか関係ない」

「エイラン……」

「逃にげちゃいけないよ。押しこめて忘れたふりなんかしても、その力は現実にあるんだから。自分で制せい御ぎよできるようにするんだ」

「でも、でも……」

　シーフォは納なつ得とくできず、泣き続けた。自分のしたことに錯さく乱らんしているのだ。あとは冷静になってからだと判断し、エイランはとがめるような目で兄を見た。アインは苦笑し、妹の頭をかき抱く。

「俺のいない間に成長したんだな、エイラン」

「あたりまえよ」

　光の支配から解き放たれた人々が、ようやく体を起こし、ざわざわと騒さわぎ始めた。自然と、泣き続ける少年に視線が集中する。ミュリエールも呆ぼう然ぜんと彼を見つめた。悲しみも今は頭が麻ま痺ひして湧わいてこない。自分を襲おそい、父親を殺した役人はどこへ行ったのだろう。もしかして、この子が助けてくれたのだろうか。ならば、礼を言わなくては。

「あの」

　おっかなびっくり、少年の肩かたに手をかける。涙でびしゃびしゃになった幼さを残す顔が、ミュリエールを仰あおいだ。強こわばる顔にむりやり微笑を浮うかべて言う。

「あの……私を助けてくれたの、あなたでしょう？　あの、ありがとう。その、ちゃんとお礼をしたいけど、お父さんが死んだ、死んだばっかりで、ちゃ、ちゃんと、笑う、わ、笑うことが、で、できなく、て、その、あの……」

　ミュリエールは自分が涙を流しているのに気がついた。しゃくりあげ、声が思うように出ない。どうしてだろう。悲しいなんて感じないのに。感情は麻ま痺ひしているのに。体が『死んだ』という言葉に勝手に反応している。おかしいわ。ほら、この子も途と方ほうに暮くれた顔で見ている。涙をとめなくちゃあ。笑わなくちゃあ──

　崩くずれるミュリエールを、とっさにエイランは支えた。アインが手を貸し、抱きあげる。

「可哀かわいそうね」

　エイランが呟つぶやいた。泣きやんだシーフォはじっと気を失った娘むすめを見つめた。

「なにを騒さわいでいる」

　凛りんと張った、貫かん禄ろくある声が飛んできた。それはあまりにも現実味をおびていて、この場では違い和わ感かんがあった。

　役人と憲けん兵ぺいの垣かき根ねを割って、老年の男が七、八人の供を連れて現れる。ライラ人特有の彫ほりの深い顔立ちで、立派な髭ひげをたくわえている。胸にいくつもの記章をつけて、大振りの剣けんを腰こしに下げていた。一見して分かる、彼は軍人だ。しかも地位の高い。

「なんの騒さわぎだ？　川下で船が詰まって渋じゆう滞たいしていたぞ」

「は、それが……」

　老軍人が厳しい口く調ちようで問いただしても、みな当とう惑わくした顔を突つきだすきりだった。

「その、あの娘を連れていこうとしましたら、その、光が」

「あんたのとこの奴に、この娘の父親が殺されたんだ。ちゃんと補ほ償しようしろよ」

　アインが憲兵の言葉を遮さえぎって言った。部外者がなにを、とアインを老人は睨にらみつける。だが、その顔は見る見るうちに驚きよう愕がくの表情に変わっていった。

「ア、アリーシュさま……！」

　泣きだしそうなほどの歓かん喜きにうち震ふるえて、彼はシーフォに飛びついた。

　見たこともない老人。

　アリーシュ──それは女の名だった。
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　イサファンの一件から一日が経たとうとしている。

（白木！　白木）

（いないの、白木）

　シーフォは必死になって言葉使いの少女を呼んだ。いつもならすぐに響ひびいてくる少女の声が、まったく聞こえない。気配さえ感じられない。

　白木とて人間だ。すぐに出てこれない場合もあるだろう。だが、丸一日呼び続けているのに来ないというのは、どう考えてもおかしい。

　彼女の忠告を無視したので怒っているのだろうか。それならいい。でも、あのときたしかにシーフォは聞いたのだ、彼女の悲鳴を。言葉使いはアミュールと互ご角かくに戦えるほど強いと、アインが言っていた。ならば、純じゆん然ぜんたるアミュールでない自分の力に白木が負けるはずがない。

（純然たるアミュールでなかったら）

　シーフォは唇くちびるを嚙かみしめた。純然たるアミュールだったらどうするのだ。あの役人どころか、自分に親切にしてくれた年下の少女まで傷つけてしまった。

（白木、どうかぶじで）

　後悔の念に苛さいなまれながら、シーフォは白木を呼び続けた。




「兄さん！　ちょっと待ってよ！」

「なんか用か、エイラン」

　船の中を行ったり来たり、傍はた目めにはぷらぷら散歩しているようにしか見えないアインを、エイランはようやく捕つかまえることができた。兄のどんなときも揺ゆるがない平然とした態度が、今は小にくたらしい。

「なんか用よ。ちゃんとあのこと説明して」

「なんだ、またそのことか。言っただろう、体質だって」

「またそんなこと言う！」

　エイランは頰ほおを膨ふくらませた。昨日からこうやってのらりくらりと逃げられてしまう。だが、もう黙だまってはいられなかった。今まではシーフォに関しての謎なぞばかり追っていたが、どう考えても自分たちもおかしいのだ。イサファンでのこともしかり、ソゾンでの奴ど隷れい市場でのこともしかり。なぜ、自分たち兄妹にはシーフォの力が効きかないのか。心を支配されることなく、動くこともでき、あまつさえシーフォを正気に戻もどすこともできた。絶対おかしい。へんだ。

　シーフォではないが、自分の正体に自信が持てなくなって、不安で、だから尋たずねたのに、あいかわらずアインは飄ひよう々ひようとした調子でまのぬけた返事をする。いくら兄っ子のエイランとて、怒りたくもなった。

「もう、いいかげんなこと言わないでっ」

「いいかげんじゃないよ。体質だよ、じっさい。老師も効かなかったって言っただろう」

「だって、あのじいさんは霊れい能のう者しやじゃない」

「似たようなもんさ。俺たちの郷里は巫み王この血けつ脈みやくが息づいている土地だったっていうし、変わった血が流れていてもおかしくない。ほーら、体質だ」

　アインが出しゆつ自じを口にするのは珍しいことだった。だが、うまく言いくるめられまいと、躍やつ起きになっているエイランは気づかず、質問を重ねた。

「じゃあ、どうしてシーフォの暴走を止められたのよ」

「それは昔とった杵きね柄づかという奴で。ああいう手あいの知人が昔いたんだ」

　あくまでも大したことはないという口く調ちようでアインは答えた。聞いているとなるほど、そうかもしれないと納なつ得とくしてしまいそうになる。だが、エイランには譲ゆずれない疑問があった。

（あのとき、シーフォが放っていた光を兄さんは吸収した）

（ふつうの人間にあんなこと、可能なの）

　老師クジ・クシナはアミュールの力に当てられて失しつ神しんし、三日間寝こんでいたという。老師の過去の経緯いきさつを考慮すれば、それもいたしかたないと言えるが、自分たちはどうだ。

（あたしは動けなかったけど、すべて見えた。すべて覚えている）

（体質？　ほんとうにそれだけ？）

　では、どんな体質だというのだ。アミュールの力が効かないというのは。

　シーフォが純じゆん粋すいなアミュールでないことも考慮して、エイランが考えつくのは、カリミア皇家、彼らに仕つかえる言葉使い、高級道士、魔ま法ほう使つかいの一部、あと特殊な力を持つ者、そして、アミュール自身──

　エイランは慌あわてて首を振ふった。まさか。アミュールはレムダリア河を渡らなかったのだ。自分たちはソゾン市よりも北から流れてきたと、アインは説明している。ありえない。

　では、ほんとうに特異な体質なのだろうか。東北には一風変わった奇くすしの力を持つ者がいるという。その流れを汲くむのだろうか。

　アインがすたすたと歩きだした。荷が積み重なっているところへ行き、そこでなにやらごそごそしていた者の肩かたをぽんと叩く。エイランがそれがハービルであると気づくまで、ちょっと時間がかかった。

「ハービル」

「うわっ！　わわ、吾わが輩はいは、な、なに、どっどろぼーなどというふてーのやからではござらぬっ。ち、ちと、捜さがし物を──なんだ、アインか」

　慌あわてまくって相手がアインだと気づくと、ハービルはどっと脱力した。じろりと恨うらめしそうに悪友を睨にらむ。アインは笑いながら、

「弁明する姿がいちばん怪しいぞ。どうだ、例の物は」

「はいよ。こいつだ」

　ハービルは頷うなずくと、木箱の奥からなにかを取り出してアインに渡した。それは帳面のようだった。中を確かめ、いたずらを仕掛ける子供のように、二人はにっと笑った。

　帳面を胸元にしまいこみながら、アインがハービルを誘う。

「今からクレジールさんとこへ行くが、おまえも行くか？」

「もちろんだとも。おぬしのような吞のん気き者ものに任しておったら、いつになっても真実など見えやせん。まったく、おぬしといいシーフォといい、空いた口が塞ふさがらんよ」

　口を尖とがらせてハービルは言う。アインは肩をすくめると、

「べつに急ぐことでもないじゃないか、そんなこと」

「かーっ、おぬしには探求心というものはないのか。そんなことなどとよく言えたものだ。もしやしたら、シーフォが一国の王になるやもしれんというのにっ」

　クレジール侯こう──イサファンでの一件をまとめた人物である。ライラ王国の貴族で、騎き士し侯という肩かた書がきを持つ老人だ。宮廷では中の上程度の位置を占める。領りよう土どは小さいが、いわゆる旗本であり、王の信しん頼らいは厚い。王の手先となり、側に仕つかえているはずの彼が、イサファンの検けん問もんなんかに顔を出していたのにはわけがあった。

　そもそも、今回、国中に設置された検問がいわくつきだったのだ。五日前、王宮召し抱かかえの占せん星せい師しがとんでもないことを言いだした。すなわち、国王の孫まごにあたる者が国境を通過する、と。それで大おお騒さわぎになり、とりあえず国境という国境に検問を設置して、該がい当とうする子供を片っ端ぱしから調べようとしたのだ。クレジール侯はサラフィン王と年も近く懇こん意いであり、陣じん頭とう指揮にあたっていたというわけである。

「おぬしが保護者なのだからな、どうにかせい。じさま、頭から湯気だしとるぞ」

「おまえ、じいさんの相手は得意じゃないのか」

「ううっ。年寄りはおっしょさんだけでけっこう。ほれ、はよ行こう」

「ちょっと兄さん、あたしの話は？」

　二人がそのまま行こうとするので、うやむやにされてたまるかと慌ててエイランは引きとめた。だが、アインはなんの話だと言わんばかりに首を傾かしげ、ぽんと手を打つと、

「そうそう、シーフォが気落ちしてるんだ。エイラン、なにか言って慰なぐさめてやりな。じゃ」

「えーっ。そういうの苦手だよお」

　とんでもない役目を押しつけられ、うろたえるエイランを尻しり目めに、さっさと二人は屋根の下へと行ってしまった。

　屋根の下で、たった一人付き従うことのできた若い軍人、ボルト・ドマンドに扇あおがれながら、老人はアインを待っていた。騎士侯ともあろう者が素す性じようも知れぬ若造を前にして、胡座あぐらを組み、礼儀を尽くしていることに、部下は不満だった。とはいえ、平船に関するレムダリア河条約は彼も知っている。この小さな船の上は異国なのだ、国家の権力を振ふりかざせない。老人の座る絨じゆう毯たんは船長の好意だった。

「アインどの。一体いつになればシーフォさまと直接話をさせていただけるのだ」

　アインが座るなり、クレジールは切りだした。イサファンを離れてから丸一日が経たっている。いいかげん、苛いら立だっているのだろう。だが、アインは頭をポリポリ搔かき、相手が一国の貴族というプレッシャーもなんのその、悠ゆう然ぜんとした態度で言うには、

「一応、昨日のうちに話はついてるだろう。聞きたいことは全部聞いた、デリスアージアには行かない。シーフォがそう言ってるんだから、いいかげん諦あきらめてくれないと」

「私はそのようなことを言っているのではない。じかにお会いして、ぜひともデリスアージアへきていただきたいとお頼たのみ申しあげなければならぬのだ」

「でも、シーフォはあなたの言葉、分からないよ」

　アインの指摘にクレジールは呻うめく。たしかに言葉の壁かべは大きかった。シーフォ当人を目の前にしても、けっきょく彼はなにもできないのだ。カリミア語には堪たん能のうだが沿えん海かい語ごは苦手で、保護者というこの若者に全面的に頼たよらなければならなかった。ボルトは母国語しか分からない。ほかの乗員や船員に通訳を頼んでも、今度はシーフォ当人が拒きよ絶ぜつして喋しやべらないのだから、話にならなかった。

「まあ、いまカリミア語を教えこんでるからさ、ちょっと待ちな」

「う、うむ……」

　カリミア語は世界でもっとも通じる言語である。知識と技術がカリミア帝国から大量に流れでているため、必然と知識人はカリミア語を扱あつかうようになるからだ。

　クレジールは、もっと多くの部下を連れてくることができたら、とため息をついた。

　一いつ緒しよにデリスアージアへ来てほしいと懇こん願がんするクレジールを振ふり切り、シーフォが乗ったのを見計らって、平ひら船ぶねはイサファンを出発した。慌あわてて彼も飛び乗ったが、それについてこれたのは若いボルトだけだった。あとから援軍が船で追いかけてきたが、冗じよう談だんではないとシーフォに喚わめかれたので、しぶしぶ戻もどらせたのである。

　シーフォにしてみれば、これから河か賊ぞくを捜さがしに行くというのに、ライラの憲けん兵ぺいがどやどやついてこられても困る。だが、それをクレジールは知らない。少年の機き嫌げんを損なわないよう、せいいっぱいなのだ。

「しかし、その話、ほんとうなのかな」

　ハービルが少し遅おくれて座ると、ボルトは露ろ骨こつにいやな顔をした。武人の一族に生まれた彼は、文人タイプの人間が生理的にきらいだった。そうでなくとも、ハービルの格かつ好こうには問題がある。

「言葉を改めろ」

　低いどすの効いた声でボルトに言われ、ハービルはぎょっとひるんだ。四角い巨体からいわれのない怒りの気がたちあがり、自分に襲おそいかかってくるのが見える。慌てて隣となりのアインのわき腹を小こ突づき、小声で、

「おいっ、なぜ吾わが輩はいだけあのように言われなければならぬのだっ。おぬしの方がよっぽど砕けた言葉遣づかいだというのに」

「人ひと柄がらだろ」

　あっさりとそう言い返される。ハービルは釈しやく然ぜんとしないが、君くん子し危あやうきに近寄らずと自分に言い聞かせ、それなりに改めることにした。

「シーフォが王おう孫そんという話はほんとうなのですか」

「あの方がそうでなかったら、誰だれがそうだというのだ。間ま違ちがいない、あの方は幼いころのアリーシュさまにそっくりであられる。ライラ王家の正統なお世よ継つぎだ」

　クレジールは力強く断言した。アリーシュ。それは現国王サラフィンの一人娘の名前だ。

　武王と近きん隣りん諸国から恐れられたサラフィン三世は子宝に恵まれなかった。それが晩年にようやくアリーシュが生まれると、人が変わったように戦いに明け暮れた生活を改め、内政を整え、治安に勤いそしんだ。子こ煩ぼん悩のうと言われるまで王が溺でき愛あいし、慈いつくしみ育ててきた娘は、十八のとき突とつ如じよ姿を消した。そのときもやはりクレジールが陣じん頭とう指揮して大だい捜そう索さくが行われた。そして、二年後、彼女は国境近くの村で見つかる。素す性じようも名も、顔さえ知らぬ者の子供とともに。怒り狂った父王は相手を殺そうと大部隊を編へん成せいし、その子供もろとも殺そうとするが、すんでのところで逃げられた。捜そう索さくは引き続き行われ、ようやくレムダリア河の下流の小さな町で王女を捜しだしたとき、すでに父親と子供の姿はなく、心を狂わせた娘がいるきりだった。

　イサファンでシーフォを見るなり抱きついたクレジールは、ことの経緯いきさつを大まかに語ってきかせた。そして、

「あれから十四年。陛へい下かはすっかり気を落とされ、今は退位して離り宮きゆうにお移りになられることのみをお考えになられています。昔のことは許すから自分の血を引く孫まごを王宮に迎えたいとお望みになられ、こうして国をあげてお捜さがしもうしておりました。どうか、デリスアージアへ」

　シーフォは了承しなかった。そんなこと関係ない、と一いつ蹴しゆうして船に戻もどってしまったのだ。クレジールには理解できなかった。王おう孫そんになれると言われて、関係ないなどとふつう言うだろうか。喜び勇んでついてくると思っていたのだ。啞あ然ぜんと佇んでいたら、平船が出発してしまった。慌あわてて飛び乗ったが、未だに色よい返事はこない。

（王孫といえば、即王太子になれる立場だぞ。王にとてなれるのだ）

　クレジールには悪いが、実のところ、シーフォは王というものをあまり理解していなかった。育ったところがところなので、王イコール族長といった感覚でしかない。ケムルの族長だってあっさりと下りた少年にとっては、王という地位は魅み力りよくあるものではなく、重大なことでもなかった。

　むろんシーフォとて、クレジールの話には多大な関心があった。なにせ、自分の出生のことなのだから。もし本当なら生みの母親だけは判明したことになる。しかし、少年の心にはいまやアミュールのことしかない。血筋のはっきりしているライラ王国の王女では、アミュールのことは分からないだろう。父親が問題なのだ。

　だから、シーフォには王都へ赴おもむくよりも、カインに会う方がだいじだった。そして、この船に乗っていれば、河か賊ぞくに出くわす可能性が高くなる。二に者しや択たく一いつは簡単だった。

「ライラの王家はアミュールの血を引いておりますか」

　ハービルが興こう奮ふん気味に尋たずねる。クレジールは怪け訝げんな面もちながらも頷うなずいた。

「確かにそれは……しかし、アミュールとはいえ、誇り高き水神エルヴィラの血脈であらせられる。ライラは古エルヴィラ王国の正統な後こう継けい者しやであるからな」

「むむう、やはりやはりやはりーっ。アイン聞いたか、やはりアミュールの血は引きあうのだ。じっさい、ライラ王家はエルヴィラの末まつ裔えいとも言えぬ傍ぼう系けいだが、わずかな血でも呼びあう。むむう」

　ハービルが騒さわぐ言葉は沿えん海かい語ごだったので、クレジールは理解できなかった。ボルトと二人で、狂喜する学者崩くずれの青年を啞あ然ぜんと眺ながめる。

「エルヴィラの末裔が、ふとしたきっかけで同じ血を持つ娘と恋に落ちる。その愛の証あかしがシーフォというわけだ。なんというロマンだ、すばらしいっ」

　放っておけば踊りだしかねないほど、ハービルは高揚している。アインが苦笑しているので、クレジールもボルトも眉まゆをひそめながら、深く追求することはしなかった。君子、変な奴やつには近寄らず、だ。彼らの王女を連れ去った憎にくき男の話だったというのに。

「ともかく、シーフォは今、自分を見つけることに必死なんだ。あんたたちもあの子が何者なのかはっきり分かってから連れていった方がいいんだろう。だから、あと二日待ってくれ。そしたら船を降りるから」

　アインにそう言われ、クレジールは不ふ承しよう不ぶ承しよう頷くしかなかった。そこで今回の話しあいは終わった。二人が立ち去ると、早速ボルトが不満を鳴らし始める。

「クレジール侯こう、あのような無礼な輩やからの言うことなど聞く必要もないではありませんか。少し脅おどかしてやればすむことです、今すぐにでも私めが」

「おまえに勝ち目があればな」

　息巻くボルトを憐あわれむようにクレジールは言った。青年は言われた意味が分からず、は？　と聞き返す。老人は炯けい々けいと光る目を細めて、遠くにあるアインの後ろ姿を凝ぎよう視しした。

「あの青年を侮あなどるでないぞ。飄ひよう々ひようとした見かけに惑まどわされるが、身のこなしが常人と違う。隙すきがまるでない。それに、わしの目をまっすぐに見おった」

　鷹たかの目を持つ男と称されて以来、あのように目と目をあわせて話しあったことなど、何回あっただろうか。クレジールは瞼まぶたを閉じる。ものおじしない態度、卑ひ屈くつでない言葉遣づかい。柔にゆう和わな目。

（あの目は修しゆ羅らを通った目だ）

　修羅の巷ちまたを駆かけ抜ぬけ、そして、去った者の目。

「あれは一いつ介かいの象ぞう牙げ細ざい工く職人が身につけられるものではない。それにわしはあの若者を、昔どこかで見た気がするのだ」

「ええ？　侯こうのお目に止まったというのですか。奴が？」

「昔すぎてよく分からん。だが、たしかにどこかで……」

　ボルトはなにか言いかけたが、やめた。老人はレムダリアのみなもに視線を投げて、じっと考えこんでいた。




　パケンはやけに張りきっていた。なぜなら、エイランに頼たのみごとをされたからだ。やはり、エイランは自分を頼りがいのある奴と認めていたのだ。なにがなんでも、期待に添わねば。そう都合よく解かい釈しやくして、彼は二つ返事で頼みを引き受けた。

　愛するエイランのためならあ、と歌いながら、頼みごとの前まで行って、思わずたたらを踏ふむ。

　うずくまる頼みごと、シーフォからどんよりと重い雰ふん囲い気きが漂ただよってくる。

（こ、これは手ごわいぞ）

　しかし、ここでいいところを見せなければ。決して厄やつ介かいごとを押おしつけられたとは考えないパケンは、気を取り直してシーフォに声をかけた。

「よう、シーフォ。暗いなあ」

「パケン……」

　シーフォが顔をあげた。その途と端たん、うっと胸が詰つまり、パケンはげほげほと咳せきこむ。胸やけかしらんとあっさり片づけ、再び気を取り直すといきなり少年の頰ほおをつねりあげた。

「ほれ、笑え。おまえが暗いとエイランが困る。するってーと俺が困る。だから、笑えよ。悩みでもあるならぱーっと言って気を紛らわす。そして、忘れるんだ。いいな」

　ふんぞり返って言うパケンを、シーフォはじっと凝ぎよう視しした。

　沈ちん黙もくが流れる。両者ともとりあえずまじめなので、傍はたで見れば白々としていても、二人には重い沈黙だった。

（いくらなんでもストレートに言い過ぎて理解できなかったか。俺の話は高こう尚しようだからなあ）

　しばらくしてパケンがそう考えついたとき、少年はためらいがちに話しかけてきた。

「あの、さ……パケンは、人を傷つけたり、殺したりしたこと、ある？」

　パケンはイサファンでの一件を簡単にエイランから聞いていた。娘を助けようとしてアミュールの力を出したため、やり過ぎて役人を殺してしまったと。自分では白い光が眩まぶしかったぐらいしか覚えてないし、見えなかったのだが。

　彼は腕うでを組むと、あっけらかんと答えた。

「傷つけるのはしょっちゅうだぜ。手で傷つけることもあるし、言葉で傷つけることもある。殺しはまだないけど。それがどーした」

「ぼくは殺してしまった」

　ぽつんと呟いて、シーフォは自分の両手を見つめた。この手を汚よごしたわけではない。だが、もっとたちの悪い殺し方だった。このあいだまで気づかなかった。自分は人殺しだ。力そのものにおびえ、そのことから目を逸そらし続けていた。だが、気づいてしまった。自分は同じなのだ。

（ぼくにはあの役人をとがめる権利はなかった）

（ぼくは彼と同じだった）

「ぼくは人を殺してしまった。もう何人も……なんていうことを、なんて……」

　こらえきれなくなって、少年は膝ひざの間に顔を深くうずめる。

　パケンはうーむと唸うなった。こんな虫も殺せないような顔をして、何人も殺したという。イサファンでなにが起きたかはよく知らないが、戦せん闘とう好きな部族の中で育ったはずなのに、いまさら罪ざい悪あく感かんにかられているなんてちゃんちゃらおかしいというものだ。

　とはいえ、ばかばかしいと投げだしては、エイランに会わす顔がない。頼たよりになるところを見せなくては。パケンは使命感に燃えて、少年を慰なぐさめた。

「しかたねーよ、遊びで殺したんじゃないんだろ。誰だれだって許せないことはあるさ」

　許せないと思っても普ふ通つうは心の中に隠かくしておける感情が、勝手に力となって出てしまうところがこいつの不幸だな。そうパケンは同情した。アミュールであるもう一人のシーフォの存在については、エイランから説明を受けている。そして、それの出現が少年の意志と無関係ではないとも聞いていた。殺意が芽生えただけでじっさいにもう一人の自分が殺してしまうなんて、不幸としか言いようがない。もしシーフォが自分だったら、一日十人は死んでいるだろうと彼は思った。考えようによっては、力を持っているのが穏おん和わなシーフォでよかったというものだ。少なくとも突とつ発ぱつ的無差別殺人とか、八つ当り大だい虐ぎやく殺さつとかは起きないだろう。

（ふむ、なかなかいい慰め方じゃないか）

　自分の想そう念ねんが大いに気に入り、パケンはうんうんと頷うなずいた。そして、言葉にまとめようと唸っているうちに、シーフォが再び口を開く。

「でも、ぼくはあの人の人生を奪うばってしまった。取り返しのつかないことをしてしまったんだ。ぼくはあの人と同じことをしてきたのに、ぼくに裁さばく権利なんかないのに、ぼくだけのうのうと生きていて……」

　くぐもった声で言い、シーフォは唇くちびるを嚙かみしめる。それを聞いたパケンは唸るのをやめた。しばらく考えこみ、そして、

「そりゃおまえ、なにも守るもののない人間の言う言葉だ」

　はっとシーフォが顔をあげる。パケンは呆あきれ口く調ちようで続けた。

「人間には誰だれかを傷つけても殺しても、守らなければならないもんがあんだよ。それが正しいか正しくないかなんて関係ない。人間が人間として生きるために必要なことだかんな。シーフォが悩んでるのは、守るもんが分かってないからだ、つまり、信念ってーやつだ」

「信念？」

「自分がなんのために生きてるかってこったあ」

　シーフォは幾いく度ども瞬またたいた。自分のせりふに感心して、そう、信念だよなとぶつぶつ呟いているパケンに聞き返す。

「パケンにはなにか守るものがあるの？」

「おうさ。俺はエイランのためなら、人間の一人や二人や百人、いざとなりゃシーフォ、おまえだって殺してみせるぜっ」

　えっへんと胸を反そらして豪ごう語ごするパケンの背中に、エイランの蹴けりが飛んだ。物もの陰かげから一部始終見ていた彼女は、耳じ朶だまで真っ赤にして、

「変なこと言うな！　そんなこと言えなんて誰が頼たのんだっ」

「照れるな照れるなって。俺の真しん摯しな愛を受けとめてくれ」

「てめーなんかに守られるほど落ちぶれちゃいないっ」

　騒さわぎの途中でシーフォがエイランの服を引っ張る。

「ねえ、エイランはなにか守るものがあるの？」

「へ？　あ、ああ、そうだね──兄さんとの生活かな、やっぱり」

「なんだよ、それはあ。俺との生活に変えろよー」

「あー、うるさいうるさーいっ。とりあえず、シーフォは自分を守ることから始めたらいいんじゃない。自分を大切にしなくちゃ、ほんとうになにかを守ることの意味なんか分からないもの」

「俺はエイランに大切にしてほしーなっ」

　二人のじゃれあいはまだまだ続きそうだった。それを見て、シーフォは小さく笑った。一日ぶりだが、久々に笑った気がした。

　空を仰ぐ。乾かん燥そう地ち域いきの雲一つない、さめるような蒼そう穹きゆうが広がる。

（ぼくが守る、もの……）

　それがあれば、それを支えに生きていける。なにを犠ぎ牲せいにしても、守るもの。そんなものが自分にあるだろうか。

　イサファンで自分にありがとうと言った娘の顔が思いだされる。

　早く、見つけたい。シーフォは瞼まぶたを閉じた。




　そして、それぞれの思いを包み、夜はふけていく。




　カンカンカンカンカン。

　夜半、シーフォはけたたましい半はん鐘しようの音で飛び起きた。周りの者も起きだして、騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きが平船に渦うず巻まいている。何本もの松明たいまつがあかあかと燃え、まるで昼間のようだった。反対に、明りに照らしだされたレムダリアはどこまでも暗く、不気味な静けさをたたえている。少年はただならぬ様子に、ぶるっと身み震ぶるいした。

「なあに？　なにが起きたんですかあ」

「星祭りだぜえ。うははは」

　傍かたわらで寝ていたオリクルドやパケンが、寝ぼけまなこで寝ぼけた会話を交わしている。

「シーフォ！」

　アインの呼び声に反応して、シーフォは舳へ先さきへ駆かけていった。舳先には船長もいて、アインはすでに身なりを整え愛あい剣けんを携たずさえている。

「アイン、これは！」

「河か賊ぞくだ」

　シーフォに刀身の細い剣を渡し、アインは端たん的てきに答えた。少年の固かた唾ずを吞のむ音がする。

（カイン！）

「やっぱり来やがったな、義ぎ賊ぞくさんはよ」

　顔を歪ゆがめた船長が、苦々しく言う。

　夜空よりも暗く黒いレムダリアのみなもに、鬼おに火びのように松明たいまつの灯の群れが浮うかんでいる。河上でゆらゆらと揺ゆらめくそれは、急速に近づいてきた。その数は三十近く。夜行の船はふつうなら集まることを嫌きらう。決して商船などではない。

　河幅はかなり狭せまくなっている。だが、高い岸がん壁ぺきにはさまれ、陸に逃にげることはできなかった。人里からも遠く、狩りには最適の地だ。

「何艘そうだ……ひい、ふう、みい、ちくしょうっ、小舟が五艘か！　こっちの方が重たい、勝ち目はねえ」

　逃げきれない。そうジガムルは言っている。だが、この状じよう況きようこそ、シーフォが半月待ち望んでいたものだった。ようやくここまでたどりついた。

　噂うわさに高い河賊が出現したと聞いて、ライラの二人の騎き士しも駆けつける。

「河賊がでたというのはほんとうか」

「ああ」

　こちらよりも数の多い水上の松明を見て、ボルトは武む者しや震ぶるいをした。まさかこんなところで腕が奮ふるえるとは思わなかった。河賊は国際問題にもなっている犯はん罪ざい者しやだ。チャンスを逃のがすことはない。

　クレジールも軍人の血が騒さわぐのを感じた。だが、隣となりで食い入るように河賊を見るシーフォと、落ち着き払ったアインに気づき、はっとする。

「もしや、そなたたちが待っていたのは、この河賊なのか……」

　愕がく然ぜんと言うクレジールに、アインが笑ってみせた。ほんとうなのだ。一体、この者たちはなにをしようというのだろうか。王おう孫そんの地位を蹴けってまで。

「……だ」

「え？」

　シーフォの呟つぶやきに四人が振ふり向く。

　灯火が映る少年の瞳ひとみは、オレンジ色に染そまっていた。

「カインだ。カインがあの中にいる」

「たしかだな」

　そして、少年の運命もまた。

「カインだ」

　もう一度、シーフォはなにかに憑つかれたように呟つぶやいた。
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　ふと思いだしたように、ハービルが振ふり返って言った。

「言い忘れたが、リルフィ・アイーダはカリミア皇こう女じよだったんだ」

「え？」

　突とつ然ぜんそんなことを言われても、理解できるわけがない。わずかな自分の荷をかきまぜていたシーフォは顔をあげ、きょとんとハービルを見つめた。

　少年よりは大きい剣を担かつぐ青年の黒瞳に、松明たいまつの火の粉こが舞まう。

「フェリム・フェシアの妻、リルフィ・アイーダはカリミア皇女だったんだ。フェシアは彼女を殺して父王の許しを得て、かつての繁はん栄えいを築きずいた」

「……え？」

　もう一度、アインは聞き返した。その途と端たん、平ひら船ぶねが大きく揺ゆれる。

「きゃあああっ！」

　女の悲鳴が船尾から飛んでくる。両舷げんに回りこんだ河か賊ぞくの小舟は、竿さおを巧たくみに操あやつって羊よう皮ひの浮うき袋ぶくろを揺り動かした。シーフォの目の前に立っていたハービルは、その揺れに足元をすくわれ、あっというまに転がっていってしまった。まあ、河に落ちることはないだろう。

　慌あわてて伸のばした手を横から摑つかんだのはアインだった。

「シーフォ、こっちに来い」

「う、うん」

　切迫した雰ふん囲い気きが漂ただよっている。船を駆かけまわる男たちの手には刃物が握にぎられ、天てん幕まくの下に集められた女子供は身を寄せ、抱きあい、それでも恐いもの見たさで外を窺うかがっている。

　河賊が現れた。

　レムダリアのみなもに映る幾いく多たの灯火。だんだんとその数は増していき、それにつれて小舟の数も増えていく。もう櫓ろを伸のばせば触ふれてしまいそうなほど、接近している。必死に川下に向かって逃げるが、漕こぎ手の奴ど隷れいにしてみれば解放のチャンスだ。まじめに漕こぐ者はいない。

「松明たいまつで多く見せてるだけだ。落ちつけ、頭数はこっちの方が多い！」

　ジガムルが発はつ破ぱをかけた。非ひ戦せん闘とう員いんを含めた頭数なのは、誰もが分かっている。だが、夜行には必ず乗せる五人の傭兵に、今回はソゾンの剣豪とライラの騎き士しが二人も同乗しているとあって、諦あきらめムードはみじんもなかった。

　河か賊ぞく。レムダリア河中流りゆう域いきを活動範囲とする盗とう賊ぞくだ。本来は一地方の盗賊集団でしかなかったが、近年活発化して、国際問題にまでなっている。ライラ王国の調査では、その数は二十以上という。

　その中で、最近台頭してきたグループがある。構成メンバーは十代から二十代前半と若く、機動力にものを言わせ、手際のよい襲しゆう撃げきをする。漕こぎ手奴ど隷れいを解放して仲間に加え、勢いを増しつづけているグループだ。

（噂うわさによると、その河賊の首しゆ領りようオハラは、口から火を吹く技を持っているそうだ）

　ヴェルレ・タゴールの持ってきた情報は、船長ジガムルから聞いた噂と一致していた。そして今、シーフォは無数の灯火の中に、カインの気配を感じとっている。そこにカインがいる。間ま違ちがいない。

　四年前、ケムルから消え去った彼が、なぜこんな遠く離れた異い邦ほうで盗とう賊ぞくをやっているのかは知らない。シーフォは彼を追ってやってきた。自分を知るために。

　アインとシーフォは天てん幕まくの柱に飛びつき、屋根に上がった。当初五艘そうだった小舟が倍に増えている。敵数はおよそ三十。

「どれにカインはいる？」

「……分からない。近くにはいないようだ」

　シーフォは唇くちびるを嚙かみしめ、まだ遠くで揺ゆらめいている数個の松明たいまつを凝ぎよう視しした。そばにいると少年の緊きん張ちようが伝わってくる。興こう奮ふんもしているようだ。

「カイン……」

　押おし殺した声がシーフォの口から洩もれたとき、うわーっと喚かん声せいがあがった。ついに河か賊ぞくどもが船に乗り移ってきて、水夫や傭よう兵へいと剣を交えはじめたのだ。剣の触ふれあう、歯がきしむような音があちこちでたつ。

　おおーっ。

　再び、野太い喚声があがった。河賊たちが漕こぎ手奴ど隷れいの足あし枷かせを断ち切り、解放した。奴隷は彼らに与くみし、あっというまに平ひら船ぶねの勢力が弱まる。

「あらら、大物がでてくる前に潰つぶされちまう。俺、行ってくるわ」

「ぼくも行く！」

「ここにいな、シーフォは切札なんだから。カインを引っ張りだしたら、頼たのむ」

　不満そうに顔をしかめながらも、シーフォは頷うなずいた。アインは幼い子供相手のように、少年の頭を撫なでてやると、

「よしよし、いー子だ。いいかい、アミュールの力に負けるなよ。そいじゃ、また」

　アインはそう言って、ひらりと天幕から飛び降りる。

　屋根から飛び降りたアインの目の前で、いきなりジガムルが大男に組み敷しかれ、剣先を首に突き立てられている場面が展てん開かいしていた。躊ちゆう躇ちよすることなく、隙すきだらけの背後から大男の腰こしを斬きりつける。

「ぐわあっ！」

　絶ぜつ叫きようをあげて、男の体ががくんとのめりこむ。

「船長、腕が落ちたな。もう年なんだから大人しくしてたら」

「青二才が生意気なことをぬかしやがる」

　アインの軽口をあしらいながら、ジガムルは男の下から這はいでた。

「どこ行ってやがった。とっとと河に飛びこんだかと思ったぜ」

「これからだよ、船長」

　楽しそうに言うアイン。ジガムルは呆れながら、右う舷げんへ行けと指示した。

　河賊たちは非ひ戦せん闘とう員いんに剣を振ふりかざすことはなかった。だが、相手が武器を持っていると分かった途と端たん、容よう赦しやなく攻こう撃げきしてくる。情勢は圧あつ倒とう的な人数の差で平船に不利だった。寝返った奴ど隷れいたちの存在がかなり効きいているのだ。

　その中で、めざましい活躍をしているのが、ライラの二人の騎き士しだった。老いたとはいえ、クレジールはだてに騎士侯こうの名を持っていない。必然と河か賊ぞくが集まってきて、二人は人数的に苦戦していた。

「クレジールさん、右に！」

「ぬう！」

　叫きよう喚かんの乱れ交う中でふいに飛びこんできた声に、反射的に老人は剣けんを右に薙ないだ。頸けい動どう脈みやくを断ち切られ、小男がどうと倒たおれる。さきほどからうろちょろしていた奴やつだ。

「今の声はそなたか！」

「加勢します、どうも」

　ぺこんと頭を下げながら、アインは一人斬きり倒した。クレジールは息を吞のんだ。巧うまい。敵の動きをよく読んでいるし、剣捌さばきは相手の力を充分に利用している。無む駄だな動きも少なく、次々と敵を倒していく。戦い慣なれしている。

「騎士侯！」

　部下の叱しつ咤たにクレジールは我に返った。体が勝手に動き、向かってきた槍やりの男を斬り払う。ボルトは弾はずむ息を整えながら、騎士侯と背中を合わせた。

「いかがなされました、クレジール侯」

「見よ、あの男の動きを。あれがただの細さい工く職人の腕うでか？　ただの傭よう兵へいの動きか？　あれは、完成された一流剣士の型を叩たたきこまれているのだ。しかも、型に技ぎ倆りようがついていっておる。騎士とてなかなか、ああはいくまい。あれは──」

　興こう奮ふんするクレジールの言葉は続かなかった。新あら手てが押し寄せてきたのだ。彼らは斬り結びながら、謎なぞめいた若者を視線で追った。

（見たことがある。たしかに、どこかで）

　自分の記き憶おくの衰おとろえを罵ののしりながら、クレジールは必死に思いだそうとしていた。




　一方、エイランはほかの女子供や殺せつ生しようを忌いむ巡礼者とともに、護身用の短剣を握にぎりしめ、天てん幕まくの奥で縮まっていた。幼いオリクルドも一いつ緒しよにいたが、二人そろって好奇心旺おう盛せいでじっとしていられない性格である。なんとかして状じよう況きようだけでも見たいと、うずうずしていた。

　そして、その機会は訪おとずれた。しかし、不本意ながら、それは女を求めてやってきた痴ち漢かんに引きずりだされてのことだった。とうぜんエイランは喚わめきまくる。

「なにしやがる！　あたしに手を出すなんて百年早いんだよ！」

「いせーのいい姉ちゃんだな。よしよし、おいらがたあっぷり可愛かわいがってやるかんな」

　罵ば声せいは痛くも痒かゆくもない。下げ卑びた笑いをあげながら男はエイランを抱かかえこんだ。年は二十二、三だろう。面つら構がまえはライラの者というよりも、もっと下か流りゆう域いきの、ソゾン市民と同じ流れを汲くむ民族のものだ。そういえば、襲しゆう撃げき者しやたちをよく見ると、大洋出身者が大部分を占めている。メラミ諸島の人間も多い。解放した奴隷が仲間に加わり続けているためとはいえ、なにかおかしい。

　だが、エイランが訝いぶかったのは一いつ瞬しゆんだった。疑問より、なんとかして脱だつ出しゆつする方が先だ。

「このすけべ！　変へん態たい！　はつじょーまっ！」

「こいつ！　姉あね御ごを放せ！」

　えいえいとオリクルドが男に摑つかみかかるが、八歳の子供の力では指一本も剝はがすことはできない。反対に、指一本で弾はじかれて、少年はごろごろ転がった。

　周りでも年ごろの女たちが同じように引きだされている。なにを考えているのか、幼女や少年、ついでにしわだらけの老女まで、小舟に担かつぎこまれていた。あれー、などとしおらしい悲鳴をあげているが、古今東西、女は逞たくましい。隙すきあらば股こ間かんを蹴けりつけて逃にげるなど、お茶のこさいさいだ。問題は、船の上では逃げきれないところにあった。

　エイランも例に洩もれず、相手がオリクルドにかまった一瞬の隙をついて、思いっきり股間を蹴りあげた。うっと呻うめいて、男は崩くずれる。

「けっ、このエイランさまに抱きつくなんて千年早いんだ」

　エイランは憤ふん然ぜんと言い放って、柱に頭をぶつけて昏こん倒とうしているオリクルドに駆かけ寄った。傷はない。ほっとしながら、こうやって無条件に慕したわれるのは気持ちいいものだと思い、オリクルドを可愛かわいく思った。

　背後の殺気に気づいたときは遅おそかった。大きくごつい手がエイランの首を鷲わし摑づかみにし、そのまま引き倒たおす。

「こっ、この、あまああ！」

　男の立ち直りが予想外に早かったのだ。怒りに顔をどす黒く染そめ、少女の体に馬乗りになる。もがき、引っかき、手を剝がそうとしても、びくともしない。男は細首を握にぎる手に力をこめた。

　息が詰つまる。

「女と手かげんしてりゃあ、ふざけやがって……」

　男の息が臭い。視野が霞かすんでいく中で、エイランはそんなことを思った。息ができない。頭がぼうっとして、ガンガン頭痛がする。耳鳴りもする。痛い。苦しい。そうも考える。ショックが先行して、言葉だけが頭をぐるぐる回る。意識と感覚がつながらない。

　自分は死ぬのだろうか。こんなところで。こんな奴のために。

（うそよ、あたしは死なない。こんなところで死ぬはずない）

（助けて。助けて、兄さん）

（いやよ、こんなの。助けて。助けて──助けて！）

（助けて！）

「呼んだーっ、はにい」

　場違いに明るい声で、ひょっこりパケンが現れた。いくらお調子者の彼とて、この場は見るなり顔色を変えると、手にしていた鉄棒で男の後頭部を殴なぐりつけた。

「俺おれのエイランになにしやがる！」

　えらい見けん幕まくでパケンは突っかかったが、男はすでに絶命していた。抜ぬけ殻がらがどさりとエイランに覆おおいかぶさる。それにさえ、目を三角にして、

「あーっ、きさま、性しよう懲こりもなく！」

　頭から湯気をだしかねない様子で、パケンが死体を蹴け飛とばす。枷かせが除かれて、エイランは大きく咳せきこんだ。一度に大量の酸素を吸入して、苦しさに涙を流す。涙の意味を取り違えたパケンは仰ぎよう天てんし、おろおろした。

「エイラン、だいじょーぶか。なにもされなかったか」

　エイランは喉のどをひくひくさせながら、茫ぼう然ぜんとパケンを仰あおぎ見た。

（あたし、声にだしたっけ？）

（助けを呼んだっけ？）

　パケンが来た。兄でなく。それに気づくと、エイランはばっと顔を手で覆おおった。違う意味の涙があふれてしかたがなかった。こんな彼女を見たことがないパケンは、どうしていいのか分からず、ただ狼ろう狽ばいするしかなかった。




　はっとアインは振ふり返った。平ひら船ぶねの奥を見、それから川面に目を据すえる。

「──来た」

　思いもよらぬ手ごわい相手が何人もいたので、河か賊ぞくたちは次第に劣勢になっていった。しょせんは素人しろうとの寄せ集め、剣に長たけた者が十人いても職業軍人一人には勝てない。

　そんなとき、一人の河賊が歓かん喜きの声をあげた。

「オハラだ！」

　その声はあっというまに広がり、彼らの士気はやにわに高まった。

「オハラ！　オハラ！」

　ひときわ大きな松明たいまつを掲かかげた小舟が、みなもをぬうように現れる。歓呼の中、平船に乗り移ってきたのは、目から下を面で隠かくし、銀の鎧よろいに身を包んで緋ひ色いろのマントをひるがえした男だった。鎧の上からも体格が分かる。均きん整せいのとれた、戦士の体だ。つき従う男が抱かかえる松明で、オハラは炎ほのおを背負っているように見えた。火の司つかさ、その名にふさわしく。

　オハラの登場で、戦せん闘とうがぴたりとやんだ。彼から噴ふきあがる気迫に吞のまれ、水夫たちは呆ぼう然ぜんとオハラを眺ながめる。

「臨戦体制に入ってる。戦い慣なれてるな」

　アインは一人ごちた。規模こそ違うが、火の気迫はシーフォが放出するものと同質だった。まちがいない、アミュールの力だ。

「なにを手間取っている」

「は、軍人がいるようでして。でも、奴やつはいましたぜ」

　オハラの声は意外と高かった。だが、よく響ひびく声だ。手下どもがわらわらと彼の周りに集まってきた。平船サイドも集まって一つに固まり、船上は異様な雰ふん囲い気きに包まれる。

「デリスアージアの高利貸し、ルーリック・クライシュどのはおられるか！」

　その怒ど号ごうにすべての乗客が理解した。生いけ贄にえだ。生け贄を出せば、河賊は去っていく。

　ゆっくりとオハラは見回す。目と目のあった者すべてがすくんだ。得も知れぬ恐きよう怖ふが心を支配していく。

「おらんのか」

　嘲ちよう笑しようまじりに問う。自分の超常の力が人々の恐怖を引きだしていることを、オハラは分かっていた。だが、そんなに強いものではない。慣れてしまえば、呪じゆ縛ばくは意味をなさなくなる。急がなければ。

「しかたない。それでは一人ずつ首をとって確かめねばならん」

「ここだ！　こいつがルーリックだ！」

　裏切ったのは、高利貸しの下男の一人だった。オハラは酷こく薄はくな笑みを浮うかべた。そう、人間はエゴイストであって当然だ。

　巡礼者たちの陰かげに隠かくれていたルーリックは突つき飛ばされ、鞄かばんを抱えたまま転がりでた。貧弱な体が、まるで濡ぬれ鼠ねずみのように震ふるえている。

「わ、わしになんの用だっ」

　それでも強気な態度をとるルーリックに、オハラは蔑さげすみの目を向けると、

「大した用ではない。なに、貴公が手にしている鞄の中身を譲ゆずっていただきたいだけだ」

　はっと高利貸しは鞄を抱きしめた。河か賊ぞくたちはにやにや笑い、遠まきに見守っている。

「ご、ごめんだ！　これはわしの命だ、きさまのような人間の屑くずに渡せるか！」

「渡してくれたら我々は手を引くのだがな」

「渡せ！　俺たちを巻添えにするな！」

　乗客からヒステリックな声が次々とあがる。だが、ルーリックが強ごう情じように拒きよ絶ぜつすると、オハラは手下に顎あごで指示した。三人の河賊が彼を絡からめとり、鞄を奪うばおうとするが、すっぽんのように食いついて放さない。力任せに引っ張ると、鞄は裂さけ、生活用品がぶちまかれた。だが、お目当ての物はなかった。河賊はうろたえ、ルーリックまでもが蒼そう白はくになる。

「ない？　そんなばかな！」

「お捜さがし物はこれ？」

　ふいに第三者の声が割りこんできた。まるで緊きん迫ぱく感かんのない声色だ。オハラは反射的に腰こしの剣けんの柄つかに手をかけた。

　ほけほけとアインが人々を割って現れる。彼が帳面を持っていることよりも先に、オハラは自分の力が相手にまったく効いてないことに気づいた。この手あいの人間は時折出くわす。

（道士か？　いや、霊れい能のう者しや──東の人間か？）

　ならば、体で勝負するだけだ。オハラはアインに向かって手を差しだした。

「それを渡してもらおう」

「いやだね。これはルーリックさんのものだろう」

　真っ向から逆さからうアインに、手下は剣を構えたが、オハラに手で制される。

「なぜこの男の味方をする？　こやつは貧しい農民にわずかな金を貸し、巨きよ額がくな利息をとる悪人だぞ。その帳面を焼き払えば、何百人もの命が助かるのだ」

「知ってるよ、だってそれが高利貸しだろう」

　宥なだめるように言うオハラに、アインはそっけなく言い返した。

「あんたに味方するいわれも俺にはない。それに、これを焼き払ってもほんとうに命が助かるのか怪しいもんだ」

「なんだと？」

「そ、その者の言うとおりだっ。わしの借金がなくなっても、あやつらはまた別の高利貸しから金を借りるに決まっとる。だが、この一件で、ほかの高利貸しも用心するだろう。さらに高い利子で借りるしかないのだ。文句があるなら、高い税を納めさせる国に言えっ。わ、分かったかっ」

　ぎらりと睨にらむオハラに、ルーリックが甲かん高だかい声で脱明した。アインが言葉を引き継つぐ。

「もしかしたら、借りることもできなくて、野の垂たれ死にするかもしれないなあ。あんたたちは義ぎ賊ぞくだそうだが、小さな親切大きなお世話とはよく言ったもんだ」

「言わせておけば！」

「やめろ！」

　手下が飛び出したのをオハラは突つき返した。そして、自分の剣を鞘さやから抜き放ち、アインに向ける。他人に任せられないほど、オハラのプライドは傷ついていた。

「一対一の勝負だ。かかってこい」

　アインは帳面を懐ふところにしまうと、無言のまま剣を構えた。誰だれも微び動どうだにしなかった。遠巻きに、食い入るようにこの対戦を見守る。

　誰かの固かた唾ずを吞のむ音がした。

「ごう！」

　怒ど号ごうとともにオハラの鋭するどい突つきがでた。それを軽々とかわすアイン。一いち合ごう、刃やいばが触ふれあい火花が散る。二合、オハラの剣の切っ先がアインの頰ほおを掠かすめた。その間にアインは相手の懐に飛びこみ、惜しいところでマントだけを斬きり裂さく。三合目は刃が離れず、そのまま力比べになった。キシキシと生理的不快を催もよおす刃物同士がぶつかる音がたつ。

　オハラはその称号をいただくだけあって、なかなかの技量と力の持ち主だった。だが、相手が悪かった。ふっとアインは力を抜き、剣を斜めに流した。体勢を崩くずしてオハラは片かた膝ひざをつく。彼は舌打ちすると、鎧よろいの肩かた紐ひもを力任せに引きちぎった。

　ガチャンガチャンとやかましい音をたてて、鎧が落ちる。オハラは飛びだし、速攻に出た。立て続けに突き、斬きりこみ、反はん撃げきを許さない。アインはそのスピードについていくのがやっとのように思われた。

　オハラの剣が空を薙なぐ。上体を反らしてよけたアインに、すかさず懐かい剣けんを取り出して襲おそいかかった。

「もらった！」

　鋭するどく光る短剣がアインの喉のど笛ぶえをかっ切った──誰もがそう思った。だが、倒たおれこんだ二人のうち、呻うめいたのはオハラの方だった。

「つあっ……！」

　苦痛に顔を歪ゆがめて腕を押おさえるオハラ。左腕から血がだらだらと流れている。

「いやー、こんな物が腰こしにあったんだな」

　アインはそう言って、鑿のみを再び腰こし紐ひもにはさんだ。それから、ぱっとオハラの顔に手を伸のばし、覆ふく面めんをはぎとる。抵抗するまもなく、オハラの顔があらわになった。

「なんだ、どんな顔してると思ったら。けっこう美男子じゃないか、オハラ・カイン」

「きさま、なぜ俺の名を……！」

　オハラ・カインは驚きよう愕がくした。アインはそれには答えず、憮ぶ然ぜんと言うには、

「顔を隠かくすくらいなら、河か賊ぞくなんかやめるんだな。俺はなにも盗賊稼か業ぎようが正しい正しくないなんて言ってない。でも、義賊と自称したり、強ごう奪だつに大義名分くっつけたり、民衆のためと責任転てん嫁かしているのが気に食わないな。自分の行動にさえ責任がとれない奴なんかだいっきらいだね。だから、俺はルーリックさんの味方をする」

「偽ぎ善ぜん者しやめ……」

「それはお互いさまだろう。でも、義賊と詐さ称しようしている奴よりかはましさ」

　のうのうと言うアイン。オハラはぎりっと歯ぎしりすると、

「言わせておけば──悔くやんでも、もう遅おそいぞ！」

　かっとカインは口を開いた。喉のどの奥から紅くれないの蛇へびが吐はき出され、すぐにかき消える。

「ああっ、オハラの魔ま術じゆつが！」

　手下のおびえた声が緊きん迫ぱくをいっそう高めた。カインはまなこを開き、大きく息を吸いこむ。そして、オハラの地位までのし上がったその力の本領を発揮した。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが口こう腔こうから渦うずを巻いて噴ふきあがり、アインに襲おそいかかる。父親よりも強力な火吹きの司つかさの神かみ業わざは、一いつ瞬しゆんにして青年を吞のみこんだ。

　火だるまになった姿を見て、オハラは荒い息をつきながらにやりと笑った。手下は歓かん声せいをあげ、平ひら船ぶねの者は大きく嘆たん息そくした。なんということを。前ぜん途とある若者だったのに……

「おおっ!?」

　クレジール侯こうは驚きよう愕がくして身を乗りだした。炎がアインの体に吸収されていく。彼の声で皆もそれに気づいた。呆ぼう然ぜんと立ち尽くすオハラ・カインを尻しり目めに、青年はすっかり火を吞みこんでしまった。外傷も火傷やけどもない。ただ、びっしょりと汗をかいているきりだ。誰もが自分の目を疑った。信じられない。

　濡ぬれた髪かみを振ふり切って、アインはオハラを一いち瞥べつした。カインはぎくりとした。まるで別人のようだ。飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きが今は消え、精せい悍かんな顔つきに剣けん吞のんな光が目に宿っている。それには鬼き気き迫るものがあった。

「むだだ。アミュールの力は俺には効かない」

　低い、腹に響ひびく声でアインは断言すると、段だん平びらを正せい眼がんに構えた。

「シー・カシガル」

　ぽつりとクレジールは呟つぶやいた。そして、勝手に出てきた言葉に自分で驚おどろく。

（シー・カシガル？　カリシンハラのか？）

（まさか！　そんなはずはない。あそこは滅ほろんだ、十三年もまえに）

　老騎き士し侯は豹ひよう変へんした若者を凝ぎよう視しした。カシガルは死んだはずだ、十三年前。

（似ている。生き写しだ）

（では、あの兄妹は、カシガルの忘れ形見か？）

　だが。クレジールは言葉を吞のんだ。もしそれが当たっているなら、めったなことでは口にできない。東の大国、キマ王朝は今でも残党狩りをしているはずだ。

　ゆらりとアインはオハラに歩み寄る。まるで金かな縛しばりのように体が動かない。視線の矢に射ぬかれて、カインは自分の敗北を知った。村を出てから、火吹きの司つかさの家に生まれてから初めて味わう敗北に、恐きよう慌こうが押し寄せる。

「くっ……死ねえっ！」

　冷静を欠いたカインは、見境を失って剣を掲かかげて突つっ込こんだ。アインは動かない。

　だめだ──一部始終を上から見ていたアインは、とっさに天幕から飛び降りた。だめだ、カイン。アインには勝てない。直感で分かった。人々の輪の中に着地し、胸にかけていた小さな青せい銅どう鏡きようの紐ひもを引きちぎる。

「カイン！」

　焦しよう燥そうにかられたシーフォの声に、オハラは踏ふみとどまった。目を見開き、突然の介かい入にゆう者しやに呆ぼう然ぜんとする。驚きのあまり声がでない。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪かみ、新緑の瞳ひとみ。シーフォ。紛まがいようがなかった。あの少年だ。エルヴィラ神の申し子。同じ古き神の血を引く少年が、そこにいる。

「な、んで……なんで、おまえがここに……」

「カイン！　おまえを封ふう印いんする！」

　少年には再会を喜ぶ暇はなかった。このままではカインが危ない。封印しなければ。立ち尽くす彼に飛びかかり、青せい銅どう鏡きようをその盆ぼんの窪くぼに押おしつけた。それは、不幸にもケムルが襲おそわれた日、ラドンゴラがつけられていた封印の神器だった。これを付けるとアミュールの力は封じられてしまう。

「ぐわああっ！」

　じゅっと白煙がたち、カインは顔を歪ゆがめ苦く悶もんに絶ぜつ叫きようした。全身にびりびりと電流が駆かける。盆の窪から異い物ぶつがずぶずぶ体内に入ってくるのが分かる。こらえきれない痛み。痺しびれ。

　シーフォは暴あばれるカインに必死にかじりついた。鏡はふかしぎな作用によって、皮ひ膚ふを通り抜ぬけて体内に沈んでいく。だが、完全に埋まい没ぼつするまで時間がかかり、その間、呪じゆ文もんを唱となえ続けなければならなかった。呪文は封印解除のための合言葉だ。

「やめろっ、やめろ！」

　死にものぐるいでカインはシーフォを突き飛ばした。同時に封印の鏡も空を飛ぶ。

　カタカタと音をたて、甲かん板ぱんに落ちた鏡を拾いあげたのはサジリだった。彼はそれを見たことがあった。火吹きの司つかさが暴走しないよう、族長が代々受け継つぐ手た継づなだと父親は語っていた。神器は島でつくられたものではなく、その昔、火吹きの司の一族が島へやってきたとき、共存の証あかしに彼らが渡したものだった。

　はっと我に返ると、自分にオハラがにじり寄ってくる姿が見えた。鏡をむりやり剝はいだ首からは血が流れ、爛らん々らんと目は燃えている。理性を失った獣けものの形ぎよう相そうに、サジリは戦せん慄りつした。

（怖い）

（怖い。来るな）

「それを、よこせ」

　魔ま物ものの唸うなり声。少年は震ふるえる手で鏡を握にぎりしめた。族長の証とも言えるそれを。

「サジリ！　渡すな！」

　頭を押おさえてシーフォは叫ぶ。今にも泣きそうな顔で、サジリはいやいやをした。

「よこせ。死にたくなかったら、よこすんだ」

　ヒューヒューと息の洩もれる音とともに、炎ほのおの蛇へびがちらちらと見え隠かくれする。

　炎。

（サジリ）

　また、聞こえだした。

（早く、それを渡しなさい。焼き殺されてしまうわ）

（あなたは生きるのでしょう？　そんな物がなんだというの）

（命には代えられないわ。サジリ）

　火に包まれた女の肢し体たい。途と切ぎれる命。崩くずれる肉。したたる脂あぶら。黒い炭。炎の記き憶おく。

　ドゥルガー！

（渡すんだよ！　渡すしかないんだよ、きさまは！）

（あたしを見殺しにして生き延びたおまえに、いまさら拒こばむことなんか許さない）

（もうおまえは日の当たるところには出られないのさ！　あははは！）

（うわあああーっ！）

（いやだ、いやだ！　助けて！　誰だれか助けて！　もういやだ！）

　思考回路が麻ま痺ひして、めまいがした。世界が回転している。意識が遠のく。

　無意識にサジリは震ふるえる手を差しだしていた。カインが勝ち誇ほこった笑みを浮うかべる。

　だが、横あいから小さな影かげが飛び出して、カインより先にサジリの手から鏡を奪うばった。オリクルドは慌あわててサジリの背後に隠かくれる。火に油を注そそがれて、カインは逆上した。

「よこせ！」

「いやだ！」

　オリクルドははっきりと否定した。怖いもの知らずの子供は、渡すなと頼たのむシーフォのためにオハラと対たい峙じした。自分を助けてくれた彼に報むくいたかったし、誉ほめてもほしかった。エイランのときはぶざまな姿を見せたが、こんどこそは。

「オリクルド！　やめな！」

　人形のように佇たたずむ群集をかき分けて現れたエイランが、蒼そう白はくになって叫さけんだ。

「よこせ！　さもないと！」

　ただの威い嚇かくだったかもしれない。相手は八歳の子供だ、いくら激げき怒どしたカインとて本気になるわけはなかった。そう、ちょうどミュリエールの父親を殺した役人と同じように。

　剣けんを振ふりかざして炎を吹き放つ。視界が炎で紅ぐ蓮れんに染そまった。

　そこがサジリの神経の限界だった。

「う……う、うわあああーっ！」

　喉のどが張り裂さけんばかりの絶ぜつ叫きようがほとばしる。誰もがその正気を失った悲鳴に仰ぎよう天てんし、そして、彼が自分より五つも年下の少年を刃先へと突き飛ばしたのを、見た。

　威嚇だけだった。絶対に斬きる気はなかった。だが、振りおろした刃は止められなかった。

　体の中心線から血が噴ふきだす。オリクルド・ゼルマーダの小さな体は一回転半回ると、手すりにぶつかり、そのまま河へばしゃんと落ちた。

　突然のことだった。

　ぶくぶくと泡あわがたち、すぐに消える。黒々としたかわも。静かなさざなみ。時が止まったような静せい寂じやくが平船を支配する。

　もう、いない。

　たった今まで、その瞬しゆん間かんまでたしかにここにいたのに、いない。アインを先生と呼び、シーフォを慕したっていた、一途な少年は、もう。

「な……なぜ？　なぜ、オリクルドが死ぬんだ？　どうして？」

　シーフォは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

（助けられなかった。目の前にいたのに。そこにいたのに！）

（ぼくは愚おろか者だ！）

　ぶわっ！

　少年からオーラが噴きあがった。それは天をも焦こがす勢いで昇り、カッと光を放出する。辺りは昼間よりも明るく輝かがやき、白光に世界は支配された。

「ひゃあっ！」

　人外のオーロラに悲鳴があがる。カインの気迫など比較にもならなかった。太陽が地上に落ちてきた。もう、誰にも止められない。

（ぼくは始めから分かっていた。あれがぼくであること）

（もう一人のぼくなんかいやしない。あれはぼく自身だった）

　逃にげていたのは自分の醜みにくい感情を知りたくなかったから。清せい廉れん潔けつ白ぱくでありたかったから。

　逃げ続けたために、力を制せい御ぎよする方法が分からなかった。その気になればたやすいことだったのに、ならなかったのは、自分が力を使っている事実を認めたくなかったから。

（ぼくが力を制御できてたら、オリクルドを助けられた）

（ぼくは愚おろか者だ！）

　少年を怠たい慢まんだったと誰がとがめよう。だが、シーフォは自分自身を許せなかった。

　怒りに少年の神経を流れる電流がショートし、全身から放電しはじめた。吹きあがるプロミネンス。竜たつ巻まきに生じるプラズマ・コロナ。彼を中心に吹き荒れる大気の渦うずに、人々はおののき、身をよじらせ、吹き飛ばされまいと抱きあった。

　天空を青い火花が駆かける。

「シーフォ！」

　カインが嬉々とした声を張りあげた。力の爆ばく発はつの凄すごさに、むしろ喜んでいる様子だった。

「やはりおまえはフェシア神の生まれ変わりだったんだな！　凄いぞ、これで俺たち、アミュールの時代が──」

「アミュールがなんだ！」

　シーフォは鋭するどく言い放った。その激しさにカインは驚おどろき、あわや剣の餌え食じきになるところだった。少年が再び斬きりこんできたので、慌あわてて剣を構えて受け止める。

「なっ？　どうしたんだ、シーフォ！」

「なぜオリクルドを殺した！　殺すならぼくを殺せばよかった！　ぼくを殺すべきだったんだ！」

　理り不ふ尽じんだ。

　少年の心は冷めていた。この責め句は理不尽だ。だが、怒りのはけ口が見つからない。どうしたらいいのか、分からなかった。

「ぼくなんか生きててもしかたないのに！　ぼくなんか、ぼくなんか……！」

（ぼくは、みにくい）

　発ほつ作さ的てきな行動だった。シーフォがばっと胸を開く。

　まるで、自分から刃に突つき刺ささっていったようだった。

「ああーっ！」

　悲鳴は別な方からあがった。エイランは胸の中心を押おさえると、そのまま悶もん絶ぜつした。慌ててパケンが抱き起こすが、血の気を失った顔はぴくりともしない。

「エイラン!?　エイラン！」

　深々とカインの剣を胸に受けたのを機に、シーフォのオーラが急速に引いていった。傷口から体内に吸いこまれていく。少年の胸元が黄金こがね色に輝かがやき、そして、消えた。

　ふらりとシーフォはよろめき、茫ぼう洋ようとした顔をカインに見せると、そのまま船から落ちていった。

　ばしゃん！

　しぶきがあがる。水面は輪を幾いく重えにも描いて、ぶくぶくと泡あわを吐きだした。

　静せい寂じやくが訪おとずれる。爆ばく風ふうはぴたりとやみ、天空は本来の闇やみ色いろを取り戻もどした。人々は茫ぼう然ぜん自じ失しつしたまま、座りこんでいる。全身の力が萎なえてしまったようだ。

　その中で。

「エイラン！　エイラン！　お兄さん、エイランの様子がおかしい！」

　パケンがせっぱ詰つまった声をあげた。少女の異い状じように狼ろう狽ばいしている。妹の様子を看みたアインは唇くちびるを嚙かみしめ、かわもとエイランを見比べたが、

「原因は分かってる。心配いらない、そのうち元に戻もどるから。パケン、エイランを頼たのんだぞ。俺はシーフォを」

「え？　ええ」

　戸と惑まどいながらも力強く頷うなずくパケンに、彼は小さく笑った。エイランは大だい丈じよう夫ぶ。自分がいなくても、代わりができたから。それは兄として、少しさびしいことだった。だが、そんなことおくびにもださず、アインは顔を引き締しめた。そして、河に飛びこみかけて、ふと振ふり返る。

「白木──いないのか？」

　逡しゆん巡じゆんしたのは一いつ瞬しゆんだった。アインはするりと河に飛びこんだ。

　嵐あらしが過ぎ去り人々が我に返るころ、一つ前の駅であるセゲジの町の灯が見えてきた。

　薄うすれゆく意識の中で、シーフォはその声を聞いていた。

（トウトウ来タ）

（トウトウ私ノ元ニ）

（サア、ココヘオイデ。私ノカワイイ子供ヨ）

（サア、ココヘキテ、解放シテオクレ）

　ぼくは、もう。

　そして、ゆっくりと少年の体は沈んでいく。







　あとがき連続青春小説【そして、あたしはここにいる】 第六回




　それは平成四年も暮くれの話でした。小林さんは友人に言いました。「次はねえ、高校時代に書いていた話をリメイクするつもりなの」「ああ、あの、スーホと白い馬」「…………」。この話に白い馬が出てきた覚えはありません。でも、なぜか皆がそのように呼び、そして話が通じてしまうのです。困ったものだと小林さんは思います。

　その三か月後、担当さんに下書きを見せた小林さんは、彼にこう言われました。「小林さん、お兄さんがいるんですか」「いえ、姉が一人です。すみません、ブラコンの話はこれでやめにしておきます。見逃してください」。つい下手に出てしまいます。自分でも分かっているのですが、つい兄という存在に憧あこがれてしまう小林さんでした。

　さて、小林さんは昔から一つの質問に対する答えを用意しています。誰も聞いてくれないので、自分で言うことにしましょう。その質問とは、「あなたのファンタジー観はどんなものですか」です。答えは、「宮沢賢治か安房直子さんの話のイメージ、ってところかな」。そうです。つまり、この話はファンタジーではなかったのでありました。剣と魔法が出てくればファンタジーだなんて、みなさん騙だまされてはいけません。表紙裏のあらすじになんと書いてあっても、これはファンタジーではないのです。

　では、この話は一体どんなジャンルに入るのでしょう。小林さんは考えます。「うーん、少年成長物語、じゃないの」「成長しているの？」「たぶん」。

　たぶん、いつものごとくどんなジャンルにも入らないものなのでしょう。


つづく　　



　第七回、こうごきたい（いや、実は期待してほしくない）。

「君が夢、河を上りて」は上下二冊の話です。これを書いていたのは平成五年の一月から五月にかけてでした。私は大学三年から四年の始め、つまり就職活動の第一波の時期です。昨今の不況で女学生にはとことん不利な就職戦線に、私もちょっと参加してきました。強みは理系ということだけでしたが、五つ会社訪問をして身を引くことにしました。理系とはいえども、物理科ではあまりお話にならなかったようです。ちなみに、ＳＥの適性検査を受けた私の判定結果は、「あなたはもっとも不向きです」でした。失礼な、これでもベーシックでならプログラムは組めるのに（最小自乗法プログラムだけなのが虚むなしい。あと関数グラフも作れるか）。こんなことだから若者の理系離れが進んでしまうのです。

　不況不況と言いますが、どのくらい就職が難しいかといえば、私のクラスは四十四人いますが半数が大学院（研究生を含む）に流れ、五人の女子のうち就職した人は誰もいませんでした。これでも首都圏国立大学理系ですけど。

　私は一応就職すると公言していたのですが、途中でやめてしまいました。問題は、「志望動機」でした。その場しのぎの答弁をすればいいのでしょうが、一番やりたい仕事は小説を書くことなのです。それを考えると、とても面接を受ける気になりませんでした。小心者なのか、融ゆう通ずうがきかないというか。

　というわけで、私はこれからもちんたらちんたら話を書いていくことでしょう。実はすべて思惑おもわくどおりだったりして。でも、一年一作作家はやだなあ。




　平成五年十二月十六日


小林めぐみ　　
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